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大阪都市計量防火地直園を頒布す

今回 F記内務省告示 に依っ て大阪の 防火地院 が康範固に渉

って追加指示 されまし たに就い て、同防火地直闘を 突の通

り賓費にて頒布仁 ますから御入用 の方は至急お 巾込下き い

大阪都市計壷防火地匡園( ニ麗分ノー ) 1 部

- 賓
費 1 5 銭 ( 外に送料 2 銭〉

- 送 金 方 法 振 替 ( 娠替口座大阪39975)
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I 階 卒

l 階 104. 14坪

2 階 37. 69坪

合計 141. 83坪

大阪阪念沿線岡町

VI Il 8  “ 松

南 庭

テ レ ス

護 荘 " 設計・能エ・竹中工務底



茶 室

2 階 卒 商 圏

茶 室

“ 松 蓮 荘 " 段計ゐ施工・竹中工務脂 9 v川



l 階 80. 59坪

2 階 27. 60俸
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画 ι 、‘｟｟ｾ 4 w，;守 J.  

ー

.・ジー

.，..l，.._ ..  ｾ＠

-.・

』」4A4 1

』斗

南面し、敷地 は道路より 7 尺高し

VII I  1  0  “ 石 居 氏

雁
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f妾

ｾ＠

s  

〈甲子園〉

金 景

設計・三越住宅部



客 室

2 階 平 面 圃

老 人 室

“ 石 居 氏 邸 " ( 甲子園〕 設計・三越佳宅街 1  1  Vl iI 



正 面 外 観

1 階 卒 面 圃

食 堂

'VJ I I  .1  2 “ * 野 氏 邸 " 趨 エ ・ 鹿 島 組



茶 の 間

= 昆. . l l ! C

2  ｾ苦 ｅ 平面 園

議 備 室

“ * 野 氏 邸 " 総 工 ・ 鹿 島 組 1 3  VI I I  



I  ｾ皆卒函 園 l 階 91. 61坪

2  ，省 42.09.1tjS

延 歎 133. ＷＰ ｾ＠

東 南 外 観 ポ ー チ ま 望 む

C I ' 仮念沿線岡本〉

玄 関 ホ ー ル

V 川 '1 4 “ 星 丘 氏 邸 " 設計・今北建築事務所・施工・ 芳村清ー



展 望 室 内 部

f弗 間

階J l 卒-l 面 圃

“ 星 丘 氏 邸 " 設計・今北建築事務所・施工・芳村清一 1 5  VI I I  



南 側 外 観

東 側 外 観

2 階 平 面 闘

1 階 平 面 圃

VIII . 1  6  “ H 氏 邸 " c機潰〉 E宣計・ 2毎 ヱ ・ 竹 中 工 務 庖
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飛騨 ｮ 川 村に太家族を容れる ｽＩ［Ｈ ｾ ｦ ￬ 住宅と揺するものの ゐることは 人々の土 Ｑ Ｑ るところであ

る。叉兵)，ji! 際の 山出 村方 l師に於りる Hi 木千年家、坂川千年家などいよ、古 い良家もある。仁l

川付 の以kfi 住宅は 、切主治のんきな屋桜の i いを数l苛にii! よって 、昔は数十人の家族が位んで

ゐfことゐはれるものがあり、みj';WJ天地 糾元 '1

1

，'¥・:i1l . &のn11mなタ卜71予を有する如何にも) ( 古から

の Ji I . 習会そのま〉に仰へるかの如き議五家であるが 、建物そのものの姐訂正年代は: 恐ら く問

1' 1年 、五百年主いふ以前には初IJ 1;1 Ｑｾｽ な い でめらう ｯ 111 川の千年家はその名栴の如く千年1，1.

IJ:>粧 fこと郁するものであ るが 、事 1'[ はMi木千年家の万で 、一 ;';1¥分 に 宅jl lJ 時代と 考 へ られる

がi所会比 る位なものである。これにJ比ては11Tての本誌で Il i'I Jr'l 山iユ: の野地護士授が詳*' 111に報告

してゐられるから本土 ｉｉｾ の 方は御究めりにい白要するに ー ￎｾｩＩ 分を除 い ては桃 山時代か江戸

イ¥l Jl 切の建物と考へられる o ｦｪｦＺ し一般 Ｑ ＱＺＺ米農家に於ては 、 ＿ことひ一部分と ｨｬｬｅ も ｾＺｪｬｬｪ 時代の千

法合作する建物は 、先づ珍らしいとせねばならぬ。最近例人の邸宅が岡22に指定されにと

いふので新聞にも書きぷてられ、一f部H市iの人〆々 守に はU以、1必j泊力ij からよく土知Hられてゐ T仁こゾ大¥:1阪以ω) (山r:白4子t南Iわ卯川l'可'fl内
刊

IN¥叫¥1尚4

l'川川1円川1りl の今P阿[可i7，消l占号知」兵毛術L氏E方のはψ告.サ引刊叫l川川11川|りj 時代のものでゐるカが; 、 これは 一般民家と異l ; i ， JI地立法 、武 米

ｩｩｫ の系統 ｾｩｪ 1  ＼、 害 ｷ ぷ ｩ ｴ の ー 形式に ｪ るするものである。よく地方の民米農家でゴドＧ，Ｚｾ［［ ，こ古い

と僻する建物を見せられ て、 それが案外古くない顎fTが花んある o mi してそれ等の古い と

いふj:'HI II に、 花 やA!311 ＺＱ奴などが 、 子斧 ｩ まつりのやうな ｾｦ 上 卜 ーげでゐり、 そ れでもって、世

lill の飽などのなかっ? こ古 L、時代の活協としてゐることが多い。普通の圭1.J ・鉛の 11 1

1
現は何時

凶かといふことに就ては色々設もあるが、 自分は主主
Il IT時代の ':1.1頃には既にあっ? このではな

いかと考へてゐる凸似に右町時代 として 、
n' ri して飽仕 |二をせぬ枝などによって 、 その米を

山IIlf 以 前 の も の と 考 へ る の は . ｾＮＡＮＮｩｉ￭Ｎｦｬ ｬｬ の ゃうであるが 、 貨はそれはんし に 有 Ｉ ｊ 'i 澄協とは

なら dlJ
o 何 i吹かとぷへば、去十j 胞のなかった凶 、イ タ Ｇ｝Ｑ へば ｊｉｾｲ｢ 時代 、 公良時代の Ｍ ｊｊ ・ Ｇｬ こ於ても

必1・l 胞を川ひ? こと少しも主主らね美しい! 上 卜. げはさほど凶刻fｾ ではなかっ＿この に し 、 コ く ＮｾＺＱ ・ ｪ 飽

の/ 1 '1 ｾＨ 卜Ｎ つ ｦ こ後にも手斧や鎚飽会川ひて仕 上 げることも珍らしくなかっ＿こからである。

要するに一般民家農家 ｬＺ 於ては 、古い と ￃ ふも数 ｬ ヨ年以 ｉ Ｍ Ｎ ｬ こ糊り得るものは殆ど ｾＮＡＮＮｈｉ ， し

得はいのである。北海道の l斗老でアイヌの住宅{ 立 、時ん lflIJ 換へられでも 、 その主要材 料

は昔のま〉を使 }IJ し、正に 二千年金粧 fこものであると説明するのを聞いにことがめるが、

ノ じよ りア イ ヌの ｷ ［ 沿にすぎね ｯ イ Ｑ Ｑ し 、イ ｪＺＺＺ ［ 三 の ｊｉ ヨェ に の ，，ｾ には 、 ＱｊＩＨ ・ Ｙ Ｕ ・の ＢｩｬｬＩ じから仰は る と こス

1  VI I '  



の古い ものは確かに認められる。

一般の民家農家の類似外に は 、

ＱｾＭＩＡ 段 、 股合 、 邸宅 、 別荘 、 ｴｊｉｅ 官 、

方交 、 或は城事 ＱＱ ｾ 与他特 別［な住宅 に

Ifff，Jする建築があるが、 それ等の rlt  

には 、 もっと古 いも のが現存し て

ゐる D

その故古の貫例は現在法隆子'i 'JR

院にある fJ ff. 法堂 U 苦招提寸引8立と

のこつである。僻法堂は橘夫人 の

邸宅を施入して立とし Tこもの、 J.!I

招提 子 ｲ 講堂は千［妓京の ｾｩｊｬ j義肢を: ， J!M

はって診 して講堂とし? こもの 、μ[J

t ，何れも似1J 寺のー:主として J lJ ひら

れて米Tこが、最f引日は奈良時代 に於

げる下1.殿 邸 宅の一棟であっ fこので

ある。

"'.安i時代には ;1訪投遣が11¥現 しfこ

が、 その首時の治時 は一つも現イ長

しない。

fぷf r時代に造られTこW i として

， ｾ Ｍ ，t. ＮｾＧＮ ［＠ '! ' : . ー
ι  

① 法盗寺{ 事，去主主 西妥より凡1: るところ嘗時一般の

邸宅や住宅は勿論こんな長々にるものではなかっ1: 。

@ I宮 招 提 寺 講 堂

イトも あるのは 、先づ第一に点都di 右点阪栂尾の必山手¥'，1=j 7kJt i : である。五所堂とも呼ばれ、

v m a. 

①高山 寺 石 水 院 ｊｲＮ Ｑ 百に 同 ｪ 作 ｾｩＭ どゐり 、 市中位芹殿治

時の形式f t ' 7: 差す L のでみるが、全涯としては、程決

'j. 住宅気風がうカ ・v われ る。

子 Ｇ ､ｩ によ ればもと後鳥羽 ｉ ｾｾ の力 ＱＱ 茂

行' ; .¥' で- ゐつ fこのをけ拐って貞ffif. 三年

此!長 lこ1多し? こといふ D はじめ首山

の亦日{ J . ，古i，F j 祉の奔阪としてゐ? こ

が 、IQJ 治の ↓ I 頃現花の地に移しに

ものである。現訟は入母屋地問u ' i:

大間取方位に舟8.J 木佐川ひ、 iJif は

if.!!'.程IH、鋒: ; [ の捕沼iな住宅となって

ゐるが、内外に多〈の改遣があり

殊 に 正 l百iには向斧等 を設げて、奔

股岱時の様式をも践 してゐる 3

次に宇治の宇治ー1--. j[t IJ t祉拝殿及び



-・治

① 重量. 涜議院内部

主主棚 の附近を示す

① 盤 雲 院 . 院

主 ①吉水神社書院義経之間 E母娘ーに面して細長

¥¥¥ い七段矧げ 、 川院 を制服の一端 附 ｾ Ａｾ

i  院と直角の位置に主主捌{ f 殺げてゐる。この上

i  段[ 式上段書院とも いふべ〈 、豊島問所にイ也なら

事 ぬ 。ｾ Ａｬ［院迭として全国最古の質例 ｬ でみ ｢ 、泣

棚の形式の原始的なのl . ， y七回に値する c

①義経之間玉面の末 l二益法捌の厄 )J に績〈床でめるむ

地 釈が忠 七より比較的] i ( 巡られてゐるところ注意。

① 東 求 自量

3  VI I I  



内山 ll iJ ll/l仕手手段が、宇治鍛冶・の一部を賜つ仁左糾するもので 、年代は鎌倉初期、 その軽快繊

細な建築手法は 、首時の縦官建築のおもかげを: ， 1専へ るものとして) ( ! ，、に参考 になる口

鎌倉時代 、武家の邸宅金 中心 として護達し?こところの所謂武家造なるものよ り、 鎌倉米

に至って書院迭を生十るに至つに。書院造は我間住宅建築の娘幹をな す もので、鎌倉末か

ら宅町時代を経て弐却に護達し 、桃山時代から江戸時代の初期にかけて形式を完成する。

その笠例として最古のものは 、奈 良 勝 吉 野 山 に あ れ 古*'11111枇書院義経之iUJ と揺するのが

これである。吉水神祉はもと金峰山苛f のー坊で 、吉7kl 徒主併し? こ。文治年中源義粧が難{ t '

避けて首院に入り 、 延元疋年後醍醐天皇御前幸より 、 吉 ｾＱ ￍＧ皇居とされ 、 叉文様三年盟臣秀

吉が視陛合を{ 催し? こときには本lirl : i . ともなつに。書院は入 lサd U' 6 納皮茸の可なり大建築であ

るが、前方と後方とのこ つの ｩｾ ，ｾＩ分から成 Ｙ ¥ ＮＺｩ￭ ｪ ｾ ｬｾ は義経治活の ｩｩ ｈ と隠する部分を中 心 とす

る棟、後' ドには王座の IIIJ 会中心とする 書院が妓較してゐる。その前午の部分が最も古く 、

義経時代と栴してゐるものの1 ' [ は吉野s倒 的l寺のもので 、後' ドは桃山時代多分秀吉頃の作と

考へられる。 即 ち前小の部分は書|民法として現存佐古の遺構てーあれ その泣栂! から附書院

にかげでの様式に古 ;lilJ の著しいものが認め られるのである 。

南北側より以降、京111) 時代 1こ於けろ {J ，宅に開する建築としては次の如きものが作 0・して

ゐる。

霊 雲 | 涜 書 lちと

慈 ＮＧＡｾ ｾ ｬ 王 寺東水笠

ノミ 11l! ft;'e 方 式 ;

j悦 首 ニ:!1・ 書 |もと

妙 菩 : 脳 書 院

法降令本; 子版特: 限

今 回 氏 邸 内 書 院

金 | 刻

主民 !非j

京都市、 妙心よ.1・内

京都市

京 間市、 大 lt l寺内

滋賀牒

ょｾｻ￭ Ｑ｜ｬｦ 遣

す三良! 係

奈良J ! i

点高官'I[i

京都市

その内金問 、銀閣はそれぞれ足利義浦 、義政が営ん? ご北山 、氷山の山rrt に残存する検出j

であるが 、 Ｑｾｬｬ 堂としての要素もカ ＱＱ 味され 、 住宅に閥すると云ふものの特殊な建物である。

又Ｊぷ ｧＺ は持俳堂式のノ ｪ 、 建築で 、 その一主主 同仁荷主栴する四 ｴ ｦｴｦ ｾ Ｏ ｉ と敷の ｩｩ ｬ ｊ は茶室の始めとし

て名高いのであるが、結局小書|淀 建 築 の 一 例 で め れ 妙 菩l伝書院 ;及今凶氏L¥II 内書院は書院

建築の一部分会存するもの 、大仙|位方式; は方丈旦11ちJTIi，1:ミチ住職の件. 居として参 Jきになるもの

である。霊 妥ー 院 書Ｚ 院 、 Ｑ 民斤 去 年書ｼ焼 、 法降寺ぶ二 ｦ 殿客殿はｾ三 ＱＱＱＩ 時代中期に於げる書院造とし

て何れも重要な建物である。密室妥院書院は大7k六年の建 1): とも 、又は天文十三年とも去[ ま

れ、後奈良天皇の行主H こより 、 「御幸の ii ll J と帰 して、千 l函は大瞳四' 長から成七』五盈年

般の主室には注欄金設け 、奥之控般の「玉12IiのiLlj J との境には帳，主があり 、叉束|鉾 りのと包

V I I 1 4  



⑬ @今西氏邸内塞院 これ L 法降守 k 子員生

存午殿式の邸宅力、も列lれ の が 後ftll lに 治 ふ 二P11

つ v きt:' げしか予豊作せす，、 内17日には後11ト青空

げられに床が一つあ るさ りで 、往物の'1'1:'買

はよく卵j らな L、。併し斗¥'1町時代の持色 lま予Ij

るところに現れ、紙に J依f . l f 戸の入口や卜7J

車fl 苫破風などは御乙す' 参考となる。

@  

@  

⑬ 東 求 堂 内 部 護 側

⑪ 法 隆 寺 太 子 殿 客 殿

⑫ 法 隆 寺 太 子 殿 客 殿

南俊より見U j _ .端に突H' ，せる吹放 釈11¥1のブj を7見る

武家 ｊｾｾ 宅の ー ・形式 、 宇 佐殿迷りの質例としては最 ｌ

古い L の。
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@ 金 問

⑪ 圏域寺光浮院客民主

｟ ｅ 殿逃の最もＡＡｴＡ羽 的 な ｩｬｬＮＫｷｾ でゐ る。

-!!v f渚厳守万丈上手元量院

伊達正宗が進つれ拳震な大J J 丈で災禦第や伏見減

⑬ 光 浮 険 客 殿 内 部 、

成後の 一端 に炎 ｈｾ せる上攻必院①に於げる上段と

同意味のものである。 イ同し ①の違棚の位泣が床と

なってゐる慮に後 IIt の形式が見られるの

の鮫合 に 純{ e J f : x _ って出来れもの、 その t 段' J : - 院の@箇城寺書出身昼殴客殿光; 予院客殿 と 同 じ い 主殿泣

状態で ⑬を比室長 すれば 国｛白 ｌ 、 。 附 ［ ｾｾ Ｂ院 Ａ 協に 主主概念の形式 を付与へるもの 法隆寺太子殿客殿 L 同じ 形

有する滋 は 前 者 よ り も 古 け何へるものでめ る。 式の而も 一時代古い: の 仙 ? 仰 と 岬 事 れ1:

@ 動 準 院 客 殿 @ 動 感 院 客 員 量

V 川 6



@ 穫 園寺月光殿

光; 乎院、4目撃践と同じ〈キ

敗mの一例で 、 もとはやは

り図城寺涜内にめっ 1: のを

明治年間i東京，市: 直園寺に移

， _ ，_ のであ る弘

@ 三 賓 院 表 釜 院

匂) 拠 強 制

桃山時代俳妹な後達金主主げ fこ邸宅の一例

⑬⑬と 同じ性質の場所でめるが、 こ

の 1: 段に1， 11や撃問所としての意味

11失( まれ、全 ¥j e人 k 段として逃亡

れれものであ るc
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Ｑ こはＡ択もあり 、外 方 ｴ こ後、 ｽｾ￯ｩ 橡を＿附し 、 尾快 ｌ ま 切 去に ｦ ￚｩ ! t ' 附して ーー見入付: J i " h1t に比 える併

を有し、 l̂ l仰の; 伏態と云ひ 、外1&と云ひ 、 よく初期書|民法の特徴ぞ強押し? こ建物である 。

桃 山時代 lこ入ると{ 1，宅の泣怖は念に教が増えて〈る口書院J 1 i : ¥こ IhMするものr:' げでも次の

如きがi?告げ件る。

本 ｩ 氏本側 Ｎｾ ｜Ｚ :t;: ｉ ｾｾ＠ 京都i¥i (イJd.!. .M: より J多す)

ｪｬｾ＠ ' ムIラ
|持j 点打ｾ｜ di ( 来集前より修す〉

金 地 院 方 :t 京都市( 伏見城より移す )

抑 制1 院 治: 殴 京都市

龍光院雪 ｜ ｾｴ 京都市

JE jJlj. ｟ ｾ ｉ 戸方丈 京都市( 伏見城より移す〉

大 先 赤 字 r : 股
京都市

三 ｾｔ ｲ ぢ摺Ｚ院及室限 ｊ ｊｾ お ｦｬ｜￯ ｜￮

昨 ニ1: ゴ'i' * - 股
::( iti 

WUJ 製 |佐 治 : 股
大津市

iI:: t下 院 特 股
大津市

同 I前 院 筑 : 股
大津市

jJ q  孝士 11'  Ａ手 ｾ E投
滋賀l際( 伏見抜より移す)

大 通 寺 院 ¥i¥!
滋ft! 際( 伏見妓にあっ Tこもの )

吉 水 利 Ｑ 祉 苦Ｚ院ｬＧＺ Ｑｾｾ 之 ｜Ｑ日 奈良勝

1/史 心 令 書 院
大ll 反J(. J'

同 保 守T= 奥 股
三 中"!際

; 益岡守 刀 7t 殿
東京i¥i

瑞 供 台 三 本 : ! ? ' : ¥城鯨

ＮＺＭＭＱｾ 鰍 訂 三の 丸股合 京都市( 伏見抜のものを冗とす〉

他に も向 ほ多少の1 ' r 例を) JIl へることが出来る o

その 内、本i氏本願子r書|位、二僚出!I" ι 限会等は大規模な伏見城建築の豪華全示すもの、大

}o'il:¥'1  Ｑ ＭＭ 段 トーん 段の伎を Ｓ Ｒ し＿ こものがあ れ大津市岡城 ｾ Ｇｩ Ｇ の ｗｦｬ ｊ 製 ｼ 位 、 光洋 ｼ 佐治Ｚ殿は、武家 ｩｬｩ

'1
1
の一形式 f こる所計i完敗il iの代ぷ

(1'. )
な11去を体へるものとしてすtif( な 資 料 で あ れ そ の他の

消建物に於ては 、既に形式完成の域に達しに書院造の間々な特色カ

;J.
・
11 られるのである 。

江戸時代 t
こ入ってJ t られにものとしては 、

ＩＺＱ Ｑ ι ， ｾ ｜＠ ¥山) ，小 ) J 七 点K1¥' di  妙 法 |位 九 |むと よ江川 di

.;j，: il，氏本IM'- .'
，‘

:K¥i
:t' ，:  

I抗 ぷKi ¥di J)l; I井、阪 証1 { 控|むと 京都"di

{ 瓜 蓬 陀 者 ¥出
京都市 大 史 子'i' ￭［ｾ股 京都市

部J 修 1 i ' 書 院
京都市 常 麻 寺 中 の 坊 書 院 奈良鯨

¥/.111 8  



来 迎 今 治 : 殿 j法f111係 A:i江γ IJ": 合111市|汲l込l"-，:' 滋 f11際

妙 成 赤 字 ? 院 訂 川 J係 修製 ｗｊｾ ｾＡＱＱ ｾ＠ }¥O  ｾ守院 点目ｾ｜ｬｉ ｪ

その 他があ り、 大 関 桃 11111，); { ¥: の椴71えであるが、次 出 lこ茶"r;: 的; 己!: 1J . i : を加味することが多〈

fi l!: 々新 し い謎 化 に山むものを7生じて，>1( 1=。 一 般 民 家jA次可: に於ては此の頃にえJ t てられにも

のは ｾ ｪ 1'，1:: ;に多〈作地 にill ってゐるカヘそれ匂: の特色は 、: 1: 地の! 武IlJ 、降 雪、 1] ! ' ! J ，、地勢環

境等による天然の ;IJ ジ>U: ，必 、 午、行 、1[. 下町村H' ，材料によって 1'1らM艇 の w主力; 大f14j 定め

ら れ、 それに職業 、 副主等の僚 ＱＧ￞ が力 ＱＱ って 、 Ｑ ＱＱＱ 取りや芯の大小 ｉｾＺ ｊ さなとまでが支配され て

川 Ｍｳｦｾてゐるのが Ｑ 吟泊でめる。そして魚川科Ａ立に Ｈｉｾｾ じて ｱｾ Ｍ，｜ Ｎコ述棚やド ｯ 書院や恨ｬｉｬｉ ｊｊ 彫刻 ｊ ｩ＾ IIJ ひ

又支前iや/H窓などに地方制作の l(:j j ( i い必: 匠台地し仁のも多く 見 るところである。

特殊なものとしては山際に於けるえ名等の ｾｉ Ｇ ￭ｩｬＧＡ し Ｑ］ 本 ｾＧｉＨ の如さがあり。これはＯｬ ｬｲｾｴ に ニ ｩ Ｚ

として書院造の特 色 佐多 く1[<. rtt 1こものである。要するに 一般 の 地 方色 円かな民家段次なと

の 特 異な風 貌 ｬ 立 、 大然と 地 方人の生日との必然 ＨｉＯＧ ｊ な ｦ 削 ＧＱ Ｇ に支配されて生じ 、 それに苦 ｬ ｾｾ ｾ

のJJ3響や地方の風神やMみによる ζ 〈陀装飾を? ド付加1しにものが/1'，来るのである。

合 ｬｩ ， ｾ ｾＺから北の方に行〈とよくｾ ＮＡＮ られる一方が切 Ｉｩ ｟ Ｎ 方が入旬以ｩＱょとなっ＿二大きな ｪｬｊＭ 次 、

ｸ 濃 、 ＱＱｾｾ 唱力、ら ｦ ，ｩＢｊ ＧｉＧ ｜ 路かけて ｽｓＨ く ＱＱ 文ｻｉＺする勾配の緩い ｩｬｬｩ の深い板 ｨＡ 似の φ Ｑ ，Ｎに石ころをＺ，， Ｑ 売せ

ｔ こスヰスやイタリ ー の川合次や ｉｉ ｉ ｔｉ｜Ｚ にでもあるやうな而 ｪ もそれ勺より更に ｾ ｜ Ｇ､ｉ氏な掛川な ｊＨ

夜 、 ｊＺｏＩＨＨシ ｆｲ の持 ｩ 去りＱｲｾ水に木浩桃山の支を護れ ＱＢ し 、 道路に｛節するＯｐ，Ｚｴ｜の終了に“・抑制しみ

ど ｼ 架かせる ｪｬｾＥ［ｾ ， ｾＧＺｪ 111の IIIT家 、 二階企道路の方に三:子:J(.j寸ーち/1'， し、 その下は沙迫のつ Y きと

なってゐる近代的 ｊ 必完全日 ｩ ｩ へ仁 ｬＨ 次も ｦｩｲｾ ＺｩｦｌＪに ｊ ＮＡＮ られ 、 或は ＵＱＱ 色のｾＺ，ＨＨこ Ｗ ｽ ｺＮＺ ｔｾ の ｾｲｾＺＩ￭ｾｾ Ｎ ｜ 佐保

泊し ｦ こ Ｑ Ｉ 、 兆円 ｊ 似 の ｫｩ ｩＧ ｬｪ の判ーをｾ 1¥' 丸一段正:j < して J にさな定、営立けに 1) し1=出家なと 円本 民

家のＢＱｬ Ｂ ｾでめるカヘそれ咋には， ｲｊ ・ Ｇ ＱＧＮ ， ＭＮ (1 ¥1三の" HJ 合経Tこものは珍らしくないでゐらう。大都

千7ではそんなものは( ( { ，: しない fごらう 、:( ( { ，: しでも )1:"1) つよ、しの運命に出 1i' li し て ゐ る の

は 、 生イ ｲＧＭ 純下Ｈ底知］の佳 、 生 地 獄ＭＱ，Ｚ取として ＱＱＺ む ｾＱＱｊ ないが 、 地 ｊ［ のたしい Ｑ ｩ Ｑ ( 次lまし、つま

でも ＱｾＨＨ し＿こいものである。Ｈｬｉ Ａｩ 平 ｬ 卜 ｬ Ｇ '-.{I ニ七 JJ 七 n )
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現下の 住宅問題 乞住宅の質の問題

西 山9日

1 . 鹿義宣防と国民の保健司題

空前のト封筒と多数 人命の 喪失佐官らし ｔ こ第一次 ｼ止界 大 ｩｪ 誌がｾｾ Ｚ［ 友会告げてから Ｑ Ｙ 年 一 一 い

まや再び世界は弐の戦争の足音 {t>:=j，く2f Cに近〈聞きつ〉ある。否、 もう「戦争」は始まって

ゐるとさへ云はれる。

こ うしに時局に備へて 、我: 11;常時間: 坊の第一線を指ふ岡市の兵口持| ヰも漸: ; 7 ( 充Tr されつ

〉あるのTごが、 こ叫こシノハ、タと困つ f仁こ1事手に{はま 、 ｾｾ最最 Ｔ詰註 Ｚｴ Ｍ 近とみみＺに ｪ批 ｩ日仕 ｩ上Ｚ ｲ 沼 ｔ質 ｦ カが［，巳 ｬ 化の一 ｪ途主 Ｓを ｾＱ 仁こどり ｌ 、

f徴丘兵: 捻金 f任王介{ 裕各宅がJ火〈第: にこ( 低止下の :lii頃H析向j を全? 示しつ -::'6あうる と ｩぷ二［Ｎ￠よ、妥延妥ｾよふ、べきヰ事 ｦ寸叶吋Ｍヘ ， ＺＧＱ Ｇ↑山 ｬＧ

充1丘主に何より色亙要な降A却官の士榊十怜11Lμi の1η3に陛7市R土官官. 製段生徒が:i fi と二f点近くにそのAf l を培

し? こが、 それには探月j 介体規恨のJ ' f+の低下を見越してゐると去五、! Jne- ーは抜きさしな

らぬ此事情念物語ってゐる。いよいよ「人」が、就中「健全なる身讃」の初11底 が、現1主の

問題となっ て来fこのである。

岡山保ｾ の 問 ［ｭがやかま しく 云はれるや うに なっ ｔ こ端的なｊｬｪ ｬｬ ｬｬ が之である。之と平行し

て 、 ｊ Ａ｛Ｚ の間禁均危局に到底すべき Ｖ ヶ年 数十億の軍事 ｊｾ 支 ＱＱ Ｇ ， カＺ一方日将に ｊ てされてゐる。

しかも此老大な需要伝 ｬｈｬ ひ、狛靴下手に於げる除 ｭ をけ乏しておく Ｗ こめには、我岡現ず ｦＺ の ， ｩｔｾ 工

業 生 産 } ｊ 金以てしては杢〈不可能な事である。こ〉にＱｬ￮Ｇ｝［工 ［Ｚ ｴｾ 悩 ＧＡｩ Ａｩ ｬ とする岡民主主掛刀編

成 ｷ へ 、 重工業生産力のＺｾＺ速な設展Ｚｉ Ｉｊ 成 、 所前「生産力の鏑充」が首Ａ師の問題となってｾＨ

てゐる。ところで此問題の矧j ¥) とは必十しも容易な事ではない。先立つものはまづ資本であ

れ 原 iオ料であり、技術であり、労働力である。

同 週の 'll 駄が「物」の快亡が「人」の不足か; ¥守叉利i問の不足かは別として 、いこ か〈こ

うしに現下. の' 11¥i 芳で 、 さしづめ協充すべき軍需工業部門の熟練工が初11底してゐる。持働力

の不足は 、 のつぴきならね生産脇浜に詩う fこれて労働力の階伎となり 、 工場災害は此一年

おどろくべき 激榊を粛し? こが、それは TこY 表面tこ現はれTこ一部であって、組、ての部商での

う＿励ｽ Ｉ の ＱＱ Ｓ 伎と休歪不 足はその消売をｾ ｦｪＱ めて「岡氏保批リがこ〉でも軍大な問題となって

封4てゐるのである。

J1I l義酒 ;Jjーと玉ーよ、口来るべき ii 良平は戦fJil のみの戦争ではない。閤 7J e 閥 }J との戦争である

-ｦ ご から 、 図［坊も軍備 ｴｾ けの岡 山 では追 付 かな い 口そ こ で閤民 保 健の 問 題も 、 の こ の乙と罷

1) H.Iる の である。
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「保健」ケこんなと ι ろからのみ問題にするのは巧ふべき事? ごが、 とにかく岡民保健 t

F ・役買って川ねばなるまし 、。夫を角! 日見して は同前が成立しな いから である 。 こうしたわり

でH乍年あ? こりから{ 米地問題が慌んに論じられる や うになり 、近 付 制主主枇令省が生れると云

ふところまで? j E 1 こ。

ところで 、その末尾に のっ て、我住宅問題も亦去はれ川でてー腔の注意金喚起し てゐる

のが現状で ある。我1&1の11:: 宅の質の聴くべき粗忠さ 、居住の原始的な非衛生さ 、非耐火的

Ｑｾ ＱＭ ｉ｜ｾｪｪ 主等々 一一 ーこ れが枇近 心 ある 人々 の ＱＱ ｜Ｑで 注 円 さ れ米 つ Ｗ このも 、 蓋し 」 二 述の情勢があっ

刀、ってブj あるのである。

2. 国民保健と住宅問題

では住宅 は此 ｩ ｬ ｲ［ ｾ 切手胞Ａｬ ￬ｬ ｊ 下のトピック［岡 ｬｾ 保健問題に到してどんな要求会主張し得る

Tごらうカ、?

ｉｊｉＺ ｩ Ｚｲｊでは 「 智育Ｈ同市 ｵ が ｮｱ Ｎ ばれる。 現ｻｲＺ の 叙行 力 ［ｱｾｮ iすと11子ばれ'得る資僚があるかどうか

は Ｕ Ｎ Ｚ ＱＱ らぬ。 丹 ＱＺ 他な同 ｬ ｾ をつくるのには「髄 育 」カ勺下 ｇ 視されねばならぬ と云ってオ リ ムピッ

クl間讃論などもとび川して米る 。 とにか〈議論珍論百11'，の III:fl!i である。位宅もその例に波

れなし、かも 9: IInぬo lt のところ 、少し冷静によ15へて みれば、今問題になってゐる国民大衆

の 保 健Ｈ立 、 暗育などよりもまづｾｾーに岡民大衆の主 ｬ ［ｴ［ そのもの〉貧弱さにもっとも強＼ ml J  

約されてゐる事、 散もが存 易に気付〈ところである 。飲食児 iif が彩しい敷 lこ達し 、 じめじ

めしに小厚: 掛けの次に ('1 : : って円々の柴養にも事快〈ゃうでは、臨育も粘占妻、7象; 坊もあっ fこも

のではない。 しかも aに「パン( パタに )1三十〉より f‘ 大地」を 思はせるや うな最近の物倒昂

騰と生日不安の時代ではな lまさら此の悩みは大きいo 1:.' がさしづめ、此の低生活水準が色

な々15: 味で我岡) ) 0 : 民の一文.j: Ｑ Ｚ であると すれ ば 、 間 ｊｾ 保健の問題もその程度で我慢せねば

ならないのかも会11れぬ。

しからばー龍、 どの秤j 真: なのfごらうか。

問題をこうし? こ1"反映されに「岡氏保健」からのみ考へるならば、遺憾な事には夫は「住

宅」など州I l j題 にならぬ程度Tごと云ょ、事になるのではなからうか。そしてこ〉に消費生前

火食tl: の内に占 める「性」の特殊性の附み( ? ) があるや う1': 0  

? ことへ栄養がカロ リー の問題に遠足される' J;: が/I' ，'I1( ても 、住民営動物的桜息に置きかへ

る::.h(まIH?j( ぬ。 住宅に J ，j す る「最少限」の要求も '，I(t なる生児的11')'- 吸の問題で はなくて文化

的要求で ある。その欣に己そ現下の 切迫し 7ご"i!i 労で は 111' ，宅」な ど問題にし ておれな い t

ぷ」、結論も 11' ，て? j ( るのでめるが、えその同じ j ql ll，から して動物的使息にさへ も不充分な住

宅のイ{' {F:_ がJ != され てゐるとぷ五、事に もなってゐるのは 、全 く忘れられない事買である 。 ま

ことに、現布此生前不安の時代にみにつては 、我々が「性宅」を問題にするのは?こ-，; l'比

喰的」意味 しかもち得ぬとも考へられる。
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f:: が、E互に文化閣の韓1mと云ふやうな意味からでなくとも 、人知進化の現質的一虫採と

して意義づけられる岡民大衆の正しい住居司文化を持 も得するして 、我々は果して此 |吐紀の進

歩を現買に何を以て示し得ると云 λ、のピムうか。? ことへ如何に科墜と校V 1 Lj がi進歩 し、 s，:;派

な1 1 [ 緩や大砲{ f 山のやうに萌む事が Ij! ，来ても 、問民大衆の ( ｉ ｾ む Ｈ ＱＺ 宅の質的 向 Ｑ Ｍ ，Ｎを持ち得守

してそれ ｦＺ｟Ｇ けで我々は隠史の ー トーに健康な現代前Ａ Ｚ 合のｾｾ金持示する Ｗ ｊＧＺ カ［ｊｬ ｬ ｬ Ｍｳｩｾる＿ごらうか 。

此意味に於て 、我 々はi!i !:合全般の{I: 宅文化の 向|て佐賀fすべき不断の運動と努力とを怠って

[ 主ならな いのである。

聞くと こ ろによると 、 保健枇合省の構成中 、 衛生局所 Ｑｾ｜ ［ 事項の Ｑ ｟ Ｑ Ｇ Ｑ に ｬ Ｇ 住宅の改良及び供

給に闘する事項」てふ一項目が見11¥される。住宅倒係一項円では少々心細い気もするが、

便乗可能ならば便乗もよいo いづれにしても 、文|川河の水準力、ら遁におくれ? こ住居問題の

解決公少し で も秘極的に押しす〉める機合としにいものである。

現下の'IW芳では「住宅」の加害切lt な問題でないと云ふやうな底の比 えに巧平I j 主義から

此r: n週が敬遠される事のない や うに、我々建築家は不断に干:}t 倒的 1i-!i i左硯と l劫l心をよせなげ

ればならないのである。

3. では、住宅問題は如何に取上げられるか

さて 、前項にも少し慣れておいに や うに 、現{r: : fl i : 岡の ( 1: 宅の11{ {f (IIJ よりも芭接規定して

ゐるものは 、 我問 ｬ 豆大衆の低い ｾ Ａ ］ Ｎ ｎｩ Ｗｫ ｩ｜ｬ＾ 、 低い ＱＱＺ 府 Ｑｴｩｾ 拾 Ｉ ｊ である。解決の最も根本的な

方法 l立山 時ゐ岳会ーであるが 、此根本問題が'J:: ;分解決されぬものであるとすれば 、11:] 也は

一 般 、 ｉ ｬ ｩＩ じ支出でよりよい ｻｉＺ 宅金提 ＱＩＱ 、する方法の探Ｎ Ｉ くと［ぷふ Ｚ ・ ｊｾ に ｛ ｉ Ｇ ｊ けられる ｯ :) ( が11;Z政子

円見・'cr に刈] し7こ」研究となる Tごらう。こうしに探; )えは寸 でに 過去に於て柿々こ〉ろみられ

た0 ・かつて大戦直後のH: 宅総時代に 、すでに {I: 宅建材怖fill のm栴化による. : T . 場生産によっ

て{J - : 宅金安憤tこ供給する「案」が一部の人んによって提I l / ' r ; ; . れ7こし 、又我借家統: 替のぞ5生

的 性怖と不合理声 ｩ 察な家賃に ＷＨｦｮｾ して介期的な家賃［十訴による公正な家賃の ｦｬ ｪｉｪ ｾｾ ｜ 或は夫

にもとづ〈家賃の公的統制等 の問題も提唱されてゐる 。 これらは 、すべてH. 宅の生産日J 給

機構会改善介理化 して 、よりよい11:. 宅を安慣に供怜する円的伝もつ? こものである 。確かに

か うしに方法によれば、現作 の(1: 宅建設費或ひは家賃文tj! ，の 2.3 制はMlilt に低下 し得るも

のと考へられるのである。

ところが此際もっとも注立すべきは、住宅が 2.3実1) 安慣に供恰されるや うになっ Tこから住

宅の質が2. 3剖改書されるやうになるかと云ふと決してそうではない oi枇合的な生祈水準そ

のもの〉ヒ昇が議 定されてなかつにならば、家賃の減少は結果として例へば勤労大衆にと

っては持賃の笠質的減牧を可能にする 口貨を興へるにす ぎない もの?ごからである。農村に

於 ける農民にとっ ても事情 は大差ない。 即 ち佐居水準の上昇が祉合的に前提 されて ゐない

住宅の合理的安償供給は 、住宅の質の上昇金 粛 らす ものでは な〈て . 持働力 の再生昂騰 の傾
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産技の低 Ht' JA し従って剰i徐悦他部分の増え或は 11j : 分自己をもにらすに 過ぎない のである。

Tごから 、住宅の生産市治機慌の改 善l立、夫?ごりでは決して住宅改善のJ t:t 策として完全なも

のではな いし、 叉直ちに住宅文 化の前進を粛し得るものでもな い。夫は必す・住居水 準の質

J与! 砂aの批合的 1.. 昇と併行して考へら れ賀行されねばならないのである。

ピカ: 現' 1' どには 、 住民の質の上昇と云ふが如き事は現粧 抑制度の下に於いては豆ブJ に抗す

る努力であっ て全 〈容易な事ではない。却って 、最 近の生所不長ニは 、11: 居のー府の質的思

化 をさへblii しさ うなj!k況である。 こうし? こ情勢にあっては 、住 居の之以 上の質の低下を? と

りあへす法的制限によってくひとめる事が、住居に闘する ilU: 合政策のさ〉やかな第一歩で

あるともｾへられる。併乍らＮこ〉に注意 して おき＿こ￯， ＼ Ｇ ｊ ｴ は 、 現在 、 住宅法 の 制定、 昼 地

地区l ! il J、共他様々の住宅の質の制 限の探揮への顧慮が主として建築行政齢j係者のII rJで具 躍

イじされ や う と し てゐるや うで あるが 、 之喝、［の警 祭 的 制 ｉｕｾ の 過 豆，［ 干慣 は全〈禁物であると云

ょ、主である。かやうな取締 ;[m限 は勿論j/次迎すべきもので あっ て、夫はある程度まで位 居 水

その低下佐賀fすべき根本原因に何等ふれる事なく

現象とし てぶれに質的 低下のみを取締ると云 1、方法には限度がある。質の低下の;[ jリ阪と pl

の向J ては 、夫合成すべき機防、即 ち生産需給機構の改芹と同時に者へられなりれば現質的

ポの低 下 を ｾｊ ｪ ぎ得る ｭ も ￞Ｚ ｻｉ［ か であるが 、

解決に近づき得ない。此結、例へば公営住宅合i ] 止等による生産市治機構の合理化と標準{ニl

宅の制定、改善による質的上昇と 、夫の大量的供給による住宅の質と家賃の公共的統i/jlJ 等

によって 、安fti によき住宅金供給すべき機「it の創造が: 11止も安世な方法と して考へられるの

1  3  VI I I  

〔第 1!f1i) 説明

A  は内閣統計局家計調査月収70-

80阿世帯の家;n Ｈ 昭 和 Ｖ ｾ ｪＳ Ｙ 刃 乃至

昭和71，同月 ' 1' - 平均基準一『遡報 第

37号見「物1貨統立と家; ] 1- J より〉巾 、

物似昂総ド如何 に住居 i'i b j ( 喰し

之を切りつめて行〈かを底示しに

ものo ft 応y' ((j 被服従 につぐ家計

の調官官事時であって、家計が若しく

なるととり ゐへ十引下げ られるも

のでゐ る ｊ ｊ ｾ がわかる。ところがそ

の期間l家氏は如何な る総動をなし

にか、 と云ふに、B 一一之は少し

凋l ' t J i l i 園と期間が臭ってゐるが同

じ〈家計調査( 大阪市} ，阪市住宅

月 報 ＵＲ ｾ 或よりＩ各年約 ＳＳＰ 世帯の

一 投 首り家氏 の指数を ｾ ｉ 昭 和 Ｖ 年 基

準に算出函示 しに L のでゐる一一ー

に明かな る如く最後の年昭和 10i f

上昇の傾向を凡せ てゐ る。以後最

近の本質は手元 に統計がなく て不

明だが色々な事 ｾｾ ｊ ［ｉｊ Ｇ ら押 してお・ そ

らく この総液が一一従って住居状

態のよりー貯の恐化が逆行してゐ

るのではめ るましゅ、。
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向に伴って( 回参照) 質的悪化の内に 内;工 しつ〉あつにと見 られる住宅難に吏tこ一層の拍車

をかげでその量的，ｾＺ迫性を加 ｬ へるべき前提をつくりつ〉あり 、 かくて近き終来に再び霊質

共に結合しにおそるべき住宅難の時代を現出する Ni 勢力Zおぼろげながら感じられてゐる。

「公営住宅合枇」の如きものが、か〉るq 0J伯昂騰の時代に 問; mにされ 、か くてそ の反動

期 に於げる経営を至雄に する 素因をつくるが如< '像旬、される J ]iはUとしてよろこばしい事で

はな いりれど、斯枝川止命的 IW努の下に 、なほ住宅の生産供拾のイト理化と質的改善との綜

合的汁量的な貰 l砲が何等かの)1予で樹立され得なかつにならば、我閣に於げる{ニl 宅問題の一

層深 ｾｉ への ｬ 般 化 が進行するであら う 事は 、 ｦ 五 じて説りないであらう。

4. 住宅の質的改善

問週金局限して 、では現在都市住宅の質的改良の第一歩はど こに見出されるであらうか

居住の術主的再建の fこめに 、此問題、特に共の' r : ' W:1: : 率的 i!!J lufl 一一係光 、辺風、換気、IH

if!; l支等一ーに闘する研究は紐々建築撃者述によってJ t jl( く紡織に行( まれてゐる c 1::. 'が之等の

研究は多〈は最出J 住居僚f1pt ' 得る fこめの諸施設や改己: 改良の探求であって 、凶11. : 大衆の位

宅の現古から ｈｊ 登するものは少し且現下の位宅 ｲｾｵｲｭ の総括的 ｊ 巴握から出張するものにつ

いては全〈乏 しい と云 lまれ得る 7V，態にある。

事賞 、 事現 Ｑｾ 大衆の「位宅」になると 、 建築撃の正 Ｚｪ 速な術究とは問題が全く日 ｉ ｊ￭聞 なもの

になって しま ふ場合が I佳だ多い口まつε 第一に大衆仕宅の研究改庄はwへられに位居費負捻

ｽ ｊ に制約されてゐる 。 従って現 ￺Ｚ の住居 ｪ 状態の改苔や質がｾ H -l.( 立、ある1' { の{ぷ設をナ可能に

する 政 ｪ 立 の民地がＨそれは望まし い 事であるカリ保持Ａされな い 以 上 、 住居先支Ａｉｾの許し得る

純国にしか行はれない。第二に、之等多く悩めて低質な11二府にあっては 、一般に建築家や

建築撃者連の常識で考へられてゐる 「住宅」で問題に なるやうなものが必十すe しもソツク

リぞのま 〉切買な開通となってゐるので はな い。換ぷにせよ保光日間にせよ 、便宜的に {J:

居ilk態の程安全夕、11 る乎段として共良否が大衆U:: ニむの恰}Jの| 療にも持ち 川さ れfこりするカ :、

えは? こ. ，; (!e宜的な比較の子段になると; ムゴ、?ごりで 、it 際例へば「 日mu が問題になる や う

な住宅は大衆 iι ちと して は「大」位宅の部穎に属するものが多しムLi に)1止も服 々、換挺1康

f牛などと玉三五、デ リケ ー トな問題よりも 11
I
占i設が少しでも火事いブJ がtkJJ.:: (: 1りにより切立な問題

であっ fこりする場合が多い口要する に、組、てU二庇のfi.H依fLIニとなってゐるものは 、多〈仕出

の極少な事Ｚであり 、 こ旨 から空地の枇乏 、 泊 過 辿 ｬ 武の ｾｖ ｾ 除 、 ｼ 往営 、 炊事場 空 間の不合理な

構成非 i有生的家事持助、白二居室imの泌isUさ( 更に之に力11ふるに老朽破損) 等 々の問題が生

れて来る 場合が多い。即ち要約すれば住宅の極少と云ふ事によって代表される。祉合経済

的な僚 Ｑ Ｑ Ｑ ｾ に支 配され 、 その事から沃生的に絞 ん な牧民の低度な質金規定する属性が生れて

来てゐると考へられるものが ゴ ｉ ｾ Ｇｾｦ［ に多い。こうしに住宅で はみふ みそら ｩ 問題が住宅の保
• • • • • 

1出生で あっても 、夫は問題の本質ではな L、。本質は他にイt-{I; する。そして叉第二節でのべ

v m 1 4  



fこ椋にほ して大衆住宅の開通の本質は こん

な所にあるものが多いのである。

(  2  J  小さな空地は、1%々 ( 1 : 宅そのものが小さ

いにめ家の外にはみ出して来る語、:;rjJ : 生活の容所

のにめに f l匁没」頭ひで次第 にまま食されて行〈

( 京都市吉田一- l l X 目前! の雲がまだズ 、黒〈の

こってゐる陰惨な泌を凡 よ り

j折法な日: セでは 、高速な建来事的 、衛 生

工 事(1'. ] ｊｦ究は一応ｾｊＩ互いものである。但

し、 こう云つ fこからと去って、j折，版な ( l 宅

では波術的に改浮きれべきる飴池が全然な

いと去ってゐるのでは無論ない。? こ Y 夫妻容

が建築壊の肌J -. 的推論からでなく 、現 貨 の

il 居J 1J i : 態J ) ｊｬＮ Ｎｬ 盟 Ｑ Ｂ ｔ ｾｴ 守的情ＺｾのトＮにのみ正

しい ijl ) : E を? なし得る事、現冗の正俗な把揮

とw下火力正しい放浪的見透しのJ 二lこ基いて

のみ現 ＱｾＺ に正しい研究とな ｨ 得るＪｲｴＧ注目し＿こ い のである。

さでしからば、叙 1.. の虫n ｾ ，Ｇ聞 界 ｩ から 、 現買の住居 ｊｕ ，態と改己Ｚの ｊＣ￪ 易 と を考 ｬＶＺ に入れて 、

我|剥 J ) 都市住宅 J ) ' f ( の{民度さは虫n; ，百なる駄に於いて清flRされるべきであら うか ? 以 下A;!

見合若干刈製して本須佐主主 乃? こい。

l. 外気への ｲｊｦｾ 敗 、 就 ｱｱ 宗光 、 通過通事 Ｑ の猷除一一 住宅群の形態

現代都市大木が ( ｉｾ む ｊｭｾ 1小 」 位宅に於いては

その衛生 的保ｦＧｪＺ のｾＧ ｾ ｟ .. 項は j! l : 問題に殆八ど合まれ

ると汚へる 。 しかも此耕溜は、家屋の些何11 な部地

的改占よりも 、家屋と辺路、主地の配置に第一義

的に除! 嚇 して ゐるもので 、ま づ 1111: _ j として解決

を必要とするものである。都市 建築群として .j{ 握

されに住居建築謹に到する主J 自の形態悦: 1m.( 例へ

ば容民地域の如き形態による〉及住宅建築の最少

のブロックの: 1m阪労' ; Fl [ l: 1日J : 詔に郊ーに IMiJ 係して? j (

るものと巧へられる。ｦＡ ＺｭＷｫ Ｇ ｬｾ と住居 Ｑｾ 負措ゾ ｪ と

が一定の ｉ Ｍ Ｎ ｉ ｬｩｾｾ もつものとすれば 、 その純国内 で

可能な事は 、 まづ此のやうな法的: I ，IJ 以 ・指導 ・統

制が最も行はれやす いものとして考へられる。

2.  tt 宅 建 築f!l i成法本付? トの性質による非耐火

i主と情迭の担慨による非遮 Ji'l 主一一 住 吉 (J) 構造

前者は都市の耐火i主力要;Jd) >ら 、後者は主と し

て冬期に於げる衛生的要 求から一一 提起される。

但し此問題は凶民大衆全般の LI: 宅 生 産材料の問題

(  .) J  乙う υ L 凶 }j 八 ) j /) > らtHて来る 、

3 1'止までは iE然の週刊 fごと云ばねばかり

の品:，j と、この匁投演ひとによって盟主 平の

空地〈それは主宅の抵すべき「外ぷ」の玄

要な半分台提共すべきところなの fごが〉

は正味小数以ドもし〈は容となってしま

ムo ( 京都市吉田J
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( 4 )  住宅が小正くなればな る程此の効果11令 々脅

威的と なる。( 大阪市丙九係〉

[  5  )  盗難ＧｪＧ ｾｾｬ ｬｩｊ ｫｦ 、想のを ｅｩ 主Ｑ［Ｇ ， 秘布 主義か 、 とにカ・

〈屋内のやむ を＿件 Ｕ る開放 ｴｊ Ｚ￬舌 ｉ 土 Ｇ ｾｾｉ ・然高塀の ｭｾ 号 ｦｬ Ｇ ，Ｉ

［ぅＡｾ肘とな る カ ヘィ、 ｅ な 庭のそれか乙うげ る 影響 ｬ 土全

<  *<:t1i
i
Ul '， 来: ｾＮ、 。Ｈ大阪 市東 里ｦＭｉ ｦｬＩ

[  7  )  名占屋の住宅地で 一般 に行 (まれ てゐ る「塀 J は

大IQi の秘宿主義 よりも者千開放的でめる。外観[ ま ま

づ く と い 現在 の生活水準では、決 jlll lの塀は これく

らひが解決のオテではな いか。〈名古屋井戸田 〉

VI I I  1 6  

[  6 )  高塀( ま裏側のみではな L 、。筒 に見

る加 I < 湖町 1-.では歎坪の庭 L 、1: ¥，' mの

ひi叱って〆' 包につ γ くを知 る滋地 と化し

て、 卜から JLれば土さに A の観兵式を忠

ばせる 11Eでゐ る。( 大阪句者正I!I )

[  8 )  2.f nUI通路を? ともなっ 1: 長屋建( I :

宅{ 立、主住築E干の都市的解決 としては f こ

しう・に 合 ｊ ＧｬＡＮ的な｛箇 ｾｌ つてゐる ｯ tごが

主主n¥ll illl : l 奇の比の高塀は改善する必要が

める。R l t 坪率ばか りで空地保存の手段

終れりとする立i ｾ逮築行政の滋念の退

場 すべ き時は来てゐ るく大阪東野' 周〉



でめる故 、 各ｦＺｩｦｉ基本材料産業の Ｗ Ｑｊｾ 態とｼ剣勝して ｪｬ ｊｩｦ ￬ 犬伝懲 ｨｦｬ されるべきものである。此Ｏｉ Ｎ ｬ ｪ 題

に大局的立壌から参却すべき述築家の研績が先づ要求されねばならぬ。あらゆる生産及経

済領域に於げる一服の「統illiJJ が日程に上lまされつ〉ある時、年 3 f!古. 程度の生産額を有す

住宅生産も亦、特に耐火性の要求と材料飢僅との矛盾に強{l l i J されて 、闘策的配慮の下にも

もオ( 1こる JL iii 犬態にゐるに到し 、建築家のl制心が立地; れを示すやうな事がめってはならな

い。簡易耐火構造の ( m: : S もの〉探求も J以政えす. . Ｇｉｾｾ［＠ I白i の/l u: mとなるであら う。

3. 住居内施設の貧弱さと' 去の踊立性機能分化のぷ熟さ一一住居の内部構成・住居按術

此項目は、生活抜式' &. { 上居文化の7](;' .¥主に俳] 瞬してゐる何よりも文化的 、道徳的要求とし

ての色彩の濃ゆいものである o 夫がえ故も目立つに此居1'( 支出の増額公要求しなげればあ

らない現庄の Ａｉｊｾ 態では 、 第二義的立義しかもち得ない ｦ ごらうカヘー 卜 Ｎ謹二項目 ｬ こっ ｙ いて ｊ 設

えて 、此項目金3 (.11'，しておき Tこい。 ( 1937. 7.5)
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化理
メ入

口
の工施

ｾ＠

ごむ住

裁餓田矢

我潤の産業はその線、べての部門に於て躍主的1 ) 蛮畏を? とげ? こ。

更にこれらの上に計霊と統; j i I J ，ド同家ぷ] に強化されつ〉ある。之を? 我が土木建築の諜界に

業 者 2 時人、更に之に従事する人員一年間刀工事政に 20 1. 0:闘にも 達し、ついてみるに、

そのスケ ールの膨大なること到底地の工業の及 ぶ所でない。特に例が JOll 寓人 に も及 t夕、

を建築 部門にとっても、 ik互 いF!! 日;こJ立資ぜられる資金は J 0  1. 7J : にも垂んとし、

宅工事のみにて 5 億の資本を投下されること t主、岡家対政の見: J ; ( g より凡ても相首膨大な数

この内住

字である 口

然るに土木建築見 に於ては 、ながき体統のもとに育れに任決の美風を以て総始してき に

のである。

経営管J:ill 上 精訟な科墜的刀方法を立て 、各工事の施工にも 合理化の精神を? とり入れて、

作業 ｪ 二の ｊ Ａｬ ｦｩ ｾｫｾ Ｎｦｪ ｮ 令 し て 、ここに新に なるい ｩ 統をむ ｉｊ 迭してゆ〈 ことが、建 築抱工者と して

の祉合の進展に寄興する所以でゐると ｽ ｾ， ｊ 、 ｄ

2  

都市に於げる位居建築は 、累 ｾｦＮｊｴｽ力 ｈ のＡぜ ｩ 向にあ ること は次の ［ 数字を みて色判る。

工務官築

16，5  

14，7  

16.1 

19. 0 

21. 7  

( 車位 Fイり

商業主築

31.7 

32. 7  

24. 6 

21. 3  

20. 2 

六大都市建築 ｦ ｌｩＺ ｾ 致

住 居 lt 築

66. 2 

G6. 3 

5 U  

49. 2 

50. 1 

皮

巾

以

皮

皮

皮

&1三

&p 

&1主

イF

イF三

五

六

七

i ¥ 

71.t 

六大都市 迎築延坪数 Ｈ単位千ｾ Ｉ

住居主築 商業宝築 工 場}Jl:築

1. 23J  550 372 

1. 296 536 300 

1.423 404 354 

1. 344 497 495 

1  .  325 496 632 

皮

皮

皮

皮

皮

-

L

」

、

レ

u

司

J

d

ノ

，

ロ
「

P
F

F

F

F

F

d

a

a

h

」

，

h

e

，

会

，

G

i ¥ 

九

その施工の方法も在来の l径の新が多 いことは建然も住居建築の大都分が木造であって 、

築の進歩ー しにこ とに ならな い。
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施工の要，11 も昔乍らのコテ、 カン ナの手工的 の部分が多い。 一方 新興の建築材 料の出 現

については叉、新ら しい施工法が首然科書皇的に研究される 必要がある。殊 に住宅建築に於

ては、 その使用河'*lT; 数量の書IJ 合に匝煩/ J ; 多種多様になりがちであり 、且作業の肌況の鑓

化が、他の工事に比較して苦し いの念特長とする。季節的にI T !Qても三月に決定する工事が

多いのは、やはり普Ji!? は"({，先 t . らk 云ょ、台三からの仰はUこもよることであらう。かつやは b

合埋均 J ) 昨季である。工期も普辿 6 - 8 ケ ).J で完 f する場合が多い 。従って住宅の施工 に

常つては、細心の注立と、 nw: 周到なる準備: 十五舎にてる必要がある o 即ち

1. 材料のもつ性能と その使用筒庭} ; l 油首なりや?

2. 木材匂乾燥の程i1Uええ11築地の環境は如何

ＳＮ 木材の ｴｅ につき ｾＩｊｊｉＺ の方法はよろしきや

Ｔ Ｎ 木ｻオと且 ｬ 害ヨ ＩＱ 象 ｾＩｪ ・をｾ Jlli ぜしゃ

Ｕ Ｎ 作業の方法に ＱＡＡｦｾｫｽ まなきゃ＿ 機 械 } J 金利1日すべ き徐地なきゃ?

6. 作業法時: ｩ｜ ｪＨｉＧｾに規 ｩ ｕ Ｚ ｊｅ し〈逃 ｪｪ せりや

7. 仕事に反りなきゃ、段取よく i並行せりや

8. 作業中喫煙せるもの無きや

9. 機械設備: ま完全なりや

10. 作業に安全を作ひおるや?

一一等々 、 以上の Ｎｴ ｭｾ 各般の些加の史 ｾ￮ に注立するこ主によって施工を図滑に進歩 せし め 、

同時に完全なる建物を作ることができるのである。

他の ｩ ｧ 工業のｾｦＱ < 一定の場所で - -:，eの作業に従事するのと異って 、工事の施工は一見散

挫漠然として規印税制なさ力引1< 比ゆも、これは指導と JJI 峨とに於て更に合理的作業 に迄

誘ふことが必要である。

5  

工業に到して科撃を? 吹き込み 、 その経苫乞: =理のJ-.I こ手・| 観的な方法全打立て? こ 人は数多い

が、その 弘i岨と見るべきものに「テーラ ーJ l ' ヱマスン」の二人が居る。テ ーラーは 親 し

く工 場 J ) 研究に従事し 、中古川に機械工場が保るべき方針と方法とを研究し、到る虞の工場

に釘して能率会附興しにものである。

ヱマスンは鍛道子? 祉の工場に身を投じ、 そのあらゆる機械{ 乍業を研究しに。

次にギルプレスが現はれ? こが 、彼は白ら煉瓦民の作業に従事 し、 その作業力; - -)，' - の煉五

を読み上げるのに 18 の動作を必要としてゐ fここ とをT設見しに。 彼はその作業の締結な る

科製的祈究によってこの Ｑ Ｘ の動作を僅かに Ｕ の動作に減少し 、 従 ｾｅ 一日僅かに ＷＰＰ 佃の

煉瓦よ り酌めなかっ? こものを? して 、能 < 30001閉会積み上げ、而も却って疲持金感ぜ しめな

かっ fこのであ る。

更にクリー グラン ドと 云五、能 率研究家が現 はれて、米! 必!政府の各省に 事 務会尿 b三年 の

1  9  VI I J  



IUl 仔f. 11Iに NF究し に結 果、到る虚に 1! !1i:fu'tな乎

1設や、無駄の手続や 、材料の浪費めること

をナ護見し 、 その能率を改善せんとして却つ

て ＧｦｾＮ 界から失業するに至つ＿こ例もある。

次にj ，' i <il-}<による管埋法を考案し? こ「ガン

1. J 氏がゐる。所JFj ガント氏岡表は後に説

くとし て、 アメリカに於ては首時既に科書喜

的色: 皿、能率精進と云」、事をやかましく l IU

家 屋 f乍 堂 今 令 I 11l.
へて体大なる経済的護達を遂げて居 fこので

;花 間 ある。これに荒川し? こドイツの買業家建は

政府の後援会得て断然柏会アメ リカに保り、 産業合. 1 ] ¥化運動に 向っ て突進しにのでゐる。

その結果規絡の統- - ' 1f

度 i二進歩し? こ。 ドイツが ｊｉｔ 釧にこのｾＩＡ，栴統一 ｬ こ 向 うてうＱＢＩ Ｉしにこ とは確かに 、 ドイツの産

業 }J >鰭くべき辿度{ f 以て復興しに・つ のんきな以Ikl とみなければならない 、特に中央機闘

を設け| 輔氏金控が協力一致してこの七J判長のII i I J 定に向って切ブJ したのは立に l止界J . . : ! i 生以後の

ことであって、 これと ても既に各陣| で行っ てをる Ji)j でゐり 、決して新しい事で はな い。が

只犠剖一致してこの組終統一の事業に従つにことは、 ドイツが戦後に於ける疲弊し切っ Tこ

I定業を? 今 101の隆在にwい? こ一大要素であって 、産業のイt ' J " 日化合尚" ，" ，して をる我岡の現!Ucに

おいて大に1むとするに fこりると忠ふ。

今家庭に於げる卑近な例を? とりますと、 fii' i - [ - ; 窓金拭く場合に、企; へよぢのぼって拭〈か

日立は油世;の声i さの腰掛を泣いて拭くか、 ま? こはその腰掛の 卜ーへ油市のパケツ棋のものを E

ける様な便利な腰凶に iEって拭〈か L ぷふことによって仕事の能率 }J >  i主i 、( 第 l 闘参)!H) 。

j ，Qにま仁川」を? 拭くにしても出会 h ひ削って雑 IIJ で拭くか、
モップにrraをつりで十式〈かと: z ; ; :

ふことによって、労働の波35に大差 を生十る。咋近な J] j: ではあるが、長 い lill には非常に :恒

必なれ' i . ! - l Ht ' 生むものであって、 そ れを的 ｾ￯ｩ な ｬｩｩ ＡￌＡＭぷに現はして介 ｊＢ ｬｬ 化の川凶にする。家出の

そんなこと |

それが l

ｩＢ ｩＢｪ長 に税はされて 見 ると 、 Ｑｊ｝ めて ｾ Ｇｊ ｦ の， ｮ Ｚ 大

4:" J 人にせよ、一般の人にせよ、

は J，J M'f( 'li比しない かも ).! Iれないが、

さをl恭子るのであります( 弟 2li ，-，il 参! ! の。以

上は一つの例にすぎませんが、更に工事の

施工現場に於て 、大 工、手 降、k.'1γ 、屋 桜

n: 笥: の各1法人が 、その1士司王の| 捺にこの4去な

不合辺! に紙付かす 、只 (1: 米の慣習に従って

イ ｾＹＮ Ｚ ＱＱ のうｴ，に能ヰミヤ 下 げてＧ ， ｲＺ ，る械な司 Ｑ ・はな

v u. 20 

8  ｾ＠
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いか 、結託i に調 tt lii史家して 、楽に安全に仕事IL' ， Ｇ＾Ｑ＼Ｚうる拡に改出してゆく功ー がＮＺｲ Ｎ ｾ防 ι Ｎｌの介

4  

理化であり ます 。

の摂許[ でありますが、1T際工「統ーは11寺と金とを邸主守す」とはド イツ lこ於ける悦絡統

業 t吊を標準化し、 規絡を統一すれば良い品物公安 く早< is: l J 得る事は常然の事柄である。

1917 年

に規絡統ーの rl' 央機;ぷ! がドイツに

設りられて以来建築の方面に於て

殊に住宅建築に於ては、 その投資制からみても杭準化の賀行は焦眉の急:にある。

ふ 材 料、村質の仕様、建 築n-J 機

械 、手工J王、煉瓦等合始め更にイ七

宅建築の戸 、窓 、階段、戸窓用金

ア ル フ ア ル ト及 タ ー

ｊ レの ｊｽ｜ｾ 合法等 に ｩ 歩 り摂準化し てゐ

る( 第 3 回参，I! H) 。そしてこれが家

庭用-J 1の鍋、 1111 、茶碗、辺守; にも

丸、樋 、五、

i日j
ｲＵｾｾ ト ＱＰＵｾ

国
凶
同

及んでゐることは 、如何に規絡統

ーに熱心でめるかがわかる。 口本

、
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(主t rちj
弘月 .， 

イ6. .下

の高月 ｲｲ 改造の運動も大姥品 ， ｾ［ｪＺ Ｗｉｦ でめ

りますが、先つ奈川ー用品の統一車

純化整理こそこの改造の - 1);ーではえュすそヶ' 1 /

左 京 合 主 主 化y 句j

見曳

ないでせ うか。

円本に於げる統一事実は如何な間3  

M い

2相

るi伏態lこめるかと云ふと 、1921年にド イツの DI Nに相官して ]ES 即ち「工業品規終統一部j

ＺｴＮＺ合」を商工大 ｉａ ｾ 泣作の ｆ に組織せられ、下 ｦｭ 軍 Ｎ 間車 Ｎ ＮｬｩＮＺ 11¥1工場から選 IHされ?こ70人以内の

委員から成りにつてゐ る 。そしてその標 ｩ ｬ ｾ 規絡は既にいろ いろ の型式で琵去されてゐる。

さほど同定的のものでその ｊ Ｍ Ｎ 経 Ｗｾ の聞係もあり 、ドイツのに較べると数も非常に少 し

ないと費支されないことになっ てゐる から急 Ｚ 速な進歩はなかなか ｾｱｕＩ Ｇ しい のであ り ます。

'(r 民協力に大掛りにやると云ふわりに ゆかな いのが時念である。而し折角制定されfこ摂

ｩｬ 主規絡色 、 賀行が Ｈ Ｇ ｉ ￲ ｾ まねばＨ .. Jの{ 賃値もない料理の献立fごりを? 読んで居るに等しいことにな

る。それ i枚数の問題ではない賀行である o 1ことへ一つの規怖にでもよし、それを生産有と

P，&: 賢者と 消費 者のこの三者が規絡ililJ 定の精品1! 1{e J: !ll.fi ffーして これにより作り且之を使用する所

VI I I  2 1  

5  

施工者が註文主より一棟の住宅ぞ 請負ょ、場合に先づ考へなけれは・ならぬことは 、

に意義があるので ありま す。



l 、先つ' 十分 に 我 方 の 内 部 的 のi伏勢を理解す ること

2 、註文者の要求を明瞭ならしむる こと

Ｓ 、 最少の材科と時 Ｑ ｭ とｾ，ｔ ｮＡＨ

ーたに工事全施工するにめのqr，備に十分の 7J をつくさねばならぬ。

工 事 全 悶 il'出lこ逆行させる? こめには 、jj I j 以て知lかい午前日，11主念行ふ必要がある。これには

着工よ り竣 工 に到る迄に起り うべき一切の接訴を議め恕包して之を同! 去に表示しおくこと

が必要であろ。事業統制に去回全使用する こ とは極めて肝要な21であって 、施工合理化の

一方法である。

.:j くに参考の Tこめ普通行 lまれてゐる| 泊| 去につき簡翠に詑!別して本文会ー耳1; ります。

( イ) J象'; 2岡ーぷ ( 郊 5 li .. ，iI参!!¥り

工 事 の 着 工 よ り 竣 工 に 到 る 期11日の工事ご止捗の議定 iU，; 兄は岡表に記録し 、之に依って材司

料の』注文並び lこ所 要:色¥1目前等の: 必要時期 01象定してをく。

更に;mu金対及工事の性質によって 作 業1象主の人[ i 金決定し、 あらかじめ作業人口の

ｆ ｌｦｬＱチ ｾｾｦ･ 去に去はしてをＺＧ < と便利である。

更に危険ｊＺ ｊ Ｎ 拾の ｾＮｊ ｬ￬ 象 ι 伝記入してをく と よ ｌ 、 Ｐ

Ｗ 象定問 ［ 去はできる ｲｾＧ t1 if.1H新なるを要する。

Ｈロ Ｉ 也度去ＨみＨ ｾ 5  li .. ［｜Ｑ 参｝Ａｾｾ )  

ガン ト 式 ｾｾｴ ｩ ｬ 去 と も ｭ し 、 アメ リ カの能率技師ガン ト 氏の例案になるもので 、 氏はーユｊＺＺ

の 時:I nに成し絶つに仕事の id: と釘すべか りし仕事の荒とを?比較し 、 その摂 i¥f，に達するこ

とが川 *. : なかっ 1:
0

]]1.r llを明らかにすることにしにのである。この巧案をとり入れてこ像

定 l副長と rjj:i 日しにものを? 参汚のにめ添へまし? こが、本 li ，司は工Wl 六ケ刀の王! l 風二附建( 延

87坪) の住宅主J 1Uえでありますが 、珠定線の下部にJ . t 施脱会記入 して ゆく と便利であり

ます。 li"'i lは六月- - K 現 (1: に於げる進度合記践しにもので唱す。

( ハ) 2  1而1.友( 郊 6li .. ， ｩｪ 参 ｈｾｻＧＩ

よは Ｚｩ 己路 ｬ ｩ［， ｜ ｉ Ｇ｝Ｉ 平 ｉｊ 結合加味し＿こ統 Ｍｩｴ ｬ ，Ｎ，司去で 、 材料のＡ斑Ａ氏 、 ｾ えはｾｾＺｩｪＱの成航 、 工事の契約

高等に手IJ 川 して組めて似; f : IJ1': 統 :!il JI; .. ｾｉ 去で Ｍあ る。

最 近 の 成W 0見ると "] 1，:に 、全髄の! 頃向 が設展的なりや下 b坂なりゃを判断するのに大使

者1¥合がよ いのである。この| 川l衣 ・ま三つの部分から成りにつてゐる。 即 ち

¥ ｾ＠ 引叫叫叫11川i口…i
B  その年度7 ) 頭初よ りの巣う1汁十

e  

C  過 去一ヶ年に於げる移動資上 成 蹟 合 計

この C 綿の傾向について純管干すは ?こえ十月] 心 金以 て居て 、場合によって未然に釘策を誹

今るーつの指針とするのであります。

仁左) 第 ト2. 3. 4 闘は濁逸産業合理化要覧によ る。 ( 12. 7. 7. )  

V IlI 2 2  
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小 住 宅 の プ ラ ン ニ ン グ の 教 授 法

皆
同井 清 子

大 ｩ 庇 ｬＨｦ ］ ｜ 工 ＡｊＺ 子専 門 勝 校では家 政 干 ＺＱ ー の 生 徒 に例半小 Ｇｉ Ｇ ｩｬＺ ｾｴ のプラ ンをイ十 ら せます。プラン

ニングの教授の方法にも :f ' i J i : あ々りますが、イ以下は lif .j川 孝DJ氏 が提案 されるノj 、住宅のプ ラ ン

ニングの方法 即 ち

l 、 玄 関 の 位 置 に よ る プ ラ ン の 分 類 2、 室 配列 の 順 序

を＿叡授を乞ひ 、 生徒各自にプランを作 ら せ 、 ＱＱＱ ｪＧ ［ＡＭ ｊ［ のプランの 良否ｾ吟味する方法として 、

やは り同氏の提案にな る

i 、 而m比 較 2、 保i ' I ' 分析

により 、更 に 各 円 に プ ランを訂正せしめましにところ 、1d¥かな時間の教授によって 、種 々

なる方商より w尭て良いプラン会下取り早く作 らせる 事が出来ましにので共報告を少しい? こ

します口

此の方法に就いては「建築と IIH: 令」昭和18 年 4 )-J 蹴及 6 月批に詳細に出てゐますが、此

i<忌に簡J'fi_l こ御紹介しますと弐の通りです。

問問孝男氏の I 小It 宅プランの研究」内容

1  '1、住宅に於げ る筑間i喧の研究

E  小It 宅の笥の歎及厳 3 の研究

E  ノトIt 宅プランの存観的優劣比較

I  小 住 宅 に 於 け る 室 配 置 の 研 究

小( ] ' 宅[ ま三 トJi_旬苛in去の11' 宅含指す 、フ・ :'"j / 三ンゲのまE1専にはfIK L ニf- I:Yiであ る。

l  小11: 宅プヲ: / ' =.  Y グの原則として

a  南にEヰヨf¥: lmｃￆ 問 、 茶の ｦｬｴｬ 、 子 ｩｪｴｾｉ 、 サン ルー ム 、 憾 拶主〉

b.  ［ｪＡｊに 作業祁 ｃｩｬｾ 所 、 化粧 ｣ｩｾ 、 浴室 、 ｨｴ 所 、 女 ｲｦＧ 笥 〉

c. rf' 央に遁F前日 ( 玄側、炭rlll 、廊 l、、階段 )

2  道路の位置により "!!.腕Iの位( 在が決 る。

3. 玄腕 ｪ の ｴ ｲＮ ｾＺ により プラ ｹ う Ｚ 左右 Ｓ れ る ｰ

4  9; 結果、l必然的に頁いプラy は 6 lJ. イプに包含 され る。

A 1) イプ ュf U!J 丙入

B 1)イ 7 ・; j !J 入

C 1)イ 7 ・* 入

D タイ 7' 南南東入

E ダイ 7 ・ 南南西入

F タ イ プ 商人

2 5  VI I I  



i回目呂田固→臣

A  巳 C  0 ・ E  F  

以 上の内 A. i3 . C . F .は便利でめ る。 D. E . 1立居( 居室部〉カ;抱( 活路部〉 で中露rr され てゐ る。

こ の鮎 荷 沼つのｾ・合 に劣る ｯ J1- !; の 6 ｾイ プ以 外の ｌ のは原 ｗ ｊ とし て一 層不便 なプ ラ ン でゐ る 。

ブu 中央郎 ドのな い プラ ン、UjJ ち居: 司と 会主又 lま玄所，ぅ;南 Jじが叫んで居 て、居間又[ ま翠所 {e遜っ

て、イ也の室 に行〈捻なプランが: i 臼たされ る窃合があ るが 、 これは二十坪位迄の最小 住宅に採用され

る} ; 法を 、三百十不の住宅に惚用しれしので 、暖房ーを巡す ことが l必要でゐって 、日目商の設 iこ暖房を

しな い地方ではさをに 困 る。小 住宅主しての本協均 の L のはやはり中央I i i s f のゐ るプラ ンでゐら う。

rr IJ 、住宅7 . > 室の事:及 麗 きcc研 究 〈面 積 比 較 )

日本主築協舎の懸賞募集小住宅主主よ り26の常選宮震を選ぴ、J t - の敷地 の足百九 l 階 2s替の坪盟主、更

に詳し〈居; 筒、茶の; 剤、護所、廊 F 等のItf さを 、居室郎、作 染 ';"、主liJ 奇派、屋 外部の須 により 、第

一軒家自日埠歎

13i之の )11きL のを' i ' 1) ， 是等を＿苛 に 卒 均 して各室の Ｗｰｬ さの際準佐知り又後 に 居 ｦ ｊＺＨ系 政一 ｾ存 証 一

右 用 紙 = 腕72FlZIEE 削 減］住居跡州 ｬ 系 歎 等を算 出 してｾｾフ ラン

の応用 i頁底を知 1) ，1.[ にこ の; 系盟主の卒均 を? とh 、 標準系 放 を ｈｾ す 。

第 ｬ 表ｾ 準商ｉＧｩｾ比較 表Ｈ 略 ス 〕

IJT 小 住 宅 プ ラ ン の 客観 的 優 劣 比 較 ( fl t : 件分析)

プラ ンの要素 {e分流して保 件 とする ι

l  構 造 的燦( 牛 10  

2.  衛 生的保件 12  

3.  経 済 均[際f牛 7  

4. 使用的傑{ 斗 4  

う 美 的 傑 件 3  

6  迷信均 探件

合計 Ｕ Ｙ の 採件を 照 し 合 せて プラ ン の 償値 ｻ･ 列 ｬｬ ｦ して採黙 し 、 以 後に合 ｾｦ Ｍ ｩ し綜 合 的 ｛質 値 を定め る ｯ 第

l 茨の懐準 .m5' ( 比較に 主主し、標 準 η 探 {牛分祈l立女の第 2 表の様 でゐ る。

第 2 表標 準 {燦件分。好〈略 〕

木 年 度の 家 政f;; 十の 生 徒37.r. に 以上 の 方 法 を 毅 授 し 共 買 習 として 、 i ノj 、住宅 の 室配 置 の 研

究 を 使 っ て プ ラ ン 合 作 らせ 、 u筒 5't 比 較 法、 ll Il 削"1"分 析 法 によ っ て 各 自 の プ ラ ン の 優 劣

金*'1獄 しすT正 させ ま し?こ。 そ して共 内よ り比 較的 優 れ に もの 18案 全 抜 き出 し、t条 件 分 析 法

に よ り更 に 多 少 訂正 を力1¥へ ?こものが第 2 岡 より 第 19; i.4i l迄 で あ りますo

VIII  2 6  



I  A .; t イプ

住居係数 68. 71  

2  I省
作用係歎 85. 72 

合核保{ 牛 57 

3  A " イ プ

白: 舟 係 数 65.94 

イ 「 用 係 数 87.69 

合格係f i : 49 

2 階

5  B " イフ・

住居係数

イf 用係数

合総保{ 牛

66. 88 

95. 79 

53 

住 居 係 数

有 用 係 数

合格{ 傑イキ

{ 主 舟 係 数

有 用 係 数

合 格 傑 f牛

2' A タ イ プ

57. 14 

96. 49  

50 

4  B " イ 7 '

60. 70 

84. 69 

51 

s  

住 居 係 数

有 用 係 数

合 絡 t条 件

6  B " イ 7 '

67. 69 

82. 89 

52 

2 7  VI J .  
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11: 用 係 数

;{ i 用 係 数

作: 格ー {際イ牛

付: 府 係 歎

Ｍ ｾ ｪ 丹 Ｑ f:系 lJi !l:

f千 格 係 il

f宅. . % 係重文

有 用 係 敏

合 格 燦 イ キ

1  C  !J イ7 ・

64. 75  

85. 76  

47  

9  C !J イ7 ・

62. 97 

81. 82 

43 

11 D !J イ プ

う5. 00

81.30  

47 
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向 生徒各自の 作つ＿ こｼ白 ｻ杭比較法及び僚 ＱＱＱ 分析法 の ＱｾＭｊＩｽ ￮ 糾 ｩ ＺＡＭｬｾ { t >一覧表 t して掲げますと 次

のよ主です。
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此 ｾ授法貨脅 法に よって 私 の感じ ｦ こ ご とは 、

l 、 生徒各自に A 、 B 、C 、D 、 E 、 F の各タイプ合指定して 、 プラ ンを作らせにので

ありますが、 プランニングの b;{ 則が頭に入ってゐるし、宝配列の方針が立ってゐますから

プランニングに首っ て迷ひません。芭もにどの室を何虞へもって行り ばよい かと云」、事が

明らかになってプランカ、刊.: 1) ｾ ＩＩ すかつに ｔ ごらうと忠 はれること。 内 町 民比 較 、 係 ｻ ｌ ｉ 二分析に

依りながら自作のプラン会訂正してゐる川に杭々快拡をづ"'1" ，して訂正し、一層制11いmJ 主IJ な

プランを刊三り ー上げるこ とカ ;HJ 米? こと }出、はれる こと 。

2、 例年になし短時 ｩｩｮ で良いプランを作らせる事が山 ｾ＼ｩＱ ここと。プランの上手下手は

其年の生徒の質にも倒係することではありますが本年度は非常に良い成績を? あげまし fこ。

試み に同じ生徒が前年度ぶに作つに旦il .想案をこの判定) j 法によって 、調べ てみましに断、

第 5 去、第 6 去の犠にな りましに。〈ぷは111告す〉

又この 前年度末に作つに 1 クラス 36名のfi，つ1: プラン伝タ イ プ別に分類します と

A タイプ 8  

B タイプ 3  

C タイ プ 2  

D タイプ 2  

E タイ プ 2  

F タイ プ 10

ｊｾ＠ lUJ ， 9  

でJt1也の 9つのプランには良いものがありませんでしに。そ こで件タイプ 2 つづっ会 i&: ｾ＠

去を作つにのが第 5 ＡＺＨｾ＠ 6 瓦です口( ぷl訓告す)

こ〉で j回せす・して A 、 F のタ イプが一帯多かつ fこのは 、lild川氏の研究中に もム:( まれてゐ

る泊 り、 居室部と作業部の Ｑ ＱＱｊ にｨｬｉＮ路 ＱｾｴＩ があり 、 辿路 Ｑｾ ［ｩＩ が ｩ ｬ 止もよく役」工ちノ ｪ 、 ｻｪ 去 に 一 帯泊 ｩ［ｩｩ

するグイプで 、 従ってプヲンガイ十り易かつ＿ことムゴ、 Ｚ ｾ ｊ ｕｊ［ ， 冷 ｬ り ｪｬｩＧ ，ｾＨるわりであります。 ｦ 勾先

の江 戸、 Ｔ 表と この￭Ｚ￭ｾ 5， 6 去を比較して見ま すと i白it't 比較 の Jj はた差な くん甜椋巾の蚊11((

に近いのですが 、 僚 ｻｌｉＺ 分析の車内果なｊＡ Ｈｴ し合してみますと 、 主 ￭ｾ 6  ､［［ のはみ ￭ｾ Ｔ ￀ の成主主より ｪ が

ちることが*11 ります。これはプ ランを作るに沿って昨年以t の方は注立が足りなかっTことお‘

ひ得ます O

3、 プラ ンニングに経験のな い全くの素人でも 、此の) j 法信仰lってプラ ン公約: れば、作

り易し、ばかりでなく 、 ｦＡｊ ｬ 々の以から Ｑｍ ｲｊＧｩｉｾなものがＯ Ｂ， Ｊると忠ひます 。

4、 懸n去集の若手在程、大袈裟なことはないとしても 、この柿のプラ ン念、製校生5 に於

いて 係業ｾする場合 、 従来の棋なＺ， ｌ ｻｌ なる ｾｸ ｲＺ ｲｬｪ の判断による主制的な保持ｲＮ方法では時に 不 公 Ｇ ｪｩﾭ

な結果になり勝ちで保貼する. ノワでも不安ですが、j折税に分析花咲 すれば、公平上1. 明朗なや|・

撃的保貼が出来ます。

久 保件分析のt条件は、共住宅に位五、家庭の.11)¥況により )}i に附加される{ 附牛もあり 、幾

分個性分子が含まれる でありませうが、商院比較に 於 ては 、今一! 沓多 〈の良いプ ラン から

師納して動かす事の /'1来ない標準数字の純国営定め? こいと忠ひまし? : 。

6、 なほ第 Ｓ 表につ い てぷひますと 、通路 ｍ ￯ｲ 白 ｉ 肢がｦ［ ＧＺｩｩ ｬＧ ｜ よりんきし従ってプランがｊｴｾ
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人が作つに程コンパクトに行つてない. と云」、事が云へます o 1古I私がプランを? 見r: 時には

まTご押入の面白が割合少い棋に， ｬｕＮ ってゐまし＿こが 、 ｊ えを 凡て棋 ｴ ｪ ￟ の教官 Ａｉ と ｈｾ ｩＮし合はすと、

それでも標準の数より大きな数字になってゐましにことい 去mは商肢の大小 lこ依って良

い裂し、は勿論判断11 ¥来ませんが、標準のプランの腕さよりは肢く取ってゐるのはさすが女

性の作つにプランピけあると思ひましに。

第 Ｔ 表に於ては伎川的 ｴ 条件の各室の棚戸棚の位世は ｾＱｾＺ されてあるかの項の成績不7、

これは何と云つでもプランニングに慣れない墜生の作 ｲｾＧ からでせう。

( 以上〉

良でありますが、

( 五十訂版〕｛は Ｍ 執筆者紹介ｾＭ

大阪府警察部逮築課技師
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日

N

1

吉

守 鮮 の 住

r-L- .  

三じ

鳥 チド 捨 ;競

制鮮の陶・積は二十ご高-' ji' ) j 粁( 約一高四千三 白方民) で我が| 喝の組、l白1仙の三分のーに '[1;

り大謹本ナ1'¥より滋 賀県系金除い? こ位の大さでゐ る。地勢 lま南北に長〈北緯三十三度λ 分よ り

四十三度に至る長い範囲に置位して居るから緯度による寒暖の差も随分激しいが更 lこ大陸

的新民の影響{ t ' 受けて 一般的に塞暑の差が甚t:;' しいロ殊に冬期に於ける寒 さは新聞紙或は

ラデオによって報導せられて居る如〈中部以北に於ては可成践し〈極寒矧? こる一月の最低

筑温の如きは園立内陸地方( 中江踊地方) に於ては零下三十数度に及ぶが南方の木ifli 地方

は静岡に 、京抜地方は盛岡に 、釜山地方は東京に大謹似て居る。空気は一般に乾燥して居

て晴天の日が多し夏期は比較的凌ぎ易し 、から家屋も概ね冬期を目標として考案せられ て

居る。

今日鮮内に於げる位宅金共の様式から大別すると朝鮮式住宅、和洋折衷式住宅、和風住

宅 、洋風住宅の大謹四種額に分れるが此の中で最も特色あり又数に於ても多数を占めて居

るものは矢張り ｾｊＡ 明、下式住宅である。内地人の居住して居る住宅は和洋折衷式が最も多 〈之

は内地に於て行はれて居る棋に外部公洋風 lこして内部は肱後室等の外は和風にしにもので

防底上の必要から或る部屋を温突にし? こり窓を三重窓にし fこり窓品目子を二亙にし? こりする

程度の相匙がある fごりである 。又手11風住宅や洋風住宅も内地のものとは大誼此の程度の差

じ過ぎないから此民には 制fr.( ('j. ti 1:屯に; 沈てのみ記述する。

， Ｚｩｊ Ｚ ｊ ｊｾ の Ｉ候史 ｬ ま ｪ ド常に ￯ ｟ｦｪ <  Ａｊｯｬｾ亡も亦 ｈ ｉ Ｇ ， ｾＺ［ ｩ に多く ｻ ｉ Ｚｾ ＭＨ［ の辿 築 ｾｉ Ｇ ｉ 句巧 袋も ， ｉｕＺ 本坊でない。此

l起には JiJ に今日行はれて )Irr る許辿のW，むに於て 11己免j j ; するに 11: まる。

制鮮は禿山カ: 多〈特殊の地ブI j { t > 除いては都合或は村 :f併の設述して射るよ也) j では禿山許り

にと聞かされて居fこが自分が制!(t'(，へ赴任し? こ時事窓より見? こ感じは全〈之に反して 山は大

惜青々として居り却って ｾＨＱ外の感に 打 ｦ これ Ｗ こ。以前 は庇ｽＭ ｩｽ ￼ えは炊 事 川の薪 ｾＱ 示る釘 山 の樹

を? 濫伐し茶葉下車Sけよ胞に係取し fこのと今一つは朝鮮の地質が古い f.:;X+山が多いi制係から

9ff ど禿山詐りであっ fこ相でめるが始政以* : 三十五年に冗り諸1 " [[の手段化運動ゃれl( 樹にブJ をt主

いに結果鍛道沿線等 l立大控緑化されて米? このである。併し乍ら建築材料に利川せられる紘

な闘木は依然少〈地方的に得られる木{ オは市/ 1 1 くて替111J し? こ版なものが多し 、。 之に反して石

材 は ｪ ｬ ・Ｇ Ｚ ［ｾに 盟富で叉土は赤土が多 〈煉瓦 或は壁の材料に泊して昂る。従っ て従来 家足や塀

ＨＱ イイと ， ＱＺとで 築い ＿こ ものや［ｬｩｾ瓦 ｩｬｩ のものが Ｉ Ｑ ・ Ｇｪ ｩｲ に多 ｌ 、 ｯ X . 米阿川伎でJ 七の副産物として:誌

が ＱＲｍ Ｍ に得られるから 川 ｻＧｩＢ或は 交 ＱＱＱ ト地では ｾｾｾ ｾ ｩＺ ｨＭｾ ｾ 長ヵＺ多し 、 。 此の誌，［Ｍ［似の外相 ＨＱＱ 付」也のｮＺ
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屋根とは大分趣を異にして居てゴ: 居土の 卜‘に

立いて行〈のであるが上飽頭のf ] i，よ形で必要

な ｆＡＩ ￭ へは方 向 尚低のきを ｾ ＱｉｲＩは十どんどん之を

延長して行 〈のである。( 第一回・第二 li ，心瓦

主主屋恨の; r r れま反がめつて丸瓦と平瓦と含以て

非主内地の子j 院建築の.tmき感金呈して吊る 、

Ｈｕｾ 二岡 ・ Ｒ￟ 十二刷 ・ 第十 三 ｬｩ ［， ｩｬＩ 8 . 侭材料と

しては千接地点じ於て( 立天然スレ ー ト会無雑 第ーl 岡 京減郊外の農家

作に乗せ て反のある入;l lr屋屋似を形成して居るものがある。

住 は市街地に於ては瓦非の中流以上の住宅に在つては非常に太 し 平家建で五寸或は六

寸角等 を桐首密に使用して居る ロ従って他の蹴架材等も太 〈な り偽 造上は韮Tご不経 済であ

る。之は屋根 が重厚 な需に共の均合上 か らと今一つは見策会張つfこ関係から 来て居る様で

ある 。之等の伎に は詩山幅海と か立 春大吉 とか色々 商白い文句を書 い?こ札を掛 げ?こり紙 {t>

貼つ? こ りして居 る。回会の議茸家屋に在つて は細い習曲 しに住金丸の憧使用して居 るもの

が多い。

各室は保温の闘係、上、商債をノj 、に して天井を低 〈して共の容積をノj 、にし て居る。又暖房

( 温突〉の胡係上住宅は始ど総べて平家建である。

朝鮮の芭習では身内の芥が成功 する t 親額縁者が寄って集って共の厄介になり食前 して

ｪ ｬＺ ｗ ね 、 事が多 ト相 である。又 ＿ ＿ぜ ＡｗＺｊｾ ご｝明には 相 川苛紙調己 点 Ｚが ｾ ｪ はれ＿こので堂々＿ こ る家を ｩ 憐へ

る と 与 を 差控へ Ｗ こＱＺＺＭＺ［ 一 般には古 いｻ よ宅でゐまり立派なものをｾ ，ｉＮ ＺＺ［ｴりな ｌ 、 。 今 日に於ても 1Mこ

の紙風が{ l 宅建築のートーに現はれて居る践に 型、はれ る。

敷地内に於げる建物の配世に就て述ぶれはf、敷地の j司法l切に建物を寵置し中催を設げる

形式のものと 、此の反引に ).'i J溢怖を主地として '1
'
に主主物を配位する形式のものとの こつが

第 2 闘 中庭式住宅の集合状t兄

ある。前II( ま京城、1ｾｦ ｪ 城 、 ＭＧ ｆＭｊ 袋 、

大正!; 、f訟山守J の市街地及共の附近

に多〈後{ ) ' ( ま| 斗合に多L、。又北鮮

Ｚ Ｖ え南 Ｎｾｾｲ 凶長 Ｑ｜ の仕宅 Ｈ ま Ｑ 也と ｬ 主張遣の

系統合Y4にして肘てえ謹この形式

を? とってか} る。

Ij l 娃式 f1:'1:; (ま土地のT : IJ 川奈がJ込

いr. t ､ ｩＱ Ｑ ｩ 地に於て ｾｩ 主し＿このは世

然であるが ｦ ｦｦＺｾＨ は敷地 Ａ 入 ｪ にイ ｦ ーすべ

き市J 也の制限がなかっ fこから11' 市

な術集 j 山1，ロ; を11'，上見し ij かCめつに。
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ｻ第二回Ｉ第二回は此の一例でゐって手前にあるのｾ Ｇ［ ｾ立住宅尖の後方 に 集因して居るの

が瓦茸住宅である口此の中庭ェピの形式は朝鮮式住宅としては最も特色めるものであるから

以下京城 に 於ける中流十Ａｾ宅の究例に就て設明する。第三問 、 第四 ｉ ｔｩｩ￯ｉ 、 第五Ａ制に共の配世 ｼ 川

千削|湖 、全両li;;il { e 示す。北及阿に道路があり家F警は之に泊ふて配置をして腐る。平家ー建立

ｩￏで ｲ ｬＧ 流ＱＱＢ七として ｊＱ 止も下｜［ｊＧｾのものとＥへられる。

人:1"J iln (  r  ) 郡山li ，，11に 於 て ( r  Ｉ金 以 てえとしに Ｑ｜Ｑ｜ 分であってん ｉ Ｂ ｊ Ｈ Ｎｩ入 門 の 川 でＨ江 ｾｪ ， Ｚｬ ｩ Ｇ［ｩ ｬ

，Jy ，白i姿|同1) ｉ ｉ ｉ｜ Ｂｊ はＧＢ庭へ Ｑ ＱＧ ， る ｉＢ ｊ で此の ｩｩ ｜ｬ ｬ こ ｉｲｩｪ まれ＿こ Ｇ［Ｇ［Ｑ｜ 分がん ｉＢｊｉｉ ｜ｉ である ＰＲ［ 闘に ｾｪ 1  ';:: ; する

ｩｾＱ｜Ｇ ，Ｎｾであってよ Ｓ ＱＮＭで川 ｻ･ ｪｹ Ｇ ， 今る ｾｪ 介のＡ佐緩 ｩｩ ｜ｬ ともなり又場介に依っては Ｍ ｩｾＱ｜ 分が炊 τＱｾ 場 ｻ･

ｾｉｴね ｔ こ Ｑ Ｉ 薪の世拐になっ＿こりして ｪ 刀るものをよＮＡＺ乏げる。この ＱＱＺＺ むはＩＨｾｾ開放的であるがタ ｩ

.rt の.1-. 流f1: ' とになると "I¥"J ｻ･ 境として内合と外タ＿とにう〉れて ＩｉｉｾＭ て外合は介助 ｩ といひり ｊ (-の

ＩＱ Ｑ ［ 告で千 ｆ の佐佐夕方ーにもプビてられ下人部 ｫｾ 勾Ｚも此の傍にある 。 Ａ人 ｬ くＧ￭ＱＭ ｬｬ 私的の部分であって叫

に内ｵｽは後に述べる扱に減、本とされてＩ， ｉｾ Ｍ る。

厨 Ji; ( 1  r)  !i .. ii には慨Jij ￨ ， 氾入しであるが炊 Ｇ｝￯ｾｾ の Ｇｉｦ である 。 ｪ 同ち慢の炎円があ Ｑ Ｉ 乙、に号ち

をかげる伐にして炊' } i : JIJ 佐役て) ，' ｾＭる。従ってｊ［｛ ｊｴＩＡ Ｑ ま炊事の ｮｬ 二 ｩｾｴ ｾ 廷が ｩｾｴ められ他の ［Ｇ｜Ｑ￭ｬ ，Ｎｾが

茶持くなるから兎- { rJ 戸外に川勝ちとなる。 m・し冬期は )1斗;; ; に燃料のれ州になるこ! : 'l/} 論 で

ある。

内Ａ万 Ｈ ＱＱ ＱＩ之は家のＧＢで ｾｉ 止も主穏な部隈で ｪ 亡米カト ￬ Ｚ 財布てーあるが家族中ともなり食Ｂ止と

もなるものである。以前は トー流の家てーは絶封班、符の1¥t ¥f . ; - i であって他人は勿論家族た雌とも

主人以外は入れなかっ 1: ものである。部陪の装飾も汗美を諜し捌度額もよいものぞ世いて

照る。周問の壁やヲミJ J : には悦様入りのがf麗な紙が枯つである。併し乍ら成る 'nf < 外部との

交沙を避りる様に仲一迭され配世されて窓も小さく脊s院は rl '庭にfゃに間政さ tl て民てi l l J 風探

光トー兎角遺憾の貼が多い 0 *1主il Hたになって居る。

大腔 ｣ｎＩ 之は板の ｩｬ｜ｬ であって ｪ 帰 宅 たになって肘ない。米摘 さ 方を・ Ｑ Ｎ ＾ き問 ｉｨｾ Ｇ 計七ち Ｇ Ｇ［Ｇ 1) 具ー矧

にlよ食常ともなり仕事場ともなる。

越 民 CV) 之は内 j刀から大阪を? 越して連絡寸ると 1，、ょ、立で越 Jj} e桝せられ 11- :11; 胤突にな

って) ，1ｾ Ｍて Ｇ ￬ＭＺ 人の ｊＯ､ｬ ｜ｬ であ ＱＩ :x.存il ¥l にもなる。

F日 CVD 下人! 万 ( ¥11 Ｉ制昨ではＭｉｪＨ治Ｚは勿論食害にも行使にもＩＨノ 令 ｊ ぷ合 ｾｩｾ へるから色

々の部眼力: 必要になって米る。

前Ij ( ¥1m) 便所であるがこの例は械つづきとなって) ，' ｾ Ｍる力行 Ｑ Ｑ ＰＮの庇ＭｉｪＨ の 家ではｾど ・ 子 ＩＩｊｪｴ 来に

なって照り胤突に生十るぷの世場と一紺になって川る 、 このｦｉＺｾ七に於ても便所ーとの［ￆ絡は

)1: 常に不便である 、

W (lX) 物 置であって穀物等の置場でめる 、

ｾ Ｍｲ庭 こ の ｦ Ｇ Ａ Ｚ 宅 では長ｾＩＩ［ニ ド庭 に 沿 ふて設げであって 各 需の辿絡を考慮 し て居 る がそ れ

でも，: 打ズの際には )1，常 に不便である。哲式の家では各宇. の: 連絡は必十 一日制tを?履いて '4J
庭
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にI-Hなければならないから中庭は庄恨のない一種の通路であーつで何等底耳としての設備も

出来な い。従って従来の朝鮮式住宅は甚に非能率的であり又殺風景である口中庭ーには醤益

治といふものがあってこれは醤油Ｈ朝鮮の家では醤油を自家 製造する〉や漬物全ｾや 十 ｉￚ に

入れて置いておく喧で屋根もなく雨ｼ何しの肢である。Ｈｾｾ六同〉叉井戸も中庭にあって此

尚で洗 Ｑ 保守Ｚ金寸る。前述し ｉ 二件引は何れも ｬ� 庭に向。して保Ｇｊ￩窓ｾｔｴ ｬ ｬＧ， 入門合以て Ｑ ，ＧＨＰＺかに間放

し得る様になって照るがよ江路に泊五、ては{ 利札 |てから又1-1:宅としての班、統を保持する必要 トー

から小町村i の前i窓を設けて吊るに過ぎない。従って各宅は非常に| 情〈叉風通しも .l lE;ぃ。

以卜‘述べ＿こ如〈ヂ ＱＺ 米側昨 Ｇ ｦｉＺｾ ご とは， ｉｌ Ｚ ｴＮＺ )Io衛生的であり非能率( t I.J であるから最近は之が改干与

が太いに 叫 ばれて肘る。 ｪｪ￭ ｊ 婦のものもギ ｉＺ ＭｓＡＨ式 Ｑ Ｇ ＱＺｾ とに属するが、多少改 干与 されて尻ーる酬もがあ

る。 l1t-し 11"ら 一般民衆の! f : 屯に到する 1M!.: 念的く改良'1-1:宅を建築 しでもよを譲渡しTこ1) 貸家

にし! をい場介に 11i 宅- ?) 'がノ川、n依然としてイ1: 来式が多〈建築 されて) ，'; '':'7/た態で ある。

次に J，I; J問にう日地全保る形式の 11:屯は比較(tlWi・i し、敷地の件幼い 川合に於て多〈人ー脳、l刊u}

越Ａ耳、町民守二が 一文字 ｬ こ Ｚ 花 べ られ＿こり又北鮮に於て見る肢にＨ却七 Ｑ ，刈〉の ｾｮ き間世平 ｛向・金

持って吊て手宇佐: はjl;l 突になっ て民る。 t盟主治は 川合では! 巧日の後 lこnZりる口

大門は建物のー怖を? 占めて舟る場イ? と』好 lこ! っのみ設げられに場介とがあるが之は前の r/ '  

庭式 lこ於ても同様である。

建物の配置形式に依る二つ の場合の説明は此の程度に 11-，め て置き次に朝鮮特有の媛房装

置である芭の温突に就て設明する。

朝鮮と言へば白衣の人と温突の家 とを聯想する程であって温突は朝鮮住宅の最も 瀬著な

特色であるから少しく詳しく説明する温突とは温室の意である。 、

先づ ｈｾ 遣に就て述べる。Ｈ第八Ｏｪ［ ｾ Ｑ ・ ｴｮ 九 同 ・ 第十間参ＡＡの部屋の一方で焚物を焚きょに

連絡してほ下一 i断に官! 辺守設り之を吏に他方に設( 111こ臨突に j華料しにものである。思H置は

焚口から平行して設げる場合と放射して設げる場合とある。 l7i:dは焚場金炊事に利用し得る

様に作つ?こものである。

焚 円は普通八九引なの大きであるが後 り大に; 且ると探;援 1-. 有効でな〈燃料が不経桝にな

る。 下端は}) ;O世帯持に{ 妓ふが必要に依つては夫

ょ1) Fげる。明則 11" ちが1没りられる悦FiLなも

のは間政の協になって日るのが多いが近頃は

漸次球附の焚口金物を千六込み父ロストルを設

けて改良しつ〉ある。

火袋は焚口 のl付f! liJ へがJ - ，)-( h:寸 !なの '1ミl良| 形

叉は長方形に巡る 。

煙道境堤は! ぷ基でもあり国道の虫でもあ

る。ー尺置き位に 幅一尺内外の大きに 煉瓦又 第二6.J 闘

VI I 138 



器石は床石でめって耐 火質の厚き三寸 以

内 申 ｉｾ ，-..)-( /人j 外の舟JI足りの; ヰIJ石をmひる o tr 

;行のIHJ 隙[ ま併: 行令・で;;l tめる。火袋の_[-，に'ik

る流石はニ! J . i : にする事もある。

q-: 喰は三田裕或 lま三同格にするが下 裕は

f/i f:一員 砂 f:，'三1，;: の配介に; 定者j を入れにも

ので 卜 Ｚｴ 食ｻま ＿ｾｩ f: と) 11砂とをH 分先に籾殻X

(  Ｑ 従事 ｩｪ 等ｾ多 ｦ Ｑ ＱＺ に人れにものである ｯ と̂匂:

の裕) j ( ま除問 f : i 事に施行しなければならな ，吃 劣 l

ｾ＠ ｾ＠ 1RI  

い11勿論である。 Jと鮮地方イ主r 6

jポの仕J' ，げは色々科度があるが通常は紙で幾車にも下張りを? し? こ後共の_ I - : を淑突探りf I J

は石t守? を粘土7支はモルタル 、 コンクリート

で築き 、 その上に岡の如く蓋石の受石全置

〈。

J  

」主乙
中

へ

円

珂

J

J

P

 

¥1' 7 

1) ' 巴i

の油紙を以て仕 上げるのである 。傾く簡単なのは土床のJ-，にl主にアルベラ台数くのもある

天井は紙張り等にして保視を良好ならしめて居る。

59〈に 温突の効果等に就て述べる。自分の使用 して見1:経験から言へば家庭用の媛房装置

の中ではスト ープや火鉢に比して最も 少 い燃料で事が足る。又室内に瓦斯が出ないから最

も衛生的であれ部屋を汚寸事もなし、。英

のJ て宅内には何等ーの特殊な装置を? 設げ る必

要がなし 、から部屋の利用面積も減じな いで

好綿介である。床は石墨q こし7こj てに 油紙で

仕上げてあるから直後雑巾掛りも出来るの

で清潔保持上便利である。又夏期は石昼で

あるから冷かで楽外気持がよし 、o 'i JJ昨性宅

'f iめ的 (tf6. .. ｾ Ｎｶ やタ Ｑ Ｐ

ｾ＠ ｫＮＮ Ｑ 匂 ｉｴｾ ，町 周

事 nfJ ｾ償問

に於 ては湘突の焚円を炊事に平IJ Ii J して川る

から ｾ Ｇ ＭＹＧ しもそうではないがその代り冬期

は; 段昨炊事の一元イヒのK，，' 冴! 一燃料カリド常にれ

怖にー卜. る。床下から t安全保る f.t i色属して民

? こり横臥して居 る時は下からぽかぽかI段ま

ってｾＨてＩｉＺＧＡ ［，， Ｇ に気持がよく一度経験すると

; H、; の快l沫は忘れられな いと 言はれる程であ

るが極悲時に於ては床 と共の真上 のみが暖

まり? を内の宗無其の ものは大 して暖 ま らな
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いから腰掛げTこh立つ 1: りして居る時には飴り荷効ではな L、。 従って兎角非活動的となり

易い。床の暖り方が不平均になり勝ちで焚口に近い所では非常に熱くなり先の方では依り

暖らないから大部屋の媛民に不向で精々六車部屋f立がl f - _ りで・八段になると二方 lこ煙突を設

けるとか更に大部局そになれば.てケ所以上の焚 円を設りなりれば1nU
'
j!.である 。 : 伝づ阿，E主〆|ミ1，，-

が ＱＱ 止 も泊 Ｇｦｾ ｾ Ｇ Ｚ［ である。側Ｈ ｛Ｎ｜ＱＧＱ ＱＺＺ む の科病ＨＮ￬ - 自立にノj 、さく六) ( f (J とか八 ) ( f (J とかの杭l立になって

);1 ｾ Ｎる。コく ｉｈｬ 突は事 ｉｊ イトに ｈ ひカ［Ｇ｜ｪＨ ｾＩｽ＠ <. I時々築[ i 寸必J尽力4起る。

各 ｉｾ ｊ の［既日 とし ては池袋の外に ペ ー チカス トー ブ 、 蒸気既日、 ｩｾｬ Ｗｫ既日夕古Ｚ力 ［ＱￎＨ まれて問

る白衣 ＧＭＧｦｾ の構造としては冬 ｗｉ の ￬ ｾＨ，ｦ ｈｦ＠ illt りる s 伺'，::: ; )，与健全保〈人れて}，ける。

J くに! ;Q: lff. t'(・式家犀:のl白[仙の"il-w: ＨこＩ沈て述べる。 ｵＧ ｬ￯ ， ｨＧｩ の｜ＧＱＱＮＱ ， Ｇ ＨＨまｩｗ Ｇｩ ［ ｾ ｩ Ｚ ｜Ｑ ( カン 〉とし、ひ - -I:' I] ( i

ノコ) ( +・方 、七) ( 千万、七) ( 五 ・J-'I 三}j 、八) ( 千万とい五、風に色々になり 一定して }l:- ないから

比七不統一ーであり不便でめる。寧ろi W' i;¥" のノj 、部開のたさを 1，lft 杭とし? こものと考へる )J 力477;

って ｽ ｾ Ｎ ［ Ｎる械で大 き な部院は ｉＺ ｗｉ Ｇｾ ， .-:三'-: il川i日川lリlド、 J三ミ川 とい」ふ、l風員に;;計計十1-るので dあbる。司米，U民与誌i のT頁f民も I正E;1:

なl附耐古“{らU杭』t{ にイ似依4火〈つて行[は£幻tれ1γ ，す今fφ判判，オ引ii川i日川lリlはi数攻の多ノレに f伏火つてで-J.;たiC:3韓豊J刈汁H付似1凶1して}人" ｾ Ｎる 版 で ､め ｢ るカか 〉ら建築す るもの

はと引"'rぷ弓〈:の l凶凶6而i.fJ'杭l を含?ノぺ小ト、に してJ共七の1放攻を金，士晴f怜守寸陪にす るf傾頃山l'向lι1カが;6あb りばよとが舟! 比叫dにご符し 〈なLい、t仙l;i 丸洪Lをを? 刊米4し

て居居- る様であ る。 ")父くi凶白l巾干も杭』I六lt刊{

な不利不便力;司f作ξ乍ドr- lふ、 のである 。f従4つて近H時寺，心己心、 める人逮からはよカがz統一丈方方i を含?強く 叫は. れて} ，寸る

ヰ有イ』椋葉である。

最後に近頃京城に於て行 lまれて居る 改良W!朝鮮: r¥1t:宅の設計li 司会掲げて置く。

一一衣十了一一
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我 等 の 生 活 に 適 す る 住 宅 様 式

岡 本 新 次 郎

二軍生百ｾＨま或る程度迄 Ｎ ＱＱ ＭＮ むを得ぬ物と すれば 、 是れを如何にして間取化すべきか 、 ｆｩｩ 消

化すべきかは 、 永年研究をｲＮ ｈ げて参りまし Ｑｾ が、衣と食とは先 づ 解決州、更 ｬ こ ｈＮ 宅に就き

まして年見を申述べ御幸1示を仰ぎ J支いと存じます。

阪 ＲＺ 夙川で或る紡忠良介首 ｉｾ 々長子，山、のＱＱＭＺ宅を建築すベ〈純スパニツシユ ｪ 武の ｾ￧ｾ 設計しま

しにが、父r ¥- の 14 1されますのに、少 くとも 小数fなの本を r J 本' 去にしなさいと; えひ 、父御子

息、は EI ，ｻＭＮＺｾトＺなどは私 ＩＱ ，Ｚに入川はイ Ｑ Ｚ り ませんと ｉｪ ｬ します 。次ぎ に父［ｪ Ｑ ーは、 その械な事をム ーふ

ても人 ｬ ｩｦｉは年ｾとると日本 ｩｬ Ｇ，ｊ の方が良くなるのぢや。御了心、は更に、父君司 ｦ が年を御取りに

なっ fこ時に日本家の方が良〈成つにでせうげれども 、私共の年取る時代にはそうは成りま

せん。やはり洋ｾＺの方が宜しいのですと云ふて、一歩も譲りません。仕鮮に父君は、それ

では己れ遠の時々礁で泊るｾ丈を日本室 にして置いて 央れと云ふ頼みで解決しましに。

次に阪市1j 1聞で K 氏の住宅を新築し孫成式の際に、 幾多の来客中一帯偉い入所謂幅号、の

人が私を呼んで居ると 云五、事なので 、御前へ罷り出ますし岡本さんあな? こが此家主? 設計

してお建下さつにのぢゃそうですが、布、 lまこ〉のお宅なれば必らす・や京都風の和ぴ? こ日本

家で .{E ると思 i 、て来まし fこが、走れは如向にスパニツシユ風の r所々にる此のお宅の前へ来

て、これは失策じっ fこi1fi 泣へ? こと辺、ひまし7こが、能く能〈児まするにやはり 1m遣いギ1: りま

せん。それで先づ第一に此事を御尋ね巾ましに庭 、 御主人は御承知の通り永の病気で ｪｩｐｦｾ

い ますので、家の様式などは一切岡本氏に一任 しfこのですと云ふ事なので 、 それで質問の

クとをあな fこの方へ向げる仕却ですが、一韓どうしてこ〉のお宅として此様な思切っ 1= /、ィ

カラな建築に成さつ? このですか 、 と去五、御可でし? こ。 そこで私 は、J J . . 今現作の御家肢を? し

では御設の通り少しハイカラすぎる事は私 も承知致してお・りますが、家の存命と 4・」、物は

長 い物で作 り、又此様な御出家に成りますとそを? 度々家を主t て林へる勺の事:は成さらんと

思ひますので、結局 麦 こ数年後間 ｬ 子日、方の 墜校を御 ＱＱＧ ，で 成さる ｊ ｾ 時 を棋 Ｑ ＱＧ ，として建て ｔ この

で御ri れ、ます o e 言_ I - . に及びます E 、成 る将ュ能 ( jfy(o りま し?こ とがl 1 浮きれましに。

私; 立西洋人 t の闘係が津山1 J ミりますので 、内 人の次を? 幾戸 T'ili て〉府りますが、或る時

懇意なアメリカ 人 が私に色々家の様式の事公話しましに ｾｩ で ｂｵ ｴ in what  kind of  haues 

are  you liveng  Mr .  Okamot o? と尋ねられましにので 1 am living in a  J apanise  house but 

in  foreign stile. と封へたので在りますo
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此私の4 は二: [ !

王に どをヱミひ哀し＿こｨＧ ｴ ｬｊでイ巳ります。 ｾｴＺ 家の一部をスケツチ致しますと 、

I  ;!l I  

;用;

安

中

静

，

昼

即 ち客間は十帖で布りますが 、 ｾｪＢ｟ る事会好まれざる御客人にはロ ツピｻのソファーへ掛

りて願ひます。ロツピーは僅ん四 Ip占宇大で在りますが、十帖午の座敷及書粛と連続して居

ります ので蹟々しに感じで在ります o 叉書痛も僅か- l l ' 日牛角なのですが狭苦しくは感じ ま

せん。これは住宅の制胞又は早位とでも申しませうか、我んの簡易生活主義者には之れで

4 3  VIII  
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片

r-L- .  

℃ 

十

工

a
相

E

Rs  ラた辰村西

三十六年も 前 、 私が或る人の ;1<: めで 「バンガロー J {t'米間 の立，¥'1のま〉東京i li 内某仰i に

十数軒建て共れを外人に貸家にし 7こ白 お員 参 !I校、'J;t 時 (1:京 の 外人は外交官' か 、相 '1;:: ;; f 主しの

301' 1ヲ支出?JCにて、2500削

の次全米賃 Jl ＳＰＰ Ｑ 問悦で 拝んで ｦｰｩ り Ｗ こ Ｐ ＱＱ［ｴ 時 と ｬｪ ｜ｪｴ も女 子ｾ ＢｉｻｾｪＧｻｾ で此れが多数の作文 全交け 、

J 心れが行; め lこ米州産の材料と )JI I_-了J I ll をT R るr- I(I"Jの )，;i が住築誌に早特りし 7この であっ 7: 。 此

ホテルから此の家に引越して 、士ド60lnlro撃の人で在つ? こ1 . 5 ; め 、

の家が多くなると 円本人 の出家人も Ｑ Ｑ｜ オ ｱ こ。 同作人 が ＧＨＱ］ん で Ｉ， ｲｽ る時 はＱｉ Ｐｊ 出力 ［Ｑｮ ｾ かつにの に

日本人からず'i-l'，¥; カ;11' ，1こ、.J l:i uま. u1 1: めないとムーλ、事で あっ 1: 。御承知の近j 1) r- ノ、ンカ

l '  ｾ ｊ は ｬ 三次建もあるが多くは Ｍ ｲｲｔ Ｇｉミ で 、 一併はホ ー ルと ー ＱＱ Ｇ ，Ｑ になるリビングル ーム と Ｉｴ

ご| 併の斗: はノレなくとも本 l自j，f，'( のノ!と分がr-tl侠兵に な二階に 2- 3本 のj良市がある 、ｾ ［ＺｾＺ のみで 、

り、共れに窓が一方にあるのみに、窓の少な いf.tめn館としての外相は灯かつ 1: 。常時此

n本人 は夏でも時々は11'，る力引f I円光とかH i 根、!トJi:f l: 搾にて暮し、の家にft. む外人は立は 、

＿＿［瓦も ｻ Ｍ ｉ Ｚ 宅に居るのが多い 。 共れがＱＮＵ［ め哀の「 パンガロ ｾ ｊ ''1三分尾根裏の j従引で1自られな

いと 云ょ、、共れは視!変lまー理科でもな いがlZ毛皮カ棺I いft め1:' 。此れも共の家 lこf'l，んで見てう' 11

つに。近頃は此の研究が充分で1:' れも沌宜する拡ーになっ? こ。/ ，. . から思ふと夢め級1:' 。 共 れ

日本人 ぞ本 ｦ 立とすれば日本の気候に過するｾｾでf専業するには円本人にf1: 官 舎本位にする 、

と':15へ、共れには部E誌の少なく もー. 方、列! . ?旬、的には三方に IH0j ( る?ごり大 きな窓 合J[{ 1) 、制

〈ゆるやかな風でもJ ; - 方よ 1) 人 1) 他方に抜げる出ノく )1 も，.: :)く し、ノj、F震は物置 のみ 、作11¥1で

も日本式腰掛ネーと云ふわけ 1': 0  ｾ七れ が ｦｴ ｬｦ ト Ａ恨の ｊ ｦ， ＧＡも特 て併に 、 近頃 Ｈｩ 此桟 の失 敗は な い と

思 って明る。と時々 一 方ｾの洋 ｩｬ ｜ｬ を＿見る 、 一方 Ｒ Ｕ で 下に品川し 、十Ｎ にうンマ 、 此れ で ｩｊ［￮ し

いとｾｩＯＺ ｲ ｬｊ ｪ r・j きがある、 Ｔ｜￯ｾ ＡｉＧ ，Ｎ とかランマは衛生 ＱＮ Ｎ の 換紙 には Ｇｆ 川であるが［Ｑ， Ｇ Ｚしさ とム Ｍ λ 、 役Ａｉ

には， ｉｌ ＭＺＱ ご不和 ＧｾＺ［ＱＮＺ 0  :11止近多く比る北欧式の減、此れは 1: I:j -:，: : の少な い所に て殻述しにもので

我が同の ｩ 践に ｉＺｮｩｦ ｾ の 多 い 所には此れが ＱＱ めの研究 が 必 現 Ｑ ＺＧＰ 1:I:j の1 . 1 めには 、米同の「バン

ガロー 」が 軒Hi も多く見 fこmもn {>: 風のも のであ っ 1: 。此れと l'iJ じ失敗 はー! 二五:年 後前 「カ

「バンカA ロー」 の弓f から 十号s[:' ，の米リフオルニヤ 」 に初 め てスパニツシユ風の家が流1 f し、

に多〈の人が移りイ 1・んに、判〈で Jt の家の 「バンガロー」に持が蹄つ Tこ事がみつ 1: 、此 の

頃見るJ t : の地 の 「スパ ニツシユ」風は米岡風に改良されに J f，' !が11"，外( 1: の?ご。

×  

大正六年に岩崎家の制問 三角 k 史が姉人の動作粧怖を- 巧へ初めに。 色々 の問題公共のー
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二十六年前東京亦阪乃木坂に 主主て1: 外入所J 貸家材料を部分品 に

して輸入して米国の設計遁 h建てれも の

只今でも 最 も必要 と考へ る。

つ一つも深〈術究すれ

ばする ｦＱ ＭＺｴ ｾ の 多〈 の ｾ ｬ￮

が米に ぶつかる 。共れ

で最後的結論と して住

ｾ ｌ の改良金するのが う ｬＺ

と ｽ ｾ， Ｑ ， ｊ か れ 、 Ｑ Ｑｴ 時 ｊｒ ｴＨ

にて唯一のu宅専門応

がある 10めに私 の1古に

相談に予tE られ1: 。共れ

が住宅改良合の生れ fこ

一つの原因である。 住

宅の改良の見方全此 の

方面 よ り研究する 事力 :

十五年 徐前或 る 時 、前 回多門 氏 夫 人、新渡 部 氏 令嬢及住宅 改良 合 とで 婦 人 洋 接の改良ｾ

企 iO: ロ共の首時婦人の洋援 は鍛座で も他人 が綜返って見る位であっ fこが、此れ は必要と

粧怖が平行 して貫別にな り、 今か ら忠 ふ と隔 世の感があ る、舎を起して組織的の運動は立

きえになっ? こが今は立i民に賀丹j 化さ れ?こ。

大

位 宅 改 良子＿では近頃 、 ｾ｜ｉ｜ ー 人家政診て と 建築家と共の時 々 の 川 題にｾ皇官 ＿の入 金招 作 して 、 東

京、 )，，:1;反にて研究的l坐談千? を開き本 l品令の合目よりも 持台数名のI:l'， } 市営得て居つ? こ。先 日

も共の千? のl市 卜. にて或る ら反政次が、押 入の話題の時に 、 n本u宅は j十十H1て置く別によさ

がある X 此れをするのにむ1れて肘ると云ふので 、在、はがJ .lk もな〈て訪問すると取り筒Lし?こ

米が多い とムj 、色、近頃[ ま婦人の外i I '.が多〈な つfこから にとぷふo 此れをJ 5 へればごイー飴

年前に二三角ム・史は此の j (・{f 心配し 7このである。 Jl: の併の時父 、婦人の訴を 引ri'. す1:t めに、

私 が婦人がU:宅を建築家に {火制する時の注文は押入金多くする事iりごとム・へば、米政家は

押 人 猶 ｊ ｾ の ｬ ド の細 か い棚 引 ＱＱ ＱＮ なと組 、 て婦 人 が注文 ｈ ｾ Ｎ ?! Eる様建築米が誘導質111] 合して くれな

けれ ば 、 との事でゐ つ に。此は主・ 所 の物入の時に我が凶 の 道 具と 料 理方 法 の複 雑 なるｾめ

に適宜の改良 e' ! ji ー化などが問題 lこな っ 1: 。建築家は此れ合研究して和 々なる方法会提案

して誘導質問 をせねばならね。建築家の務めは 中々 大なるもので 、見方 lこよれば非常の信

頼である 。私は此れを? 峰i くとも! I，: l二日二宅建築家の責任 のffi: んを?吏 lこ・克へる。

ｬｴ 際には 私 ｝Ｑ， Ｚの所 に Ｇ ｾ ｅ る 、 ｻ 1:こむを建 てんとする 人は、主人 も犬人も l ド々 iZ長〈 研究して出

るのじ 鴬 〈事 力:間 々ある。

*  
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設備之れの良きと悪しきカ Z住宅の最も重大なるものである。

家具装ｾ此れは 、 ｬ￬ｩｦＮ 接 、 制Ｑ｜ Ｑ 、 苦街 、 食堂と多〈のをががあり共れｻｴ＾ Ｑ 時々使川するには

意匠と云ひ布地 、 細工迄立に見 ｾ ｊｈＮＺＧ 。然し私共些なし生活ご 十 年のちのから見るし梁し

き生活をする痛めの味に 不 摘がある。

映司Jf 胡相燥を見? 二時久し振りに合つ? こ女友にちが長情子の」二に飛刊 さ「ハ イ ヒーJ レ」の

靴のま〉脇座れこ話す所ーがある。叉私は英国大使館の附属住宅に行って見 f二時、カ ーペッ

トの上にクッシヨンを置き 、多せ' いの人が皆般になり 笑 ひながら話して居名 、英国人でも

七 、他の外人の家で心世きなくイ. J " -;'tl 、と 、ゆか fこでー至極のんびりして楽に暮して居る。座

る事の得意の日本人 lこは特に此の結合考へ? ニ椅子が必要ピ、投に座るのは猶困る 、先 旬東

京にて座談合の時燥をナ持つ親か ら近頃は娘の方が座るのに因ると活しがあっ 7こ、私 は型が

惑 いが柴 しく位む矯めに特別型の安柴崎子を用ひて居 る、 之れは製作者が味 を? 知 らぎる篤

の昧鮎でめる。

ヲ食

電気、7K温此の二つにはこまかい問題が多きf i ; めに他日にゆワ子る。

暖 房、徒然草の「家のっくりやらは夏をむねとすべし」此の引用を多〈見る。今の批の

中に活動する 人は粂好法::W時代とは注ふ。オフ イー スlこは暖房冷房迄ある 、電 車、汽 車で

も暖か い、 住宅に蹄つでも少な〈も一二宝の1自L、宝が必要1.:' 。然し60，tt，以 上 100坪位の家

になる と、 ｾ ｉｾ 心 暖房に し て好〈行くと月 々 Ｖ Ｐ 阿彼方と［設備の ＺｉＺ ｕ い 時には Ｑ ＰＰ 闘にもなる。

すると主人 がtl'，勤、 ノj 、fJbは製伎、家 l立点人と召使のみとなると 、新築後数年にて +" 心l段j去

を使H- J しないがボ イラー、 ラジエタ ー、 パイピング、の Jj' の水はとうし? こら好いかとヰねて

来る事がある。中 心 暖房も Ｑｾ li J  i" をしまする、建物の内全部地てを出! める伎の次でも、初冬

寒いより初め 、初恋の

温〈なり布J めの川苦: が

ある家カ>r!l.: rご少し 、。温

水 の好い所は蒸気と遼

ひJJll i成が出合k るのであ

るが、之れでなく5 . li Jの

方法で簡単に 三段の暖

房設備が必要L 。容さ

の弱し、時は熱 l二世る 、

少し;塞さが進めば人の

居る部屋のみを? 出i度を?

_I てげる事にして 、オ-'1千十

(. J句のさらに米全部念日i め
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十数日訟ぴ総て外人がlどひ括つれのです' 仏 i時は向f f i J ) 単カ; 少な〈

局単カ:刷ひ られて肘ま しに



る時中心暖房にするの だ。此の方法全米潤が本宅で 日本が仮宅の人と、 共他で二三行つに

此の要立が忘れ勝ち ＱｾＧ 。

小さい￡ｊ ｈＮＺＧ が、陶捺の洗商待合ｻ史ふと Ｗ｝ＧＨＯ［＾ こぼれる ｊｌ れで ｾｉ［ｊ｛ 必と ｱ ミ をタイルにする。こ

ぼれるをさらう人は 、宮式の流式会使flJす る、洋式の家でも YAJ:¥i : ' 好〈 凡受げる。近来の

型の新しき札ニ; 百持毘此の ;1決駄がある 。外人は日本人と& ひ方がi主」、f . tめ Tご。然し陶器の洗

凶器にふご. 段水道の千元足 j亡に 7]'( : 7 ) こぼれないのがある。然し型が古いので建築家は使

)  Ij しない 、{ 克」、人から云ふと1 J : 1丘よりも先づltJJ Iと云ふ人が多し、。私は此れi : ' 常川して他

人にもす〉める。此れをナ型合好〈して一般日本式流方 JJ Jが出米る様にし 7こきものである 。

＿こんはきは日本人の設 ｮ 月 ｲｾＧ 。外人数人、家族と共に外陣Ａ生活全長〈し＿こ人に聞〈と、タト

人は7 . k 克便器の中に? こんそはくと 云ょ、 、共れで不月j と云って居つに。

虫網、 l閃るい窓の洋詰・に夜間電般に 火力: 入れば附近の虫i : ' 呼集める。虫網は洋館には是

非必要で 、此れなくては夏の洋簡を柴しめない。

虫網も上げ下げ窓の外側障子の下、引注の] 寺は外側のi母子の引尻に版めにのでは、共の

室内では住めない、障子と虫網は何れも関係なく勤寺、虫網も妻: 間などは開沼出来な いと

困るものだ。; 或る時家査部の虫網全米買の持汗のものを: ，1撒入して使つ亡、此れは窓障子に

閥係な〈取付けられ、開沼も自由で撚も室内より素人も柴に取りは -9' しが出来るものであ

つTこ。

事K

先日料 ｬｬｬｬ の通と干 ｩ 与する人と訴し ｦ 二時に、日本料 ｾｮｉ は見栄 ｬ こ相 ｩｩｉ 苦心はするが最後は共の

材料特有のイ471; のl床を I:Ui ・事1.:' (_ Ｐ 此宅も 、位方 の ＱＱ 未をう， Ｑ Ｑ る事がー養大切の事 ＱｾＧ 、 建築家

が住宅を味ひ 、 ょう 好き現代の向原生mに適しに住宅金生み /-1'，寸事の研究が、より深〈進

めらる〉羽f望むものである。
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住宅の改良といふ問題がII lj えられる様になってから( ，μ 同1: 1こっか、自分はタ11 らな い。建"

築家の問では 少 〈とも 、耳:が? ここになるも1 : 聞かされてゐるのにから 、相世の年教が?こって

ゐることピげは断言 できる。 そのIIH{Iニ宅以外の建築、なしろ必築に映らする、寸立工業界、

応用科軍基界等の設展はま こと に111' ，止ましいものがあ る。道路は古II i 装される、近代的ビ J レデ

イン クーがどんどん建つ、 ラジ オや I'J 列車} ) ; 話通化される 、飛行機がj l Uく口このイー数4ド11¥1の

枇台形態の 鑓溢を指折り 数へれば、過ぎ:ょっ Iこ)=J uカ斗Jf にノk ¥i 必ぜられると j 1" 1こ、 あらゆ

る文化形態の護連に心を打fこれ F るを得な いのである。すべては移 り主主 り護民し? こ。その

聞に V 娃らな いもの、 一部t大栄の( l : 宅建築めるのみに。

物の進歩藍展はその訣 陥ｾ瑳 見し 、 それに希望を よせる ところ に初まる。しかし一面か

ら考へれば、衣食住と いふものは一旦昔から決つに形式があると 、慣習上早急: に動き ?こが

らない傾向舎もってゐる。日常の生活戦線に奔命し悲して波労のみ服' j ｾみる ｮｬ Ｉｘのな い人々

にとって、1 :1ミの問団は主.j ) ドの火事と さへ も考へられな いで あら う。 ノk い脅慣と伴杭に安似

の快ｍｩを感じてゐる人々にとっては、 ｈＺｾ ご と改良の ｾＰｾＱ 米にさへ 挺 ｉＡり をもつかも しれない 。 い

がある 程度の 不動の 定着Ｉ Ｉ をもつことは 、 ま乙と に必 Ａ必なことで 、 年々ｾ倍 々々で グラ夕、

ラ動いてゐては 、や り切れに話でなく 、叉 不可能の事でゐるが、さりと て、あま り火活: し

過ぎて 、如 何な る不合理や挫治、{lf) t陥があって も、 iml ，'il lこU¥J Wに 1..さな い とい よ、風でも査

〈困りものであ る。

しか し幸ひなことにはこの必要はなし 、。位利的借家れ皆に i;l i る大泌氏は別とし て、少く

ともIl 分の住用と いよ、町i に十jーでは多少な りとも 、こ れまで川出に |てさなかっ仁のではなく

し て 、数々 のＡ鈴 ｬ 心 がも＿これてゐることは ｩ 甘か Ｑｾ ｯ 111七そ こに色々 の方 I，' ，Jのある こと を附 )JII へ

きへすれば。昔から殊に m¥市にぞげる Ij .l 流以下，k衆の立場からぷへば、11二は いは"' ; 1I !t 諦め

の封象であって 、jたり切っfこ形式の 中から- : t J ; ー も/-1 '，られない析結てあっ ?こ。それは粧例的

の閥係から とは いへ、 それ以トーに無制心であり 、慣れ切った試そ さの中に その姪桔から飛

び出ゃうとも考へない辛抱強さがあっ fこともぷへる。

:;?，くは位の問題を賛河:j lht4・t_t:，I'! 1扱 ひにする ー! 舗の 人々 である。 例人の住宅にも 因究 に指定

され? こものもあり 、 その史的美的悩胞に於て名古詩貨物にひりを? とらぬ立派な H=' 宅 も数えき

れぬ ｦ な あ り、 又辿てられつ〉もあるのであるから 、イ Ｑ ・ Ｇむ を ｲ 美術 ｉＧｉＢＡ ・ ｪ ｾ Ｇ ＮＧ ｝｜ ｦ 及ひ するに イ Ｂ ｊ の 不，目 、

(i 起がある泊1でな〈 、むしろ 1dEにJ児附して然る nr きであるが、JW，il 'j 'ii' ，j，: といよ、 パ;-!t ヵ，ら うり
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る感じがそれである如 し こ〉に云ふところのものは 、先づ火服から初まって金時計、金

指輪から 、遂 に邸宅に乎をそめる成金式のあれである。もとよ り建築家に とっては彼等も

大のお得意なのであるから員向に大 口は?こ 〉げない次第であ るが、建築家を一番困ら すの

も彼等である こと を覚えてを いても慣はな い。その 人 々にとっては住宅は金力の表象物で

あり 、不安を威嚇する城廓でもある。克 も物の境目といふ ものは、判っ きり してゐる様で

き て賀際問題 主 なる と仲 々その ｾ￲ｬ ｪＩ ｊ ｉｪ が困難なものであるから 、 くわ しい その判断は讃者の

気持，に任す として 、中間附級にをける人々の Iドには X 自分で設計し乍ら 、めれでもこれで

もな い、 あらゆる立例を玉石混浴ひっ〈りかへして、進ひにｾつ＿こ Ｚ 単 何 が 、 物改 Ｐｾ 、イ ｊｾｾ ご と ｩ 邑

となりすまして 、結局は建築を中1 1 : してしまう風のやり方もある。これも建築家の鬼門で

ゐる。

住宅に劃する凶心の仕方にも全く色んある。これを指導するのが又建築家の任務でもあ

り、批合奉仕でもある旦il であれば、主主築家の領分は、飛行機やラジオを作る肢にはイ111々 ゆ

かぬ。

技術家の立場からぶつでも { 1:宅建築ほど期しいものはない。誌も入り幼 し il 止も悟入し

ｾ Ｑ ｴ い ｯ {J 二宅は辿築のi比例であり 、又 :/.1立後の到着駄で‘ もある。ビノレデイング、銀行、墜校 、

病|位、工場等色々のえn物も 、そのお可迭でも ;む匠でも 、相首の程度 iこ問題は併泊してゐる q-l

に、 ま1-=その未解消の IIU題を 11日ふなれば、それは住宅建築と共通の IIU題である。住宅の構

成は結局はあらゆる建築計霊の問題に入る。

一捷我閣の祉合に年々建築せられる rl-Iで、住宅かどれ位の E与を占めてゐるか、商工省建

去 によって統計上 の; 数字を二三権げてみると 、 J「怯lご十二大都市にをける建築〈新、改 、

増築等を含み〉の線、数 lこ1' tして住居建築物の比率は昭和十一年十一月では 、椋;数に於ては

60. 5 % Ｈ工場寄宿合 、 イ ｬＺ 宅併用庖 ｾｬｬ￬ 等を合めば ＷＴＮ Ｒ ［ｊ ｇ ・ 括孤 I正j 以下同じλ 床面積に於

ては 44. 4% (56. 5%) 。本年四月では 、棟教に於ては 58. 1  %  ( 73. 6%) 、床面的に於ては

41. 6%  ( 53. 5%) で、各月比その大勢に生き りなく、大館に於て棟;敗 60% 、床面砧 50% と

みて間遠ひはな い様でゐる。尤もこれは大都市に会げるものであるからそれ以外の郡吉告の

ものを? 加算すれば更に移しい教にトーるとみて差支へない。

この全建築の乍数以上を占める ｑｾ と鮮の ＱＱ Ｍ Ｑ で、更にその幾Ｅが良の安＿蓄な ｉ｢ｍ 心と正賞な

方法によ り今 日の建築術の進z j ) の思典に浴してゐるか 、1設♀こを禦げ得られないのは遺憾で

あるが、rLそ心約lい容しか望めないことは容坊に延!像できるところである。試みに古d忌|都

市に於げる全性戸輩 tこ到して借家数を剖べてみると 、大阪T I i に於てはが:J 90% 、 米ー京市 に

於ては約 ＷＰ Ｅ といよ、数字で 、 行闘に目 ｬｾ つにことではないが 、 古米借家主 ｪ ｩｩｩ 苫なるものが 、

如何なる い: 宅建築を生産するものであるかは 、勿論例外は認める主して 、イ IＺｾ七世 ｦｉ Ｇ の風潮に

呆じこそすれ、凡 そ1 1 [ 止食道徳なれ建築的良心ド Yドー践して他行せられるものでないことを

考へる Tごりで 、今夏借家ー経営の挺史的展望な り、 世凶の11ニ宅政策の貧弱さ力Ili 成金託来する
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ま で も な し 一 目 瞭然 fこるところである。といって別に一位の大家氏逮を軽蔑せうなど〉は

毛頭考へてゐる理ではなし相賞なる採算から出設するのは首然で、その範囲内に問題が

限られてゐることは明白のことである o しかし考へれば彼等も亦怪陪から抜り出られな い

大衆と同様に建築的問題については云は Y 無智の人々である。叉建築の問題は直ちに経・持

の問題を作ふが放に Tことへ無智でなくとも 、竿をかへすi様には之を鹿迎できないことも明

かであるが 、 建築家が 、 Ｑｾｾ ｊＱＳ｣ＭￄＧーが 、 建築 ｫ の又粧前 ＱＭ の泊首なる方 策を矢 ＱＱ らないなら、又

示さないなら 、彼等はH住これ佐運命として現Jj}¥i : ' 押してゆき叉我慢するより外はな いで あ

らう D

住宅改良がJ : ii に- 1郊の人々 の好奇心針繭? こす程度の問題に止まってゐる 1mはまピ途は速

い ｯ 岡京として困民謹力の培進川題といひ 、 Ｊｉｾ Ｇ 緩 撲滅 ｩｬｬ 勤と いひ、政府は莫大なる経費全

投ぜんとして着々準備を進めてゐる 。まこ とに今日 の rl - 1 ' : にとって泊切なる 施設である。

ラジオ踏燥もオ リン ピックもすべて此等の問題と民主l疏して必要なことに述ひない。 しかし

より以上に此等のHJ] 題に到する以本* として1U，i' i の改 ;'1子もも 少 し熱伝もって日! みられる必

要がある。大衆に とっ て白 山に、 平等に与イj さる可芳首: の円光と 、主 訴 し 水が その住 居

に|銘! する IU . { : り必す・しもさうされてない場合が多いとは、これは又あまりにも健康榊進閤策

と存反してゐることよと 云ふれリくに部もてボる。

住宅の附 it 材料の問団に就て、統計の不すところによると 、 百I&I ./i i¥di に於て全住宅の 中

卯 ｟ ＹＥｙｾ は木造 Ｍ｣ ゐる。今日では Ｓ もある可きこ とで 、 経Ｑｦ￭ ｟ ｉ Ｍ｟ の貼から 、 ｩｬｦｬ ｩ 武や換主Ｈ ｻや叉

趣味の問題等からも 一帯 F- ll Ie 1; 早い*i l i i : ' とることは岱然であって、餓筋コンク リート を

探川することもあIi 柿: 乍ら先づ佳作珠の場イ? と考へねばな らないロ チ口おn¥di Iこ辿2たされつ〉

ある棟政の 60% 以ーlてを占める住宅ががJ 100J杉本ili であるとして 、之が防2さと いふ貼から

う} 5 へると、いさ〉か心車111 ｾ、Ａぷがせぬでもなし、 。 日本 の都 市 は何分かで壊滅 し 得るといっ ｦ こ

とか、外陣|の大胞の言架を l床五、まで もなく 、地下室と京外上な椛迭をもっビルデインクーや進IJ

壌は壊れても 、{1二宅fごりは安全にして世き? こいと思はれるその方向とは 、凡 そ相反 し? こ傾

向i:' e ってゐるからである。しかし純情J-_の問題のみならす¥ 色 々 の!目安駄を超越して 、

そこに大手 ＱＱ 民族の「水 」に 引する太いなる執着性のあることを勾へねばならないと ｽｉｌ ｾ 、。

ぞれは古ｾＨから ｧ ｬ 縫いでが ｩ つてゐるところの形式的体統のみではな く、生活を包 ￙ ｾ ［ Ｈ 囲気

の!!t，[ 泉であり 、安心、駄でもある。木に封する執活ーは制強い宿命性をもってゐると も云へや

う 。きれば こ そ館筋コンク リ ー Ｑ ・で住築しでも 、 室内に 七け は出米 る ｾｬｾ り木造￭ＺＧ 1:弘nJ する

ばかりか、 銭筋コンクリ ー トの住宅で如何に生 ｴ みょくするかとし 、ふこ とは 、 ｾに ｩ 邑風や防

漁からの鈷ばかりでなく 、 結局は Ａｭ ｦＧ ￯ｊ に木造的に椛成するかとし 、 五、傾 向 を ｾＱ こ どってゐると

きへ比 えるのである 。?こ Y 腕ft 的の木の形とか、JVL とか、光符: とかの芯l床でなく 、木の表

はす自然さ 、 ｊＧ ｩ ｩ 純さ 、 ｩ ｩ ｾＱￆ 快さなどが 、 ｷ ＺＱ 妾 日本人の ［Ａｬｬｩ ｬ 床と近いものではな からうか と思は

れる 。形式卜. の趣11ぷは人 々によって児なる、が本ili 的訳出の清新主 主¥l 安 さに安住製(i i:' _I，.!.11' ， 
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す心の方向には鑓りはない様である。木造以外の|耐 火的材料でさういよ、気持を出すこ とは

望まし いこと 乍ら 、それは最も廻り〈どい方法であってみれば、先づ住居は木造で、最も

簡易な生活といふところが落もとなる。

子規と ｊ 七 に明治 ｬ 非自の ｴＺ Ｑ ｾ 興に大 いなる指導的足跡合印しつ入忠ふところあって政界に

身全投じ 、隠れ7こtl.: 1土ーとして粉宵' 伴心してゐ? こ翁があっ? こ。: 11立近的危篤の報に接して、近

f;;lI 首相初め多くの搭! 官自ら訪ね? こ際、そのめまりの| 凶屋附加は記者を鴬か しに勢か、東 部

の新聞は今夏でかでかと :占 き立てにことがある。物質には極度に情淡であり 、二三のIJ、室

に過ぎない悩屋に俳句を /J:. として f;fJ居しつ h 政治家の指導に首ってをられ1=翁の位に劃

する 観念は 、極端乍ら故も日本人的なものを? 持ってをられに様に忠はれ? このである口

近代位合の目まぐるしさは 、{主にも色々の附)111物全要求する棋になっ てくること は詰・然

であるが、位の本質的なものを fdJIHすれば、間j 弘、r{L純、閑位、 i路i認によ長きる。住宅の趣

味の IIU題もその根元金 そこに比I - Uすべきであら う。
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主婦 の 戚 想
¥I? 

l... し て

中村 愛 子

私はささやかな共稼ぎの家庭を替u ' ー主婦に過ぎません o もとより建築に何の知識もな

く、住 宅 lこ1討する意見といってもそれは自分の生日本位 lこASへてゐる 32・;のやうな思想、であ

って、あらゆる方面からこの辺の研究を杭まれに専門家の方々にとっては単なるお笑ひ352

でしかないTごらうと思びます o Ｎ，ニピ何といってもム ・は ￭ｬｾ ちと附係の深 い立場におかれてゐ

るので、折にふれて此彪を? かうし? こい、彼庇をあ〉し? こいといふやうなノj 、さな 11，望や築も

起りもbし 大 抵 の 主 京;13の心の奥氏には 、1" H泡!の f !二むの J l'tがI WrJ ;-的にせよ捕かれてゐるので

はなし、かと思ひます o 私は1I f f ; その 一例として、日頃の五JE・{f ，; 九ーらせて い? こに〈ことに致しま

せう。

×  ×  

まづオ Ｗ し家全建てるな らば 、 現 ｻｊＺ の生前扶式全 ｦ ［ ｾＡｩｪｊ ［ とせすＧに、 「かくあり? こい」 と%へ

る生活様式に合せて設計しにいもの ｦ ごと忠 、ひ ます。 ￭ｬ ｾ むといふ ｊ Ａ ん にが、私共の生 ｴ ， ｲｪ の 内科

に及ぼす影響は妹の外大き し、。老人でない私共は環境に従ふ ことが容坊ですから、興へら

れにft:宅 金自己流に{ しみこなすよりも、不夕、11不識のうちにその型に )1民位してしまひがちで

す。さう い 五、特徴を利用して 、 故初は多少不便ケ感じても ｽｉ よも合理的 ｔ ごと思 λ 、｝Ａ ｽｊＺ ｾを＿とり

入れ、 それによって自然に強制されに生7，町会して 、暮し方を令理化して行〈といふことも

出来さうに思へます。例へば日常居ることに慣れてゐる人も食事や肱接、 書 筋などは柿子

lこよる方が合理的Tごと二14へTこら その設備を して盤を! 援するとか、 J自主はベッ ドの方が毎日

のi)'} 力が省け 、 その.1-_衛生的fごと飢げにら作風にしつらへる 、使所も純洋式の腰かげ式に

する方が衛生上よく 、了-IJI、のある家な どには妹に安全? ごと考へ? こら 、一時のそ ぐはない感

情念拾て〉 ぞれを取入れる ー ー といふ風に 、多少の現j伏に -11・へ?こ い筑持があってもそれを?

振飾って 、 自分速に行ひ得られる映りに於ての Ｉ ｾ ｉＡＮ Ｚｉｊｉ，に近い設備をし＿こいと 忠 」、のです。現

在私共は畳敷の借家位ひですが、以前に純洋式のアパ ー ト生前金し fこことがあり ましに。

そのアパ ー トでの四年I i ¥J、私は殆んど一度も坐り? こし、欲望を起きなかっ? こにも拘らす¥ 今

は何かといへばすぐ坐ってしまふ c 柿子やテ ープルがあってもそれを利用する ことが至っ

て少し立つ Ｗ こり坐つ＿こりの勤作にかなり憶却さを感じながらも 、 ｾｬｾ らないと務付い ｦ こぷ

持1;;，'117れ 、ので -90 これは11両に主主築様式によって益はれに習性ではなし 、かと JE ひます。

日本II.¥Jの探光は どう も腰掛けて仕事をするのに 向 きませんO 暖房装世も不完全になるので

その ｮ ＭｲＺＺ げで も ｾ ｬ と るこ とが多くなります。
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かういふ生日は老境に入つに人はともかく 、家庭も一つの仕事場でしかな い私共にとっ

て、ヲ|常に労働力を行IJ ぎ、イ1百か rl l注I1サ11i な気持告げiJ へます。勿論将: の効能を認めないわけ

にはまゐりません。 ｕｾ ー暖房究が大泣ひです。毘冬はスト ー ヴなり何なり充分の ｬ 民民をす

るとしてもＱｪＧ訴と晩秋のうすら是ミい時 、 ｴ Ｇｩ ｱ こ λＡｾ ってノ ｪ 、さな下め ぷ りでも世りばすむところ

も、純7下式ではスト ーヴの火を*sやさ今におかないと i円E市力を削ぎます。これは小さいこ

とのやうでも長年の次庇の絞常賢から比れば問題です。ま? こ米容や出る時の人数の融通の

午Ij < 騎打ち見逃せないでせう口

かういふず1: 米の県のよさはもとより的てるには及ばないと思ひます o I 1 Hi これに伴ふ家事

掠働を :1 1 : 能率的にする j決貼七けを思ひ切って1¥余かないと 、一生の1 / 1にどれ? ごり時1mとエネ

J レギーの損をするかj:JI れないといふ気が致します。それには品数の部屋を洋風に使ふ? こめ

にJ栄光その他に色々工夫をめぐらすことも必要になってくるかと思ひます。品と洋風の設

備とを 、 美 ｾＱ ｊｩＮ の ｟ Ｑ ＭＭ からもＩｲｊ ｪ 全の Ｑ Ｍ からも、どう調和させて行くか、雨方のｦｊｪ ｾ 里 ｬｍ ＮＺＧ け切 り 敵

して長所t.: v1組合せられるものかどうか、といよ、やうなことは私共が買| 際問題として専門

家の方に伺ひ? こ L 、大きな問題の 一つです。

×  ×  

ノj 、さい位宅の rl lで犬釘: ヵ: 別々の書粛を持つことは不可能な場合も多いでせうが、家庭婦

人の毅養を? とやかくいふJ J i J -に、 どんなに小さ〈てもい〉主抗・専用の書痛、会間取 りの中に加l

へては どうでせう。その前に行げば自然に何か読みにくなるやうな位置と採光とを? 持つに

机を興へられ〉ば、大抵の主富市が、新極的に自分の物の時11日金持ち? こい才fj ひを起し、柴し

い気持で家事労働の介理化をはかるのではないかと思ひます。

偶々はん lまな時I[ 日が飴つでも 、ー寸経机を窓際まで運んで ー といふのではつひおしゃ

べりでもしてゐ? こ方がまし7ごといふことになります白書粛といって誤弊があれば、所謂夫

人宅でもかまひません。1 l :llf!{ の都合がつかなりれば納戸の; ; - 問、或ひは化粧部屋、裁 縫 部

屋を粂ねてもい〉でせう。? こ Y 家族全瞳の居1mとは別になった主婦一人の避難場所であ れ

ばよいのです。その中で家ー事に散漫になっ? こ頭伝統一し、白山に読み 、自rhに書ける部屋

が持ち? こ いのです。これは働いてゐる女の我備な言分で、賀際には必要のな いこと Tごと 見

る方も津山あるかもうel j れません。

併し現在、若い主婦- 達の[[ ，:J にはかういよ、希望を多少左も持ってゐる人が少 〈ないや うで

すから 、 この一種の歩のやうな才Ａ＿ひも、中流以下の小住宅の ｾｉｉ にまでも段々と聞き届けら

れ抑人の向トーの大きな援けとなるのではなし 、かと思ひます。

×  ×  

専門家に伺ふと 、住宅のZ13命は 、殊に都合地のそれは案外短いものt.: さうですが、それ

は別としても 、私共は前親達のやうに家主? 固定しにものとして考へることができません。

今住み?こい家は決して五十にも六十にもなって住み?こい家ではな い筈?ごと思ひま す。 若い
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1mは高事前回的であり 7こい。働き 、勉強含し 、生 1，11をグングン推進めて行〈震の位宅であ

りにし 、。その 中で求める慰安も休息、もに Y 明日の活働に備へる＿こめで 、 休息のｾの休息 、

慰安の需の慰安であってはならないと思ひます。

例へば暖房の問題一つの考へ方 lこしても 、今スト { ヴをごつ置くのは樹裂にも家中の温

度を快適にして 、充分に仕事の能率をあげにいからで、初iやお婆さんがTこY 消極的に i授か

さをもとめるやうな気持からではありません。一つ置くか- つ置くかによってどれピげ各

の活動力が鎧ってくるか、計算しに上のl'E行ですD

家の敷地の民 Ｚ さや場所も齢とっての家は 、 都心ｾ鍛れ ｦ こ閑寂第ーで庭を主主し＿こ国間住

宅もい〉でせうが、キ9:J の出勤に一分を寄与五、却J 入、 しかもそれが共稼ぎででもあれば、一日

の中庭に出て楽しなやうな 11院は殆んどないのですから、敷地は狭くてもよい 、剖J先への便

利な場所が望ましし庭の院さよりも家に Ａｾｊｊ 陽が充分入るかどうかが問題になって参りま

せう。し か し今の様な生 ｦ ＱＵ が幾年 ｦｴｬ くかそれは分りません ｏ 或ひは今は一時的のｾ犬態であ

るかも知れない 、職 業や家族の控化楠減が、いつどうなるか計切、11れない私共の場合では

住みよい自分の家に住みにい希望 と共に今の生日から捻測って家主? 建てる主いふことは、

物 質 的負 捨 が少〈ないピ げ に 相 北 汚 へものです ｄ 心の不安 定の ｮｬ 二 、 ｉｪｾ途午端な貸家住ひ

を今のところ やめることも、改造することもできないのを? 本常に残念に思ひます。
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市街地建築物法施行規則改正規定解説

浅 野新

去る 6月2111 内務宥令第25減を' 以 て市街地位築物法施行規則 rl' ー郊の改正が行 I;Ul l'! 1l ¥J 'tl 抱 け17: 。

今 回の改正は之迄行ばれれ応次の改正と趣を Ａｊｾ にし 、 構ｩｬｬＺ強度に附する事境のみであって 、 そのけ Ｑ でも

稲Ｃの事情により構造材料の許容強度の冷たと床 ｴｾ［ 院荷重の腕 ｩ 威といふー凡消径約と見られる攻王が

: t E ! 幹となってゐる 。

改正の主要なる理由 としては近年構造強度計算7j 法が iffi 歩し施工技術がをを注して注築物の弧皮上の

信照性が耳またしれ事により 、 従 * l!.l A ｾな安全 家主＿必要 としない絞になっ Ｗ こ といふ鮎が強調 さ れてゐ

る、 計算方法lま逗ーんだ主 lま云へ まだまた' 皐J i J 二|援 1*な鮎11:多く 、 然 ｌ 新し ｌ づ ＱＧｾＷｈ 去 に基ついて 巡ら

れ1: 建築物が，ktご大地震の設な大自然の試練i " ' 受げてゐな いのでみる から果して' ; 1 ¥皮が充分でゐ るか

確かなJ j i. (ま卵j らな いのである。 この当日立災害時に正l l : 築物に加はるべき自然カその L の、性情及大きさ

について充分的確な7刺直営 以て恐度計算が質施されてゐる とは 断 言 IIH! とな い現状に於ては考慮 すべき

駄であるに 、迅な L 、。 ぞれ故吾々技術者は今 回の改正を背水の陣として技術の信用維持の j宅には従 来に

比しー府強度計算の挺使命に目箆め 、合理的にして無駄のな い設計を? なし、 ;z設計 者 の意志の確貨な

る 主主行合期して施行におり 以て 少 い ｬＧｴ 用で許にイヰする強度のものを ｾｉｊ 上げなげればならな いと 信子

るo Jtrr くして始めて今回 の改正が建築工芸易及技術の iliUP・0 ( 1止し少 い材料で従来の往築物 より丈夫なzl l :

築物を泣らしめ るとい ふ主位歩的意義を獲得する のでみ b、「消侮 J 1七して If:i 'i 倍」と なるので めって改

_ i F . の民意孫自ヶ解する L のと云へ るであらう。

以ド傑Sr; 建って PH際文と 1トtft脅しっ、改_ i F . {! 際文の解 説をする司王とする 。

改 _iF. イ傑 女 訴 { 際 交

第 44係 構 造 用 「 コ ン ク リ ー 卜j 及「モルタ ルJ I 第 441傑 紙迷期 「コンクリ ー卜 」及「モルタル」

ノ原料ト鍔 スヘキ 「セ メン ト」ノ、商工省告示 11 1  ノ原料ト主主 λ へキ「セメン 卜」ノ、商工省告示ト!

本標準規絡第28披叉ノ、第29減 ノ規定 = 依リ合格 | 本懐準規給第28減叉ノ、第29盟主 ノ規定= 依 リ合給

与/ タルモ ノナルコ トヲ要ス |  シタルモ ノナ ルコ トヲ要ス

構造用医延鋼材ノ、商工省告示日本標準規格第20 I  格造用鋼材ノ、商工省告示 日本標準規格第20披ノ

披 ノ規定= 依ノL 品Tl 以ートノモノナルコ トヲ要 λ | 規定= 依ノレ品質以上ノモ ノナノレ コト ヲ要 λ

近1時I.:ll: 築格l l I 用鋼材として 日本懐準規絡第 20盟主に規定せられれ る 座延鋼材の他に錦鋼や鋼管τ等 b f史

1) 

用しれき要求がゐ h 此等の鋼についてはその品質に冊目し夫々の傑準規絡がめり之に従って生産され

てゐ るのであってその品質は J E  S20の規定に依 る品質以上とは宕{ 放し縫い L のでゐ るが そ の 特 性o

よ〈理解して用ひれば充分建築照鋼 材として使用し得るものでゐる o 叉建築用鋼材として錬; 銭や時畿

の使用ｩＢＧも拒んでゐな いとい ふ ｊｊｾ 賓と均衡を Ｑｾ ｊＺしめる ｊ 二力、ら去っても 使用 ｯ 認むべきものでめる 。

従って J E  ｓＲＰ の規定に依る品質 以 上れるべしといム規定によってその使用を拒否 する のはタｾｾｾＧでな

九 又比等の鋼材はその使用も現在の慮極めて稀でゐるので本僚に於ては喰延歴鋼材の みについて規定
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するやう改め もれれのでみる 。 今後取接工法のJ ! i ! ，用が魔になるにつれ て鈴鋼ぷや鋼管等営 使用しれき

要求が府ノくすると忠、ばれるのでめって本係の改] f は時官に遡つ1: 1 . ，の主忠ばれ る。

第 83線 建 物 ノ 構 造 二 使 用 ス ル 剣 叉 J 、銀銭ノ主要| 第83保 往 物 ノ 株l l i =使用 λ J t- 鋼 又ノ、錬銭 ノ主 要

ナル鋼材 ノ接合エノ、地方長官己ムヲ件ス 卜認 ム | ナル鋼材ノ接合= ノ、地力長官己ムヲ件ス ト認ム

ル筋合叉ノ、支障ナシ ト認 ムル場合ノ外「リペッ | ル場合叉 ハ文|鈴 ナシ H i . 忍ムル務合ノタト「リ ペッ

ト」 ヲ{ 定用スへシ |  トJ ヲ使用スヘシ

接合用「リベット 」又ハ「オマ ール トj ノ'1' 心距 | 接合用 「リペット J ;. い、「ポ ール トJ /  '1' 心距

出世ノ、共ノ i直径 ノ2伶牛永首相・ ト、 共ノ '1' 心 ト材 端 | 車 Ｑ レ、 ｊｾ ノ ｦｦｩｕ 望 ノ Ｒ 供牟永漏ト英ノ中心ト材端 卜

トノ 距出 Ａ￉ ノ、［ｬｾノ直径 Ｏ 2  ｦ 存未加ートｾ［ え ヘカラ λｼ ノ距再 ｉ ￉ ノ、 Ｉｾ /  ｩ 町 Ｚｦｾ ノ Ｑ Ｑｩ存牟未満 ト 符 λ へカラス

第 102係改正の結果「リベット」及 1;1; ' ール トJ の主主捻際カ' i t ' J f i " す司王となるので佐規定の俵では鋼材

端の尻抜げによ り破嘆する良がめるので之を防止する 1: め材の主要燃力の方向の材端の係長の最小限

を府大し 1: のである。「 リベッ トj 及 1;1; ' ール ト」の相瓦の間隔についてはB'I に改正の宴会認めな いの

で訴規定の俄となってゐる。

このもEf ト 「材端J といふのは材の主要l P f : 力の方向 と卒行な7) 向に j冷げる材の 「終端 J ｾ意味する。

第 i 闘

d  ］鋲の公 務ヰ直 ｦｊＡｾ

，1， = 鋲孔 の直径 C J  E  S  39)  

el 主主2d 2dl が遁常

e 2 註 1. 25dl l .5dl " " "  

e  主主2.5d 3dl  '1 "  "  

す + + 令 子

ξ 卜e十e 十 e十|

:h ノ 方 向

従って材のよー要

際力の方向に直

角なカ向に於げ

る材の縁端と 之

に最近接してゐ

るS兵の中，むとの

距般に ついては

何等規定されて

ゐない事になる 。 之は少〈 共 J E  ＵＳＹ に規定 の月 ｉ ｲ ｾ ＱＧｬ鋲孔僚の Ｑ ＲＵＱ ヰ以上 でゐ る ｾ ｊｈ Ｂ，要 し 、 鋲孔径の Ｑ ＮＵ

イ存程度が遁蛍と考へ C れてゐる。( 第 1 i酉参照〕

第 101係 強 度言十算= 遁用スル各有I材料ノ重量 ノ | 第 101係 強度計算= 遁用エ ル各種材料ノ重量 ノ

最小限左 ノ如シ |  最 小 限 左 / f，t nシ

材 料 重 iil: C庖〕 材 料 重 盆〈庖〉

煉 宝石 WII立方米 = 1寸 1900. 0 妹、 主主 積 l立方米= 付 1900. 0

花 l市i 岩 及 安 山 岩 4  2500. 0  花 | 品 ! 岩 及 安 山 岩 4  2500. 0  

砂刺 叉ノ、l i ' t - 石' 7 i袋苅骨豊 トセ 砂利又 ノ、砕石ヲ凝フ巳骨量 トセ

ル「コンクリ ート J 及 鍛 筋 多 2300. 0 ノレ「コンクリート」及銭 筋 ?  2300. 0 

「コンクリ ート 」 「コンク リート 」

エギ 、 ヱソ' マツ 、ト ドマツ

?  450. 0  

トウヒ 、イイエギ 、ペイツガ

キ2
会 570. 0  

ヒバ、 ペイヒ 、ヒノキ 、モミ 4  500. 0  

アカマツ 、 クロ 7 ツ、 ッカ'

4多 550. 0 

ペイマツ

i鈎 100j'[ 力籾! = 付 0. 785

杉、術、海縦道 「オレゴンパイ
多 460. 0  

ンj 北 松 ノ 類

鋼 100立方糎こ付0.785

宝石 ( 立土7 ' ! 徐タ〉 1. 2j "方米ニ{ 、J' 60. 0 天王t 0 1:士ヲ除タ〉 1. 2j " 方米=付 60. 0 

茸土、壁土及漆喰 l立 13米ニ iJ 1600. 0 葺士、壁土及漆喰 l立方米= 付 1600. 0
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第 102ft葉の改正 lこ伴ひ木材の名格設に干c ，li 類 全 射jJ n 及び整理すると共に言者方面 の 質 験 結 果に基 き そ の 室

長 に 修iF. 合 加 へ t: のであって、 必に j冷て I <L) J 米に {. j'20厄' 0 杉に j冷て l立 方対立に H IO貯を減じ 1: 。何 本

保及第 ＱＰＲ 保全泡じ木材の名干停を皐名 ［ ｂｕｳｩ 花 ｪｪ￬ 去に準じ片仮名 ｾ ｉｾ に改められ ＱＺ 。

貫主 102f際 限度計算二於テ建築物 ノ 各祁分ニメ ｉｾ～

へキ舷力車文ノ、各部ー材料 = f.j-;友 ノ限 度 ヲ 超 過 ス へ

カ ラ z

材 料 |手助皮( I司般的|脚力陸出?
| 腕 z 付 瓦01皮 "' 1皮" ， I[ 支 4

ス ギ1 1  

エ ゾ マ ツ 1

ｬ Ｚｬγｾ ｉ＠ 60. 01 70.0:  7. 01 70.0  

ベ イ ス ギI I  1  

ペ イ ツ ガI 1  

ヒ ノ:1

τ でアｾ
ア カ マ ッ

ク ロ マ ツ

カ'

ク
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U

n

u
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u
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u
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95. 0 

7- -1' ｾ ｴＭ ｉ＠

22 !  

と 出

雲間 1

I

11

瓦耳石l

(砂利叉 !

神 石 6  

30. 01  3.01  3. 01  3. 0  

医 延

700. 0 

1400. 0[1400. 01  ! リペ11400.0

銅Ir ｾ ペツ Ｑ ， J ノI ｉｾμ＠
恨11!!i = 濁シテ 1テハ

2500.01  11000. 0 

餓1 850.01  850.01  550. 01  850. 0 

餓1 850. 01
200

. 01  200.01200.0  

錬

若草

第 102il 朱 限 度 計 算 = 於 テ 建 築 物 / 各部 分 ニ 生 ス

へキ限り J皮ノ、各種材料こ付メ王 ノ限 度 7 超 過 λ へ

カ ラ ス

材 料 | 削握力皮( ｉ 卒陣張力限努 力 ｉ ｾ 制 ｬ カ
|万事車二十j 庖 )1皮 "， 1皮 斗度

係

ヰ去

愉、 陪|

存 汀 醇 酉

松 ノ類 l  

訂正司

副蝕 111岩|

煉 沢 被l

銅hJ1?1川 ω0. 011200. 0

Ａ ＿ 堅二 部 Ｎｾ ｉ I  

餓 1 850.01  850. 01  550. 01  850. 0 

餓 850.01200.01  200.01200. 0 

30. 0 3. 01  3. 01  3.0  

中次

Iil¥ 

書草

部I表 二於ケノレ「コ ンク リート」ノ調合 制 合ノ、容 積 1 1計I茨 = 於ケル「コンクリ ート 」 ノ調合 割 合ノ、容 積

ヲ以 テシ「 セメ ン ト」ノ、 1500キ ロ グ ラ ム ヲ 以 テ I 1 ヲ以 テシ「セメン ト」ノ、1500キ ロ グラ ム ヲ以 テ l

立 方 米 トλ 1  :立方 米 トス

座延銅= シテ下降伏! f i f . { カ皮 12fS- Jj センチメ ートル

ニ IJ 3500キ ログラム 以 上 ノモ ノ ( リベッ ト二在 リ

テノ 、賂 張 ｾｾ ｴ 皮 ｩ 卒 カセン チ メートノレ ユイナ5000キロ

グラム 以 上 ノモ ノ〉ノ俗、カ皮ニ付 T ノ、第 11J{ ノ限

度= 依ラザルコト ヲ件
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品質待 こ劣等 ナリト 認 ムノレモノこ 主主シテ ハ地 方長 | 品質待= 劣等ナ リト 認 ムノレモノユ劃シテノ、地方長

官ノ、第 1J.:頁 ノ限度 7 低下セ シムルコト ヲ得 | 官ノ、第 1:t:頁 ノ限度ヲ低下セシ ムノレコト ヲ得

2)  

構造材料の強度計算上の言キ容癒力皮は夫々の材料のカ墜均株性に燃じてその破援強度叉は下降伏) ! i 1 ¥

カ皮に劃して適言ぎの安全家を保有す るやうに決定 きれなげればな らな し、。 数年来製界に於て研究せら

れれ る結果に基き木材及竪延鋼材の許容舷カ皮に除I し右の原理に依り全面的修正が施され? このでめ る。

今材料の種類，BIJ に改正要旨を述べれば衣の湿りである。

( 1) 木材Ｈ第 ｉ ｾ 頁及第 Ｓ ｾ 頁の改正及第 Ｔ ｾ 頁の追加〉

楽及際の熔、ｾカ皮に ｦ 寸き夫 ＭＧ＼ＲＲ ＷＰ 及 ＱＱ Ｅ の低減となっ Ｗ 二外全般的 ｬ こ Ｖ 乃至 ＴＰ ＷＰ の増加となっ ＱＺ 。 規定の

賂力皮は破壊恐皮に主主して大鐙6内外の安全率 五? 有してゐる o fi荷建築物設計上の便宜の局規定樹種の歎

が増加 され? こ。但し侍 に腐蝕削れ等の著し い ものとか際カ方向に封して繊維の方向が著しく不利な材

とか節や目首査のｆｦＮ 在 が燃力に望書して者し〈材の強度自＿減損 す ると認められるや う な材に主主しては第 Ｔ ｾ

の規定に依り第 ｉ ｾ 頁の許容強度が遁蛍に減少認定せられる事があ る 。

( 2)  医延鋼Ｈ第 ｉ ｾ 頁及 第 Ｓ ｾ 頁の改正及第 Ｔ ｾ 頁の 這 ＱｭＩ

軟鋼な る用語[立、近年使用される事が少〈なつ7このと第44保との倒1糸{ e 明日まにする j宅とより之を懸延

銅色改められ1: 。堅延鏑を分って ( イ〉形鋼、鋼板、棒鋼等一般隣近用の Lの Cロ H リベット」及

心、〉高級鋼とし改正規定を説明すれば衣の逼りでゐ る。

( イ〉 形鋼、鋼 板、棒鋼等一般宝築総造用霊延鋼

従来 ＱＲＰＰ 冠毎卒 ＱＵ 糠でめつれ許容悩方向舷力皮〈許容態ｾ力度 、 許容燃張力皮及許容際的力皮〉が ＱＴＰＰ

庖毎平方糎に叉従来 ＸＰＰ 冠毎卒 ＱＳ 糠でめっ ＱＺｾ 許容賂努力皮が ＷＰＰ 庖毎卒ＧカＧｬＱＡ曜に改められれ。 言i-容高!U方 向

舷力皮を上昇しれのは近年構造限度計算が頓に精薪 化すると 共 に施工技術が進歩し確賞優秀な施工が

可能となつにので建築物の強度に謝する信慣性が増大しれから計算上の不明確性や施工の不確質性に

基づく妖翁の愛生に備へる錫の強度上の俗、裕を従来型大に採る! 必要を認めない伐になっ i : j 号である。

その七J i I - の結果安全互容は大穂如何程になるかと去へ! ま J E  5 20の自主延鋼材の下降伏際カ皮は引張強度

の大穂0. 5乃至。7侍( 稀に比等の限界外に :11 るL のもある〉で卒均0.6fi存でめ るから最低強度39庖毎卒

Ｇｊ ￯ 糠のものに霊堂しでも下降伏舷カ皮に謝して ＱＮ Ｖ Ｗ の安全率五ｾＭ［白 ｦ してゐる。濁逸工業規格 ｄＱ ｎ 1050によ

れば J E  520の鋼材に略等し〈寧ろ 51i ' ¥皮の精 h 劣ちる 5t 37. 12 ( 下降伏降、カ皮24- 28kgJ cm
2

、引張限

度37- 45 kgfcm
2

) に聖堂して許容納方向隠カ皮 1400厄毎卒カ糎となって居 h強度言十算も彼に比肩し得る

程度の聖堂主主をし1: 今 日に於ては今次の改正が遁常なものでゐる事力: 推測され る。

日量滋筋 コン ク リート 用棒鋼に於ては直径 に針する日本標準規絡の公差( J  E  5  24) が直俊25粍以下

のものに劃しては一家に土 0. 5mmとなり 居 h従って最悪の坂ー合を考へると規格に合絡す る品でめって

も各積公務 直径のものに重苦してその資筋商伎が計算上仮定 す る鈎i商積に比し吹表( 第 l表〕の如〈減少

してゐる 務合があ り得る。

第 表

公 務 直 径 16  19 22 25 28 32 

町、守、

質l Wr 商 政

仮 定 断 面 積 メ

89.2  1  91.8  I  93. 9 96. 3 96目 i 96. 1 
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従って Ｙ 粍筋のｾ｛ｫ草間合科ト忠をｾ 9粍筋として使用するに j冷ては恰も託ユ容紬"}jroJ J ! I. f¥カ皮合 1572庖毎4' - ブJ 測

に上昇しれと同じ事になりその安全恋が下降伏隠カ皮に到して 1. 48駕皮とな るJ!ZIJ; ib る。 餓 筋 コ ンク

リー ト材に於ては銭筋の引5&ffff¥カ皮カ: 下降伏際、力皮に aーする l侍はコンク リート に著し い亀裂が入り司王

ｾ上破壊と税なげればな らな い状態になるので めるから 今後 俄筋を使用す る 第合には この鮎について

遡，ｾｾＮな ｩ 主意が必要となるでめらう。殊に最近市街品の大郊分ＱＺ ｗｩ 抑制 Ｑ 物でゐって祝絡に合絡する範聞

でなるべくまｦｉｬｾ、ものを＿造るとい ｊ 、状態にめるのでＭｽ菅沌訟が必要でその内でも直 径 ｩ ｬＹ 粍以下の俄筋に

於て特に法怠する必要がめる 。王者 し強度計算に於て! 士 j:J¥7)2の許容限度1;' 大惚 土5メ程度を伺僚としてゐ

るのに材料の断面訟に於て ＱＰ Ｗｯｾ超える如き大談 会堂認めて おく司 ｾｩ ま Ｑ ｊＧＮ ＳＱ そない潔でめる ｯｾ 苛諸外闘の規

定に於げる俄筋コンクリート用棒鋼の許容引張際カ皮合淡示すれば次炎( 第2表〉の如くでゐって 14. ∞

厄毎Z子力寝耳と いふの[ 対日常市 L 、値でゐる事がわかる 。 叉溺逸では銭筋の許容引抜惚力皮ｾ 1400厄4l }占平

方糠に採 る答合は一般にコンクリ ー トも 20糎立 j J の直 6 Wi 程状試験日E に依 る材齢28 日に於げる陸続 強

度 ( W b28) が 160底毎2f - ブ7糠以上でゐる事会要する事となってゐる。

ｾ［＠ 2 決 餓 筋 の 許 容引張舷力皮〈豊川( [ はkgfcm
2
J' 1l 位〉

ま也 名 1.; 1t Ｚｾ立 ‘  遁 鋼 お 級 鋼

1250 一 般 1600 降 伏 貼 3000のもの

ＱＴ ＮＰＰ れ風扇ＱＮ｛も堅者に引緩 、五棋 ｰ 張劫伺程の時ｾ何度に ｌ れの考考かメ慮 戚以の 彰 響o考慮 185C 降 伏 匙 30ω のものロ iノ ア 1931 1500 

Ｑ ＶｾＰ＠

旦 何 下 ，

iノ カ
コ I 1931 I附 の 泊1265

7  =; :y λ  i  1932 I  問 、非 常 酌

フ 伏黒占の53- 6070

ｉｾ 榊 ｊ s年 和 問引張 強 度

のバ以下

リ ー I1932 I  1200 

1200 St 37 一 般

1800 St 52に2床T12版形W及;梁b2矩及8形そ二三断の22他面5  トイツ
1400 St 37但し厚7cm以下の床板に 1500 St 5  のおi面

t銀筋コンクリ 1937 
於て !I. 許さすエ 伺し一般 のコン

但し一般にはWb28主主 120 クリ ー卜 が必要

ート 協 合 峨筋の最大直径26川 m以 F の場合!ま 計>>11の都合につ いてばかlに緩和規

Wb28二三 160の コンクリートが必要
定ゐり

I  1934  1  il 吋 腕イ ギ リ ス 1934  試 験 す る 時 降 伏 黙 の45% | 降 伏 炉 問 17見以下

|  || l 265 無5薬梁品
z ユーヨーク 1934 !  1400 品 レール引抜餓線

1125 梁版 、 ＮＱｩＡ ｊｾｩ 補恨筋

校 : 降- 伏キ鮎幸 の40%且 160') 以下

Trager に有害な6 O 響なき tg合[ 土降伏黙の50%且 1800以 F

オ - 7'. トリー 1935 

ｉ ｾ 形索 、 主的では Ｒ ＰＰ Ｐ
T 形00梁、矩形梁では

1300 St 37  
メL鋼会使用する時1: 1高級 コンクリ

l  卜を ｾ￺･ 丹 Ｑ す

アメリ カコ 1936 1  1256 形 鋼
1  1 1400 一 般

クリー ト協令 1125 I D! 縮( 合成柱〉

l降伏貼の 5) 組 2100以下

但し )( inch C7mm) 以下 lこ限る

Ｈ此の ＲＰ 糠 ｾｌｪｽ の試験 Ｑｭ に依る強度と我国の標準試験惣＿こる直怨 ＱＵ 粧ＷＮＧ［ ［ ＳＰ 糠の阿筒形試験穏に依る

強度とを比較試寄金しれ経検公持1: なL 、が、 種々の? で験結巣を? 綜合推定する に略同絞の結果となるでゐ

らうと推測される。〉叉銭筋とコンクリ ー 卜と の許容賂 If}カ皮は 悶形断面の普泡銭筋の場合は 7疋 毎卒

5 9  VI I I  



っち糎でゐる が比の際討't力皮 は そ の費生機構に基づく 特 性か ら考へでも 叉質際の施工状態から考へでも

信頼 性 が乏し い から 諸外閣に 於 て ｌ 次 表Ｈ ｾＧＱ Ｓ まり に 示 す立 ＱＱ <  7Ji.王4ij，卒 方組ーが最夜となって居り之を上

昇 させ件る {徐裕 は依り ないと考へ られる o 従 って今回銭筋 の許容際張力皮 を上昇さ せ f こについては餓

筋のm. ね機手の重ねの長 さ及繊筋末端 の孤: 者長については再吟味 の必要がある 。

第 3 表 餓筋のコンク リートに 妻せする 許 容舷滑力皮

地 名 | 制定年 |
許 容

聴号、 i' 1'; カ
度

ロ i ノ

ア 11931 

¥ ｾ… Ｘ＠ ( 丸鋼〉

1  :2・4 W石コンクリ ート の時

4，9kg/cm
2

主聖是

子、通高級丸又は 角鋼

シ カ
" ，.  1931 

3，5  1/ の比2; 1以 ドの卒銭

7. 0 "  
担上り 餓筋

ffI<形俄筋 ｾｩＧｉ列車皮の ｘ 且 Ｗｫ ｧＯ｣ｭ Ｒ 以 ｆ

プ ラ ン エ I 1932J  

タ リ ー I 1932 I  

直 後 ＲＵｭｭ 以ド の銭筋 に 劃し て はその 熔滑カ 皮 ｔｬｾ 計 算するに及ばす［￲ｬ，
直すJ t!:なEる俄筋のみな る海合は14 7 - 7 ・筋の有無を 問{ま す'次 の公式により憾滑

F ' イツ銭筋 コ

を計 算すべし T I =一一

U.Z  

ンタ リー卜 協 1932 

夜 lこU ti 餓繁の関長 Z tま際張鍛筋の 川 よ り 断面の胸 中心迄の距離充

分な る歎の り 曲げ筋ゐ りて ＷＭＷ ・筋 と 共 に 全斜 引 張 ｾカを受 容 し得る

〈現 行〉 掛計端陛を算噛合使骨格は用償さ録す取事Ｑ ｪＮ る引 Ｊｾ筋の 謄治力 皮の言惨 事に 努し て は劃 断力 の 半分のみ
令

るを ｾｾＡ 土
れれ る燃mカ皮カ ; 5kg/cm

2  ｾ 越ゆ る時 は銭筋 歎を増すか又は 餓 筋
>>11の; ] 法 により 碇着すべし

筋の般的カ皮 lま験するを要せ十

' リ ス | 附 |

三ユ ーヨーク || 1934 115760kd6 0cm2 巣: i ，I!Hi形8鍛餓筋筋

5  kg/cm
2  Wb28 = 180まで

r ース トリー 1935 6  -10 
t〆'  = 250まで

7  多
多 = 250以上

主0総. 、版、 ー力関 筋 基礎

ア メ リ カ
04Wb28 普主主俄筋、形鋼

コ Y クリ ート 1936 

O.  Ｐｾｗ｢ＲＸ＠ g.基4形俄筋

ニ; ] 向 刊i筋 礎

協 令
0. 03 Wb2  普g毛通俄筋、形鋼

0. 0375 11 形餓筋

濁逸 の規定 ( Best i mmungen des D eutschen  Ausschusses Hi. r 己目nbet on) に 依 れ ば 引張主筋 は な るべく

織手を造らな い事にし、 普遁梁、T 形梁及引5長材の引張主筋に於て は縄手 [まl筒所切りとし重ねの長 さ

はSt37の努合 は餓筋直径 の40倍以 上St 52の域合lま50倍以上となし 餓筋末端にはフックを附げねばな ら

ないm. になってゐる。 又我閣 の土木製合の餓筋コンク リート 標 準示;J 容によれば餓筋の重ねの長さは

餓筋直径の30倍以上となってゐる o 但し土木皐舎の 示 方舎では 餓 筋 の許 容引 張 際カ皮は Ｑ ＲＰＰ 庖毎 ｾ［ｪ

糠となってゐるのである。一方 餓 筋 の許容 引 張 舷カ皮 ｾ ＱＴ ＰＰ 庇毎卒 ［Ｉ 糎 とし許容際滑カ皮 ｾ Ｗ 疋毎卒カ

籾とするならば俄筋の周園に コ シクリ ート が充分まは る ものとし且 銭 筋末端の Ｗ ツクの影 響 ｾ無滅 す

れば重ねの長さは餓筋直径の了皮切 倍を要する事となる。 比 等の事情ｾ綜合して 考へる時は引張主筋

V I I 1 6 0  



の縫手の長さは今後減少〈共俄筋直径の30倍以上となすを? 要すると 4'へる。 部材端に於げる俄筋末端

の碇着長については従来の慣習は相蛍古車裕ゐるものと考へられるから次表( 第4表〉の如 き程 度 で充 分

でめ ると思ふ。

第 4 表 銭筋の碇着長及鍾そ「・長

磁 類 | 碇 着 長 〈 似 餓 筋 の 直 径 ) I  um 考

決 叫 主 筋 I 40d乃至うOd l 座 制 に 従 者、鍛 筋 称 は 7 ' / クを附す

日 主 筋 I 25d .13- 上
i  餓 附 lこはフックを附す

従* に絞べて施工の程度を一段と 向 上 さ せ る 必 要 が ゐ る か む コ ン ク リ ート の製作その他現ii:: 作 業 の

副長質化に注意する: ま勿論、 持にコンク リート の府l りが完全になるやう俄筋附l の間協及俄筋の被宮l J l l - 温

に繊筋と餓骨との距離等について設計 に際して問符なる注意が施 されねばならな L 、。

f肖，; キ容舷努力皮が700厄 毎 平 方 艇 に 低 r され了皮許容納 ]i 向際力皮 の半分にされれのは 内務省資表 の

改正要旨によれば「構造力製ヒノ定説= 準ヒ下降伏際力皮 7 狗象トシ テ之 ヲ 定 メ 同一 ノ安全密ヲ採用

シタルニ依ル J 由である 。材料力主義 l二の理論に依ると許容引張際カ皮 σal l owに潤してお・容s 1 断賂カ皮

4)  

r dlow はポアツソン比を I/ mとする時lま ral low三三 m ー σalI ow となすべきでゐって、mは鋼材に

- m +  I  

謝しては通常 3- 4 の鎚閣と考へて差し文へなし、から 、

ral lo- N 孟 3/ 4σalloN - 4/5 σ " lI ow =  0. 75σal l ow - 0.8 σaIl ow 

となる 。濁 逸 工 業 規 絡DI NI 050では0. 8σ al l oNZ' 採り SI 37. 12 に 濁 して許容努断燃カ皮を 11201句/c m
2

に

定めてゐる。 今計算上の使宣告? 考へ矩形断面の場合に卒均惚力皮のU: H' ，のみにて} 刊が足せる様に定め

るとすれば _ 3_ _g_ <'  ｾー 庁 ｡ｬｬ ｯｷ
2  F  主 m +  1  - でゐるから

_g_ _  rmean ど三一 mσ a l l ω = 0.5σal l 仰 - O. う3 σ all 酬

F  - = 呈 3 m 十 !

となり安全の錫に長低金探るとすれば丁度 ral l ow =  O.う σ al lo- N とすれば宜い4): となる。然しこの場

合に L 質 験 に よ れ ば r m悶 n =  0. 67σal l ow  - ＰＮＸσ｡ｬｬｯ Ｎｹ平日皮となる ｾ ｊ ｪＺ が知られてゐる。Ｈブむも純粋

のｾ断試験は賀行殆ど不可能なので ［ 右の賀験に於ても多少市 ＡｕＱ￯ｲｮｈ 忽カ皮を伴ってゐるのであるが 、 吾

々の取扱 J 、具惚的構造物に於ては即断舷力度の情] 越となる民主で純粋WJ 駒i惚カ皮のみ生じてゐる民主 l;t*i"i

無でゐるから此のｾ ｮＺは問題に はならな いと考へ られる。〉従って￟Ｑ断におしては従来の規定のｻ識で も

充分安全であつれと考へられるが今回の改正により更にーj奇安全皮を苅めれ事となると考へる。

〈ロ) r リイツト」

従来許容際、努力皮が800庖勾z卒 力 総 で あ っ7こものを 1000疋 毎Z子力測に叉飢111 Mに封する言キ容際医カ皮が

Ｑ ＵＰＰ ｊｩ王毎ＭＧｆＭ 方籾でめっ ＱＺ しのを ｾ ＲＵＰＰ 庖毎司王ブ ｊ 糠に 上昇させ ＱＺＰ 上昇の珪由 ｬ 立 、 Ｈイ〉に於げ ると同 様の

理由に依るの他諸者Eの事情ーによ り質験上の破壊強度が非常におし て' J ! ( 験によれば鋲接手の1 J ! J 断 強 度は 鋼

材の引 浪 恨皮以上 ｬ こなり飢 ｉ ｉ ｾ に針する際自主強度は鋼材の引税 ｧｾｾ 皮の Ｒ 倍以上となる〉ので従来の許容 ｾｭ

6  t  VI I I  



皮では安全Z容が大に過ぎると認められれ局である。D1N 1050 によれば その強皮我図の鋼材と特等しい

St ＳＴＮＱＳ を以て 遺つれ鋲 に 於て許容 ｗｾｩ 惚力皮を ＱＴＰＰ 庖毎卒方糠とし ｦｩ ｬｬｬ Ｇｍ に差せする許容隠密カ皮を

2800庖毎. > p : 方糠としてゐる。而して彼に於ては強度計算用鋲径としてはと主の鋲径に l粍を加へれ る打 ち

上り鋲包即ち規格上の鋲孔包含使用してゐるが我図に於て使用してゐる ] E  S39 のまA孔径は 16粍迄ば

彼と同じであるが 19料以上のものに於ては彼より 0. 5粍大である司王及彼に は無L 、が、我国ではその襲来

を究 i香しなげればな C，ない大地震等を考慮する時は今回の改正による許容舷カ皮は安嘗なるものでめ

ると考へられる o 1;台規則j に於て は引張を受げる鋲につ いてはやI等の規定もないが我図に於ては引張周

鋲の使用は遂げ得られな い事情・にゐるからその許容国主力度を資料不充分乍らもー際定めておく必要が

ゐるのでs笛定的に 衣表( 第5"; え〉の立日〈に取扱' M十を定め? こ。

W;  5  ，え

種 駕i | 許容号 |倒 防 皮 |

丸 量ｾｾ
900庖毎卒j j 粧

鋲の許容民主力皮 .>p: 
}々J 正、

丸 皿 ｪｊｾ＠

皿 ｽｊｾ＠

樋 類 | 許 容 政 側 力 皮 | 許 制 15長 帥 皮 | 許 容 仰l墜惚カ皮

オず - )レ ト(/)

磨，h' - )レ 1. I  1000蹄 卒 カ 腕

許容際カ皮

1400庖毎卒ブ3艇 2500活毎卒方制

県 皮 ポ ールト |  980活毎卒力総j

熔 接 形 式 | 惚 カ 皮 種 別 | 工 務 係 援 | 羽 務 熔 接

各 被 附 熔 接 | 各 種 舷 力 皮 | 7糊 併 方 籾 |
660厄毎卒カ腕

熔接接手 の

引 5長 路 カ 皮 | 870 770  ?  4ι  

許容降、 j J 度

1WS 合 熔 銭 区 紡 隙 カ 反 |
990  ?  890 三多

現 断 憾 カ 皮 |
760 ?  660 4忌

ｦ 荷同表には序に，ｲＭＧ ー ノ レトの許 容賂カ皮及び熔接接子の ｾ￭ 二容ｩＡｉｦｦＺカ ｪ 立をナも掲げてゐ る。 此等lま何れ u江

い将来に是非質験を行って最も; 盗むなる数値に修正し7こし 、と 考へてゐる。 引張鋲については獄逸鋼総

進協合 CDeut schen Stahl bau-Ver band) 編 Stahl bau-Kalender ，1937 Iこ;，U殺する蕗によれば、成るべくは使

用を泣〈べきでめるが止むを ｾｾ� ない場合は ＳＰＰ 庖毎卒力戦迄｛ま使用して宜し とし 、 文 ｷｩ 、 として“ｂ｡ ｵ ｩｮ ｧ

enieur" 1929.  S. 473 Bradel 者: “ Ni，tverbi udung bei Zugbeauspruchung" なる論文があげてゐる。落し鋲

頭内部及鋲の幹部には大なる lniti l l Stress 存在すべく命鋲頭の位置正確を保し跳L、等の理由 により' 1 f

3)  

験による強度意外に小 さく比の如〈に定められにもの と忠はれる o 然し今 lniti al Stress 無きものと仮

定し、鋲頭が規柊湿り正しく出来てゐるものと仮定すれば丸鋲及王子鋲に於ては優に 1300庖毎司王方事国以

上の 許容賂 カ 皮を採りｾｾｽる ＴＱ ￯Ｚとなり叉従来我閣 に 於げる慣行としては鋼材の引張強度の ｙｊ 乃至Ｅを＿採

っ てｾそれから書官砲 の事情ーを考 ｪ 必し一際弘之の程度と定める ｾｊ ｦＮとし ＱＺ 。久沢 一 ノ 川 、の限度 に つ いて は ｄＱ ｎ

1050によれば我閣の棒鋼とその限度略等しく粉々劣ちる慮の〈我凶の棒鋼の 引政強度は 39- 47kg/ mmつ

v lI I 6 2  



51 38. 13  C引張強度 34- 45k，/mm2 T 降伏惚カ皮22- 27kg/ ｭｭｾ Ｉ よりな る ものに於て Ｕｴ 37.12の鋼材

の緊縮に使用せる時その許容舷カ皮が次表( 第6表〉の如くに定めてゐる事会参考とし倫鋲の隠カ皮と

第 6 表

引?長田Eカ度

ｆ ，，ｾの材料 より成る充質 ｌ 表 、 骨組 ｊ 王位に
於げ る場合 | ポ ールト

容 I 5t I市 坂 口 の 1 ｣Ｎｾ＠ 1. 7  1') 1  r > .  ，. 1  

ＰＰｾＱＲ Ｑ 生築月［釦 Ｔ ｼ ｓｴＳＷ Ｑ Ｒ Ｑ 5I 5! の 材 料

載 荷 揚 合

l及 2 I  1. &2  1  1  I 2  1  1  I  2  

960  1  1120  山 20l L3J 一一 一 一

一一一| 一 一 ← 一 一一 16801 1920 

2400 1  2800 凶 0032001- 一 一一

一 一 | ーー ト 一 一 一 4200 1  4800 

850 I  1000 11000:11001- 一一 一一一

一一一 | 一一ー ト一一一一 150日 1700 

設ー有一喜一否7 一一一一一

1000 

16つ0

1000 

I 克

1000 

計算 に用

ふる断面

建築物に於げ

る接手の極類

許

際、カ皮種別

51 3B-: l } 

5t 52 

51 38. 13  

51 52 

51 38. 13 

51 52 

E湾獄際、力度

磨 ，r-' ー ノレ ト ｪｦｩｬ ｊ ｾ 憶力皮

黒皮ホ・ ーノレ卜 皮

皮

度

カ

カ

カ

隠

燃

際

都

幽

霊

燥

野

側

引

2  

1100 

1800 

1100 

u50 

ア ン カー

ホ・ ールト

引張熔力皮

1100 

51 38. 13 1¥ 

S: 38:  I3 If 幹部獄面

5138.  13  I夫 断 面

5t 00. 12 

市 場 品 の

述築用銅州該 断 面

及 5t 37. 12 

51 52 1500 1700 

の憾衡をも考慮し 、叉ポ ーノレ 卜の使用を認めるのは滋して重要ならさ' る L のに聖書してでめり 、その使

用のｴ�，Ｚ合もよ叫史的少い事を考慮すると共に 、 時 ｭ 柄許し件る限りＧｴ ｾ￯ く定める方針 に て表の如 〈ー艇 決

定し ＱＺ 。黒皮 ， Ｑ マ ー ノ 川、 の ￥ｲ 容ｾｬｉ ｲ 熔力皮金 Ｙ ＸＰ ｊ ｩｴ 毎 ｺｰＮ ｪｪ 粧 とし れのは ｾｊｾ の許容 憶力皮との権衡上濁逸の

規定に於げる鍛造橋則前 一 ノ レト の ｩ許容総力度合採るのが遁 ｾｯｴ［ と考へられるにより同規定 に準ひ 鋼材の

許容怒張力皮の7劉を採つ1: のでゐる 。

( ノ 、 〕 高 級 鋼

近年製鋼法の進歩により J E  520 とか 5t 37 等に較べてカ拳約 t忠伎の更に優秀な る構造用鋼材が生産

され諸外図に於ては岐に質際に使用されてゐ るo 我箇に於て L この事あるを後期し既に昭和7年 l 月の

施行規則改正に際して比等の釧似をも使用し得 るやう第44U条第2疫の改正念行つにのでみ るが惜しい音色

許容弘皮に於て普通鍋と同ーの取扱を受げしめれが j需に経済上その! だ周五? 抑制する傾向がゐ h充 分 改

正の効果を稜揮する事が出来なかっ 1: 0 ぞれ故今回一般構近用墜延鋼材にして干降伏燃力度 Iz p. 方艇に

付3500足以 上のもの及び鋲材にして引張強度 l.zpj ) 纏に{ 、j. 5000庖以上のものに到しては第 l療の許容態

カ度に依 らなくて L 宜い旨の規定が加へ られ7このでゐる 。 之は 5おi主に於て使用されてゐる 5t 5i C5i li zト

umstahl ) 及 5t Cr -Cu ｃ ｃｨｲｯｭＭｋｵｰｦ･ｲ ｳ ｴ｡ｨｬ ，‘ Ｇｕ ｮｩ ｯｾ＠ Bauslョhl" と日子ばれてゐる) 5t う2及高級鋲銅 5144

の如きを回安に置いてゐるものと思はれる 。此等の鋼 材は何t1 b構造用 に使用 されて居りその規絡は

次表( 第7茨〉の遁りでゐ る。

第 7 表

下力降皮伏癒

最小仲m
D1N  1605 による 曲げ試験

厚 引張強度 亘!J!j) i強度 標栗占矩主Ｈｾ
C  HHげ角度 18(Pi こして外皮

，材 料

200.n m 
に 裂庇ｦｴＧ生 せＧｾＭることＩ
内!日l片手曲直径/ 防厚

mπE  ｫ ｧＯｭｭｾ＠ ｫ ｧ Ｏ ｭｭｾ＠ kg/ mm
2  

%  
摩 町 と卒|摩 町 と直

行な るブ7向 角の方向

6 3  VI J I  



丸鏑及小形鋼 1<  7 1最小50

主主 36 一一ー 20 2. 0 2. 0 

St 52 
医 延 形 鋼

> 18 1 52- 64 1ミ 35 I  - I  20  
2. 0  3. 0  

ポー川 鋼 及 ト ル ト| 山 2 1 孟 36 1  36 - 48  1  20 1  
2. 0  

5t  44 1  ｾｊ Ｈ，＠ 銅 | 山 2 1 - 1 - 1
23 0. 0 

1 50- 64  1  35- 37  1  - 1
20

-
30 

1  

SI Cr- Cu I  1 53- 64 1 36 - 40  1  - 1
20

-
30

1  

古材等にて腐蝕や庇等のあるものに望者してはその程度に舷じて第 Ｔ ｾ の規定によりｊ［ｦ［ Ｑ 項の許容惚カ皮

金低下せしめる事があ る。

ｦ 苛石材 、 焼、来も ｅ 及「コンクリ ー ト」の許容惚カ皮に ｈ ｾ 、 ては改正の要がなく 、 又錬織やま ＺＺｴ ｾ 裁の許容 惚

カl ! ! : 1こi、. j-l 、ては備考究の要がめるので勃れも m規定のちをとされ1: 。

第 105係 強度計算二適用スル各筒床ら!i i防荷重 ノ最

小限左 ノ虫日シ

床
ノ 手重 類

| 平 成 荷 主

(  12f S ; ] 米=付庖〉

ィI住7 宅f¥1 < タ( 別〉段ノ定アル部分 I 200 

|宿伎病 戸 又泊ノ イ主 主主室 |  200 

ノ、 j公苫 命1衆1 ノ 会賀 務 / 釘m | 事 務 室i
f具 集 部 室堂

300 

350 

ホ| 襲

操

室i ノ類 |
400 

踏

集破説 合 室

450 

百 貨 I占 rt 室1努諮

陳 列

動 皐 ヰl 500 

動 車 う也 1000 

i則 二 依 ノψ l

事長 室 卒 カ 米 = 付 400庖

ヲ下ルコ ト ヲｾｾトズ

リ 倉 庫 叉 ノ、 車庫2 f S ' ) ] 米= 付 400庖

ヲ Ｑ ごノ』コトヲｾｾ長ズ

住宅一屡 λ ノレモノ 200  

「 二 又 ホ 叫 レ モ ノ
350 

ヌ I品!又ノ、 へニ連絡スルモ ノ又ノ、多 450 

階段 人童文書ｾ集 λ ノ レ モ ノ ｾＧｾ ｦｩ 也Ｏ
モ ノ 300 

蔚 ( 住宅二 l混λ ノレモ/
150 

ノレ 塁露明上ノ、 注多勤務二使用 λ ノレモ ノ
350 

言 人数来集λ ノレモ ノ 450  

ｾｾｦ ｬ也 ノモ ノ 250  

V I I 1 6 4  

第 105係 強度計算ニ適用 λ ノレ各種床動荷重/ 最

小限;左ノ如シ

床 /  干重 類
lEb 荷米 重 l

(  1  平 方 ニ 付 庖 〉

11: 250 

事 務 九 病 院 ノ 類 |
37;) 

豊島
校 |

420  

集合臥 劇 場、棚 / 類 | 500  

商 川 列 室、陳 列 館 / 類 | 550  

倉庫 、 ｾｧｾ 庫 、 作業場等ニｻ、 ｪ テノ、 ｊｾ ノ質況］惚ズ

Ｉｾ遁Ｇ［［［ナル Ｑｗ ｊｬ 苛霊］依ノレヘシ

本保ノＳ￬ ｊｊ 荷重ノ、［ｦｾノ笈況］際ジ小梁ニ封シテノ、

ｾｾ ノ ＱＰ 分ノ ｬ 以内九六梁］封シテノ、 ｾｾノ ＱＰ

分ノ Ｒ 以内 Ｗ 、 柱］針シテノ、Ｉｾノ ＱＰ 分ノ Ｓ 以内ヲ

震カ計算= 閥シテノ、 共 ノ10分ノ 5以内 7 滅ズ ノレ

コ トヲ件、f旦シ ，(J ll 転、官j車、集令室、劇場、後

敷、陳列室等エ主主シテノ、本項! l l /J術室 ノ粧滅ヲ符

スコ トヲRr.ス



ヲ| 前各欄 ニ 記 絞 ナ キ 室 1 300 

1.待 ニ重 量 ノ4勿品プ位戦スル床ノ般戦荷重ノ、各

ｴ 凶 ノ 限度ニ � 句 ラズ ｊｾ ノ 貿 ｴ 兄ニ依ノレコ ト

2. 自動車単康自動車通路作業室等 ノ床= シテ大

ナル集 中荷重ヲ 受クノレ部分ニ付テノ、別 = 英 ノ

影響ヲカロフル コ ト

3. 衝# 久ハ振動者シキ機械設市ヲ有スル作業室

等 ノ積 殺 l苛重ノ、 10分 ノ2.5以上ノ 制上官 7 給 見

前 ｦ 頁 ノ積載荷 重 ノ、 ［Ｑｾ ノ貧況 ］隠ジ 小 設］重苦シ

テノ、英 ノ10分 ノ l以内ヲ 大深= 劉シテ ノ、A ノ10

分 ノ 2以内ヲ柱又 ノ、基礎ノ直I ! ! ! i 力= 開シテノ、共

Ｏ 支持スル床ノ敏］憾ジ次Ｏ割合以内 Ｗｾ 主力言十

数エ際1シテノ、 共 / 10分 ノ 5以内ヲ i威ズ ルコ トヲ

得但シ 集合室、講堂、税1主席、聴衆席、陳列室

倉庫、言書庫等 "'f寸テノ、比ノ I浪= 在ヲズ

高吟長 1 1  1  21  31  41  51  61J .t  

c 減 ノ制 合 | 合 | 刻 印i合¥¥5¥元

本保 タコ規定はた正 Ｙ ｾｰ Ｎ ｩ ｉｩ ｉ ｊ 定ぜ られ＿こしのでゐって 、 其の後司会築 ＧｊｬＭ に於げ る 獄皮計算及泡 工 技術の菅丞

等 に 基く建築物の構［釘呈度上の信ｭＺ Ｑｾｅ はｬｊＮｴ絞流主に附 する規定に 於ても従来の規定に於げ る 程大な る

安全率 五? 考産する要がな〈なつれので質際の状況を精細iこ調査し? こ結果に基き 、

向畝米諸国の規定を

も参考として之 を通話' に低下し、

且従来は官? 針金惚としての用治によってその値a定めて居つにのを

大嘘に於て個々の室の用途によって夫々の iidに謝して定める事とし、
叉従来は大 きく頬}]I I して摘記の

代表的用途の数が少かつにのを、
設11・上の f9I.Ea考ぷし諸種の用主主a絢濯し以て努めて町五日未タコ黙を少

〈する方 針 により 掲 ｾ Ｘ の用途の積績がＮｴｦｲ ｪｽ 日せられ＿こ。 此の皮の政成荷主の中には移動問H士七万、壁 に取

り付げる 棚や袋. l i li 品、天井等に釣るダク ト、定集、瓦斯水道等の西日線、
百E管等の重量{ 立見込 んでな い

から 、設，i十に営つては此等は悶定荷重の rl' に1必予7象定して置かなげればならな L 、。
叉l J . t級者!j重が原則

として 室の用途別に 鎚 る事と なるので将来模様債により室の用法を笈へ?こ くなる坊合、
時に補強を要

する事j; ;起り 得 るから設計に際しでは改め約束の鎚化a l . ，考古して、
約来用主主君塁i E のl必要が起つでも

支障が起らな い様にして置くのが多少工授はおんでも却って得策でゐら う。
向例へl; f 卒常は骨量操室で

あるが儀式の努合とかｾｾ年 ｬ 寅合の ＱＹ 合等に多人数Ｊ集し純然 Ｗ こる集合室又は議 堂 の用に供せられる如き

ものは鐙操室 と集合室との悶用主主a;; 白ーするも のでめ るから制限の厳な るものに依 らねばならな L 、。
:tJj: 

務所、公舎堂、劇者百貨活等に j冷げる合議室、喫煙室、休憩室、便所等の雑 室は総て300庖毎卒カ米以

上のw我荷重を採らなげればならな し、。
叉列]日 の普: ; ] i 室に在つでも金庫、特殊商品其他待に重量な る

物品を? 蔵置する場合があり又廊下、成問、
階段等 l二十円 、ても作業室に迩潟ーするもの等では重量物品を

運搬するのに日常使用せられる如き務合があり比の如ｾ坊合 ｬ こはその笈況により 積載荷重を適営 に定

めねばならな い。表に掲認されであ る自動車車庫及自動車遜路の積載荷重は荷重の局部的集中 につい

て考慮されて居 らなL 、から床板の設計に於てはイ也の用主主の部分と同様の計算方法を採用する場合には

夫 -，< 40%割槍し に しれ。{ 直、即ち 700瓦E毎司王 方米及 1400庖毎卒コ町長f'c以上のE釘品荷量a採る必要が ゐる。
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比のもお: 合小梁におしては此等の値 a l制以内軽減しでも宜L 、。又大梁に謝しては表の値をそのf盛用ひれ

ば宣< : 憶に到しでは表の値を所定の最大統: 成忍 よ り 1. 5; :0 a減じれる松減率の範亙に軽減して使用し

て差し支へ なし、。但し自動本の稔乙さ' る屋上階の積載; 荷重の軽減については所定の最大軽減恋を用ひて

差支へ なし、。倫又勿論普: i l l i l! 皆に於ては比の場合橋 42の計算7j 法等に準じて荷重の局昔日的主主 rl'a理論均

に詳細に 考怠してやって L 結構でめる o :x.. 7 ライホヰ ール等のつ いれ大霊長の機。戒が直接准1おの架桃

に支 へ られてゐるＺ伎な仮ｊＡ Ｉｊ 符し い 場合又は衝Ｎｾ著し い 場合に ＨＱ 民政［［， Ｑ 主Ｈ土 ＲＵ ＮＥ 以 上制晴ししなげれば

ならなし 、。 表に列司せられてゐるも!i 殺 J5毛ーはト i時.j ( 自動車車庫、 自動車通路〕を7除き続、て位戦荷重の

局部約集中 a考;，li しで刻} 脅ししてあるので床仮に比し大手る箇偵を支持する小浪、大梁、 柱基礎等に

霊堂しでは荷重集中の縫合が少い理由によって首・然磁我 :ilJ 重の軽減が許 されるのでゐってその軽減の事

は賓況に腔じて小夜に劃しては l淵以内を大渓に逃しては2割以内営、 住叉[ 士基礎の納7j 向カ( 直m: カ〉

に遣すしではその支持する府床の歎に賂じ表の如く !! Pち 2 Ｇ ， ｾｕ より Ｕ 分古 ｉｊ みに順次絃減率Ｎを上昇し最高 Ｕ ［Ｑ 制

以 内の惚;威が許される。但し集合室、議笠、在日程席、強主役席、陳列玄、 ＱＱＭ 庫 、 古庫等 ｬ こｻ 、 ｊ ｾ 、ては人: 1[11 

Mに も荷重が集中栽将される威力¥( ちるので将i成を許されな し、。 又抗日記: ( i 重の妙に小なる傾斜屋根はこ

の軽減に隙 ｩ し床とは若散されな い 。 性の ｾＮ［ｉｕＷｪ ni J カの算出は次の2つの力法が賞用的と忠はれる。

第 l 法

( 1 ) 鉛直荷重による判カ向カ l'l v

N，)  = 積載苛重の怯の車III 方向カに 狩する軽減率五? 考怠し双 院の支持する大梁を単純梁と考へJ t l i ' o

せ る前ll7i 向カ

ｎｬ ］ 蹟殺苛玄の程戒をた 宅誌 に到する ｉ 舵戒主主主 ｬ こ Ｑ ＱＺＺめてラ ー メンとして算出せる大ｾｾＧ Ｍ の端日目モ ー メ

ン トに基づく制力同J j ]

Nv =  N
J  

ート Nl  

( 2)  地 震 の *.L f - 力による 怖づi [iI JカNh

N = 設計用取] j 方向カ = Nv 1- Nh 

第 2 法

Nd = 同定荷重のみに閃る車IU7j [iIJ 力( ラ ー メンとしてJt:Il '，)  

Ne  = 各住に燃じその紬カ同j カIt mに倒して許され得る経減点Tごり債総荷重を全ラ ー メンに L I.

り粍i或してラ { メンとして算出せる紬7j 向カ〈之 a' J l 際求めるには自主宣告書なるラ ー メンに

軽減しな い 全政戦ｾ， ￏ 主のみを ｗￆ として泳殺しれる場合を解き 、 比の場合の性の車 ｉｉｉ 方向カ

に 各性の刺 ｩ 方向力に望者して許 さ れる磁殺荷重の程減 主 与を夫々の住の ｾＷｪ 肉 力に 乗じ更に必

要の際 ｛ 主税殺荷重の Ａｾ ｉｉ 分的減少に基づ く 修正念施すと い ふ方法 ｌ 一法でめる。 ｦ 日し獄事品荷

重 の 程;成a許 されな い州治の床を含むJ ; l i ，:合は この7j) 去( ; 1: 許されな し、。〉

Nv =  Nd  +  Ne  

N  =  Nv 十 Nh

一一 註 一一

1) 鋳 鋼に関 す る規 格(;J:. ]  E  S 6  

一般用縫目無鋼管に日目す る規絡は J t: S  18 
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強i斯管( 錬鍛 {e含む〉に除1する規絡l主

J  E  S  19 

2) 降; j C _ 域に於げる最低燃力皮 σ ruの事で

ある。 C:W; 21l i参照) 許容舷力皮を定め

る基準と してや'J 放下降伏賂カ皮堂氏る

か と云へ}f (  1  ) 降伏[ ま材料の破桜の

第 l 段階でめる。 ( 2) ｾｬＥｊｪￎｩコ ｙ 夕日 ー

卜叉はt露骨鍛筋コンクリ ート では鋼材

の降伏する時、 コンクリ ー トl二大なる

亀裂が校生し本質上の破} 突が始まる。

ＨＳＩ繰り巡し政 ＱＺＺ｛ を ｾ ＹＺＮげ る材 では繰り

返し惚カ皮が ｊ 材料の ｾｦＱＱ 性限度 σ ｅ 以 上

従って降 iJd位力皮又はそれ以上になる

と著しくみかを i威す，る。といふ事情に

図るの外、上降伏舷力皮 σ FOI こ絞ベて

草間7速度の影響を受げる事が少〈叉試

験 ｪ 干のｬｦｊ ｩｬ 筒形状による彩ｾが少いので

標準として、正確をおl し得る力、C でゐ

る。

Eデ

ｾ￟＠

llL 

E= 五

由恥

cr;; 
a  

jμ

ζ

 

E

 

r

ζ

 

第 2 [，凶

σ p  = 比例双皮

σ E  =')1;11全浪皮

σ 1 0  = 上降; え隠カ皮

σ Fu =下降; 1 . 際、力皮

σ B  = 引張恐皮

3)  Fri :dri ch  Bleich 苦 “ Stahl -hohcbaut，n" Bd 1， ｓ ＮＴ ＵＵ Ｍ ｾＮＵ Ｖ に於ては鋲の許容引張舷カ皮は鋼材の

許容引＿長舷 カ 皮の Ｑ ＯＲ Ｍ ＳＯＵ と定めるのがｽ＼ｴ ｌ 、と ｾｌｊ さ れてゐるがその賀験的恨故につ い ては不

明でめる。

4)  C. &c h und R. Baumann “ El aslizitJ t  und F esti ghil"  Ｑ ＹＲｾ Ｎ ，＠ S.  343。
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銭筋コンクソート計算園表に就いて

黒回 茂

昭和十二年六月廿一日台示の鍛材ー明、度に探って餓部の材JJ れまず巨来のものより約 16% 強の

低減を見 、 相首位 ｩｦｦ ＮＧｊＧ ｾ に千日・ｉｪとなっ ＱＺ のは大いに喜ぶべき事と ｉ ， ｾ， ｬ 、 ｄ J千ん餓筋コンクリ{

ト強度汁算に f二十さはるおはさいにも建築製作食表の梁j+I;"i ，交により 何等凶作を感ぜすもして

也 ちに利川 ｷ 米 ｬ 誠に感謝してを＿る次第であるが 、 ｔｃ 際 卜 ｊｉＧ ， ＿ￍＨるにげ敏速を要する場合 ｾ Ｍ ＱＧＰＷＺ

上の・3 子は少しでも少ない方が喜ばしい。従って fc.ft の1M子全 1，'i1A しft を1，400kg¥こcmと2と

め た ＴＵｫｧ ｜｣ ｣ｭ より ＶＰ ｫｧ ｜ ｣［ ｣ｭｃｉｲ 際使川し ｏＮｾｾ 屯悶内でＩ迄のものＱｲｸｦＮ ｩ置を作潤して見 ＱＺ 口

1白書喜? ? 護去の1 . 1 ; 本式誘導は苦々 に A¥P土S .M の加念及び桂と梁との掛係を I¥fJ Il に[1iJ へ作

るので以下の: 副表も同一形踏を? とった。

大111持制一点を詑l列すると

Fig1 はftJ c任立の場介の梁、版 、 の:iuj'l 衣であって 、M] bのcurveにより C
1
・及C

2
' (1リれかの場

合を決定して在米と 1;可ーJI J法とすれば良し、。

梁のー如き場介は ｃ Ｒ ・ ｃｕ ｦｶ･ を利川し 、 安伯なコンクリ ート ｬ こ 到し比較的 ￯ＺＧ［ｪ 似な ｾ ｬ Ｇ￬ｩￌ完全有効

lこ働かせる事( ま餓 i寸を少なくする- ' " に効果がある。即ちコンクリ ー ト断而は大きくなるが

C1・curve の事介はft = 15 x  fc なるも 、C ' 2の23介はft =  1， 40J 迄働かし得てコンク リート 断 而

の指定せられぎる場介は椛術的に有利である D

イnしコン ク リ{ ト :征と餓筋金との比に自づと限度ーがあり無I i fJ と銭筋を減す・るわり tこはゆ

かな い。

Fig2 :i ft =  1，400 kg¥巴cm( こしてfc = 45kg¥巴cm及び 60kg¥巳cmのご簡の場合を同一同 卜‘ に示

したの変化による相互刷係、舎は易〈しに。

Fi g3 志向川 でfc = 50、Zえぴ55の場f? を示 しである。

Fig 4 は粧の等涌月四百|副長で坂 t，g . 土殻去の基本式より誘導し? これ， fc 任意の場合のもので

N1b  curveにより C1・
C

2 何れかの場介金伏広し求めるものである。

mは1' ;，[筋比でー 150九外が有効1霊前町内に於りる m= 80:; 付近となる。

柱に於ては工場建築の如〈居蚊の少ないモーメントの大なるものは C l'. curve による場合

多〈高清の豆主大なるピルデ イン グの如きはC1curveのn1= 1. 0 以上のものが，jl l' ，;;J i多い肢に

忠 はれる 、柱の場合はfcの如何は Hl' ，::: i影響大であるが、C
2 による加さ場介は梁の場合の如

〈鍛務により左右せらる h を以て依り大差がない

Fig、5、6、7、8，まft = I，400 fc = 45.  ＵＰ 、町、 ＶＰ ＩＩ 各場合 に ｦ ・ｪＢｾ作 成しである。

Fig9 - 1より 9 - 10迄のものは正方断面 1 mf! ] より 30cm角迄のものを計算上の肉子を極度 tこ

7  1  VI I J  



減じ P とMより求 め得る如 〈しで ある等隔配筋1! i9: 1去である。

Fi gl0、 11 、 12は墜台殻去の矩J!孔t r= 1のもの，問形柾 p 陀突の弁 1，fc.  ft. 任意の場合金再

録して UE川の便宜i ' ｾ ｉ つにもの で ある 。

同点の如何に促平1J なるかを ｾｪｭ 感する引 々 は今次の如〈比較的 山 突の ｅ 京は ｬ 日 も ｊ ， ｉ Ｎ きをｾ nT 

t して認に1?とげにゾく郊である。
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!  *  新 建 築 欄 1

外 観

“ 松 菱 百 貨 庖 " ( 渓松〉 設計・中西六郎建築事務所・施工・大林組 1  VJ I I  



Vl lI 2 ・ ‘ 松 菱 百 貨 居 " ( 演松〉
設計・中西六郎建築事務所・施工・大林純



屋 上 装 飾 塔

l 階 2 F 百 周

装 飾 塔 夜 景

“ 松 菱 百 貨 庖 " c潰松〉 設計・中西六郎建築事務所・鍍Z ・ 大 林 組 3  VI I I  



株式省批「訟菱」新築工事概要

位 置 演必市鍛冶町

工 程 起 工 昭 和 十 一 年 七 刃 一日

峻 工 昭 和 十二年六 刃一日

敷地面債 533.  18坪

E主築面積 建 坪 390.04 ?  

延 坪 2600. 00 ?  

構 造 鍛筋混凝土進 地下 一 階 地 上 七 階

一部塔屋付

建 築 高 車干高 79.30尺 塔屋高 102. 00尺

装飾塔頂部 156.50尺

外 袋 正面並に雨側面 f51 イル」防、背面「ア

ート ガン リシン」吹 i寸、正面J l t し「ホワイ ト

プロンズ」鍍金仕上、庇し下部! 武石水磨仕上

宮市窓廻り「ホワイ トブロンズ」自主金、各窓は

f 7. チ ールサッシ ユ」六階「テラ λ J 手摺下

外部入測右水磨仕上、手摺金物銀色「ラツカ

- J 吹付、袋飾塔主骨豊餓筋混凝土造、餓板張

「ガラスプロック」積み

設計監督 中西六郎m築司王務所

施 工 株式合祉大林組

VI 1I 4 “ 松 菱 百 貨 庖 " ( 潰松〉

立 面 圃

6 階 卒 面 圃

3 階 卒 面 圃

暗・ • • 

.. .  • • 

，ι  .  • • 

ι--- • • 

ι 」ょニ刷、 -・ • 

阪計・中西六郎建築事務所・施工・大林組



外 観

1 階 平 面 圃

l 波 壇 2 機 械 室

3.4 控 室 う 歩 廊

6  男 子 便 所 7  締 人 便 所

8 玄 関 9 事 務 室

10 熔 接 室 11 使 所

12 食
三戸u邑.  

玄 関 ホ ー ル

“ 大 阪 軍 人 曾 舘 " 設計・第四師園経理部・ 施工 ・大 林 組 5  Vl lI 



l 演壇ヒ昔日 2 控 室 3 照明室

4 大講堂 上部 5 ｾミ底 Ｖ 歩廊

7.8 男 子 使 所 9 婦 人 便 所

10 洋式 小集合室 II 洋式集合室

12 使 月Ir 13 和式小集合室

14 和式集合室

2 階 卒 面 圏

洋 式 集 禽 室

VI I I  6 “ 大 阪 軍 人 曾 舘 "

貴 賓 室

設計 ・第四姉匪経理部・飽ヱ・大林組



和 式 集 曾 室

“ 大 阪 軍 人 曾 館 "

5 階 平 面 圃

l  演壇上部

3 照 明 室

5 映 潟 室

7 屋 上

和 式 小 集 曾 室

2 控 室

4 講 堂 上 部

6 機 械 室

設計・第四師園経理部・能ヱ・大林組 7  VI I I  



大阪軍人曾館エ恵概要

位 置 大 阪 市 東 区 京 橋 前I ノ町二番地

敷 地 面 積 七 五 二 坪 五 合、建物ノ、餓骨銭筋「 コ

シタリ ー卜 j 造 リ主要外壁ノ、淡宮町色卒磁器タイノレ

貼ト シ地階共三階建 = シ テ露翠ヲ有 A

工 事 期 間 一 年二ヶ 月 駐 邸 主 主 夫 前 目

従 業 員 延 人 員 三 高 一 千 五 百 人

工事設計監督 第四師国経理部

工 事 施 工 者 株式舎祉大林組

舎官官ノ 用途在郷軍人心紳鍛練ノ大道答タラシム

ノレト 同時= 炭ク コレヲ一般= 公開シ祷図健ノ利用

= 供シ枇合 ノ教化 =寄奥 A )レト 共= 倫ホ有事 ノ際

ノ、軍 ノ使用 = 供 スノレモノト 見

V I I 1 8 “ 大 阪 軍 人 曾 館 "

大 講 堂 観 覧 席

一 般 貧 堂

設計・第四師園経理部 ? 施 ヱ ・ 大 林 組

ー副h

. d: .  



外 観

階 卒 面 圃

閥

“ 松 下 電 気 産 業 株 式 禽 社 松 心 寮 " 設 計 ・ 石 川 寛 三 選 鏑 寧 務 所 ・ 施 工 ・ 中 道 組 9 v川



玄 関 ホ ー ル

1 階 ホ ー ) 1 "

V Il I  1 0  H 松 下 電 気 産 業 株 式 曾 社 松 心 寮 " 設 計 ・ 石 川 寛 三 建 築 事 務 所 ・ 錨 エ ・ 中 溢 組



修

寮

養 堂

..... 

主主

2 階 卒 函 圃

" 松 下 電 気 産 業 株 式 曾 社 松 心 寮 " 設計・石川寛三趨祭 事務所・施工・中自重組 1  1  VIII  



外 観

玄 関

V llI 1  2  “ 松 下 乾 電 池 株 式 曾 社 双 葉 寮 " 設 計 ・ 石 川 寛 三 趨 築 事 務 所 ・ 随 ヱ ・ 湯 島 組



膳

非 常 階 段 及 廻 廊

接

p 晶 司

主

I 階 平 面 圃

“ 松 下 乾 電 池 株 式 曾 社 双 葉 寮 " 設 計 ・ 石 川 寛 三 建 築 事 務 所 ・ 施 工 ・ 津 島 組 1  3  VI I I  



洗 面 所

浴 場

2 階 卒 面 画

V 川 1 4 .. 松 下 乾 電 池 株 式 曾 社 双 葉 寮 " 設 計 ・ 右 川 寛 三 建築事務所・施工・津島組



金 景

平 面 圏

観 覧 席

r

i

l

l

-」

舞 . 面 の l 例

( Archl ctectural  Recor d， J une， 1937よリ 〉

( キューバ) ハヴアナの野外劇場 建築家 Eugeni o Bat i sta 及 Aqui1es Maz a  1  5  VIII 



外 観

ガ ラ ス 盤 断 面 凪

、 、"'C:

この倉庫は Washi ngton 市の北西

に位して、地階付 6 階で倉庫荷重と

して計算されれフラッ ト・λ ラプ構

造で、一階には貨物搬入用軌道引込

み、上階に 倉庫及それに関する仕事

場にゐててゐる。外畿は柔肉色のエ

ナメルに仕上り !嫌気、 テラ コツタ及

び Owens IlI inoi s 社製のガラ z ・プ

ロックで全面を掩ってゐる 。猶 ヵ・予

見 ・プロックは凸版で示されてゐる

如〈サッシユで回定して、温度差 に

よる伸縮に備へてゐる。

か〈して、外観は明暗交互の水卒

線を以ってカ強〈近代建築?こること

をほこり 、夜は室内からもれる光で

美 し〈夕日 ￀ｾ ルに輝〈。

CArchit ect ural  Record.  June. 1937より〉

E ヨ

J1 S  ｔｏｾ をＮ￰Ｎ ｇｅ S P ACE  

J・_ ....Lー

代 表 階 平 面 圃

ガ ラ ス 霊 平 面 圃

VI I I  1  6  ( ア メ リ カ ) 賓 津 な 倉 庫 段 計 Abbot t ，Me r k t 設計曾枇



面背席覧観大

量菌E
大 観 覧 席 卒 面 飽

- 坐込品袋詰匡=

1) )  10 1 1 1 0  1 1 1，) 

L J  V4-441PADMenム以ふl U しJ

f持 母 堀 誠) 仁

馬 表 手 査 携 平 面 画

(41 港i )

。→許鮮民"脚

h 要 縦 覧 席

f具 繁 部

事Ａｾ主主理 ｍ ｾ空席

事 務 室

T1I 1 ) 壕

凡 せ 馬 所

勝 馬 標 示 板

厩

A

B

C

D

E

C

H

I

 

' “ [ ，o ; r Hr  

一
司"" ・，w 幻 咽

よくない地形の上に建てられに催予守なプランの競馬擦でゐる。

この般の止生物音「設 に必要な第一傑イヰは、大野. 衆を安全線内に充分に牧容し、 それ等の群衆1 ; : 場内の飲食底、 馬表I ' I迂1切等

に ￯ｦｩ 住友往す る のに浪維を起きない ｾ ｊ ￯Ｐ 考 ｪ 却 する 鮎にめる。

ミ1". 要馬券fJ . 坊は λ ! J ; / ドの下昔¥1全長に買って殺げ乙れ、群衆は トラックの fl¥l lから L 後のカか C，L 入れ る棋になってゐる

ＶＮ ＰＰＰ 人収容のホ要 λ タン ｆ Ｇ の外に 、 ｦ 共禦 ￬ｬ｜Ｑ と厩との迷物がゐる。倶楽部には食堂 、 説話室 、 ｦ 具型誕 百 ｅ 員専用の馬券交 ｴｊＮ ｾ Ｚ 等

がゐ b、I援には 1. 000 頭の馬を収容し俳 る設備がめる。

自動車置務(i 10.  000遣 に到 する 肢さを持ってゐる。

建物は主と し て鎖骨鍛筋コンク リート 訟で 、ｼ 伎輝を ｾｬ 姶ぐ Ｑｾ に全部背級色に塗 られてゐる。

プラ y には飢ーに主要 λ F ンF " 及倶封建昔11の滑築 にき討する 激定が考へられてゐ る。 ( A rchit ectural F or um， J une， 1937より〉

1 7  VIII GOrt I OJ1 13. Kuuf m川 111E章築家Arcadi a の 競 馬 場( アメリカ )



照 明 樋 巨額 面 園

ス テ イ ジ を 望 む

コン グレス ・ホテルの増築改造によって作られれナイト・クラプである。

室内は全くタリムソン主ホクシャ色を主調とする色彩 の豪華経j仮である。

Ｑｉ賢明によって ｔ 号 、 アこリン紅等のシェ ー ｆＧｾ 浮出させに録音書と 、 後ってゐる

鋒変の形と 、色彩 によって卵I然と阪分せられれ照明樋と 一 一 これ等も亦この室

内に全く裟飾的な効果を奥へるのに役立ってゐる。

交代を迅速にするま毒にオ ーケλ トラの部分には廻り舞E査が用ひられ、 オーケ

λ トラ上部の舞蓋はとり戸で仕切られてゐて、必要に隠じて聞かれる楼にな っ

てゐる。高い舞蓬の踊り子は左右の階段から客席中央の舞踏壌に出て来られる

様 になってゐる。 CArchitectural Forum， J une， 1937より〉

VI I I  t  8  ( アメリカ) Chi cago のコンダレス・力シ J

卒 面 園

建築家 Hol abi rd Root  

Ｚ［ｃａｌｅｬ 制 ｾ･ｅ ｬＧ I  

一一
.  ， 畑 山 初 出



ロ ー ン ヂ 内 部

( アメリカ ) レース卸賓庖の陳列室

陳 列 室 内 部

］ユ ー ヨ ー ク の 関 口 ＲＰ ｾ 程度の 、 奥行の深

い細長 い敷 地 に青空げられ 1: レース卸賀商の陳

列室。

自空言十上長 い廊 下の出来 る事合逃げ る矯に陳

列所 として 3 つの 附同形の 低い仕 l二り会終げ

上部霊墜の昔日分 に断 1m溺 に示し1: 殺な11賢明装

置を施して、仕切 の内部は充分明 るく 日脅さ れ

てゐ る。必要に際 じてその部分は カーテンで

阪切 られる 。

室内の色彩が、積も すると 品物の レー スに

J郎 、効果を奥へ る事を考慮して、袋内各慌の

色彩には細心の注意が挑! まれてゐる 。

家具及聖書の百日分に使 lまれに il て官官はプ ロン ド・

'@. 、墜 lま白か又は温い チヨ コレ ート 色、 それ

から黒色に 近 いカ ーペッ トが床から陳列)i] rの

仕切 の内部まで疲に使用されてゐる 。 このよ県

色が展げられれ レースと非常によ い コン トラ

ス トを均す。

ロー ンデの墜にまをし仁レ - ; <. の後 j j には照

明装置がしてめって、 レ- ; < . の模様が浮: - 1
1

1 る

殺になってゐ る。

CArchit ectural  Fo.um.  J une.  1937より〉

設計家 R ussel  W ri ght  1  9  VI I I  



圃 形 入 口 内 部

i酉 宅第

ロ ー ン ヂ

VI I 120 ( アメリ力 〉 家具卸責商庖陳列室

- 4  

平 面 箇
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家具煩陳列室 として必要 な係件は、非常 にjおい床面債を?要す

る貼 でめる 。 Chicago の H !y¥.¥co1  W_kefi el d 合祉の場合はそ

の上1こ、製校問符子、 剣道5用の椅子、 汽車やパ z 向の腰掛ノ王

子守車等を陳列すべき 、幾つかの持別室 を阪匂J 1.> 司王が必要でゐ

つ1: 。

これ等は一般 の顧客 には興味が少な い ものでめ るから 、I賢い

陳列室の端の方 に取 ι れ てゐ る。そ れから酒場 も同様の理由で

待jJ lJ室の 一部 に殺げ られてゐ る。事務所は悠際 を仕切 って殺げ

られてゐ るが、 その間仕切は陳列室に出 来 る?ごり採光の出来 る

械 に考慮せ られてゐ る。

支 側康問の色は 天 弁ば白 、 阿 形の Ｎ ｉｉ，｟ｾは浪背色 、 陳列 室柱は古来

り強〈な い金属制。

それか ら、 ロー y ヂに藤が多量; に使{ まれてゐ るJJ五L この陳列

所の l つの待;数でめ るが、 これは疎 製品は この曾枇製JF，の家具.

の中でも重要 なもの、 l つでめ るか ら、 それ等の家具と マ ッチ

させ る錫で L ゐる。 中でも酒場の カウ: / ?J ーのー| に臓を使つ1:

のは、 ｆｬ 本 の 帯電 波 ￻Ｑ ｬｾ 思は せ て ｉ 釘白 ｌ 、 。

女測の1M1/'，! には季節物を陳列する 阿形のシ ョウウ イン F' ウが

ある。

( Archit ectural  Forum.  J une.  1937より 〉

。設計家 Gi l bi rt Rohde 



言;Eヲ十 者の S:rge Cher mayeff 

は、3庭園次主主合枇所属 の 多 数

の主主主主局 の設計者として有名

である c

商 品 の性質上大 きな陳列室

より L小間 の方自? 必要と する

のでプランは小聞が中心とな

ってゐる 。 各室には取附付 の

凡本棚が設け られ、商談の当主

や溶接室等も必要に際じて陳

列室として使用 ｉｉ ｊ • 来る僚に考

へt'， tl てゐる υ

人; 控互ぎの男まにはこの令制ーの

製品 ω 販路を示すJ世間IJ :興味

本位に描かれて終的iの 付的を

Eをしてゐ る。

陳 列本の絞首| は非常に統

せ乙 tl 、材料も 少数 の L のぞ

な るべく 規 特 化 して使用して

ゐ る桜でめる 。

(  A rchit ecturaf For um， J une， 

1937より〉

見 本 室

( イギリス) コルセット卸賓商庖

大陳列室よリ大控室を望む

2J ' - 面図説明

A 大 陳 列 室

B 見 本 室

C 小 控 室

D 商 説 室

E  支酉E人事務主

F 大 控 室

C 受 附

H  I i 詩告部室、 F

イピ^ ト室等

玄 闘

ｅＭ ｾ 色 白 ｲ 、， ι 色 ｩ

" ‘ I n ... ..... _ ;  

建築家 Ser ge Cher mey ef i  2 1  Vl f l  



本 家 正 面 外 観

本 家 2 階 卒 両 国

本 家 l 階 平 面 圃

V I I 1 2 2  ( アメリカ ) Nepki n 樹圏内の佳宅

本 家 居 間 内 部

本 家 背 面 外 観

建築家 Edwar d D.  St one 

準園家 Bri ggs 及 Stel l i ng



客 用 住 宅 外 観

客 用 住 宅 居 間

!?ナ.

客 用 住 宅 卒 面 圃

i1i e  置 圃

山 1，，" ( '

ｩＢＧｾ芳 ｩｴＺＺ ｾ

Ｕｃｾｾ ｴＺ ｉｎ＠ Fl I: . T  

-o  ， 10 予

E貸さ約 7.000 エーカーの樹圏内に総て られれ l 戸の本家と 3 戸の主主刑住宅と及 l つの白動車庫とがゐる。

各戸何れも庭の地塀でi 1 b 給されてゐる。

客用住宅は 2 つの室とポ ーチとより Jtz り室内の一方は 2 人用銭室- j j は居間でめるが妓室にも使用される

桜に出来てゐる。

本家には康い居間と食堂 とがめり 、去年と 共通に使用することに なってゐる。

各建物の酒日置は林間病院の西日置法に依つれ L ので、各建物の濁立性 と気安きを保つのと役立ってゐる。

外観は全〈近代風でゐるが、 それでゐて南部 の住宅の体統が充分支はれてゐる黙を見るべきでゐる。

室内 ｌ 亦煩 ｬｩｬ ｾ な袋ｊＨｪ ｩ￦ 排して 、 全く安 易 な気持で居られ る と し 、 ふこと ￦ ］ ｴ 眼として設計せられてゐる 。 多

少鋭い不安定な感じの伴ふ金凶家具 a剤ひなかっ7このも これが錫でゐる。

各室の南側 に府〈聞かれれ慾か らは、斜面 に生ひ茂つれオ ークの木の間金湿して迷〈流れの眺望を慾にす

ることが出来る。

CArchit ectural Forum.  J une.  1937より 〕

( 7 メリカ) Nepki n 樹圏内の住宅

建築家 E d wa r d  D.  St one 

造園家 Bri g g s 及 St el t i ng 2 3  VIII  
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和 由 一 - - 伍 長叶q 山 世叫 々

|「lr 3同

ｾ杉叫鋤叩 句 世 串奇 泊柏崎柿

応ロ
1  ｾ皆卒面面

V I I 1 2 4  ( ド イ ヴ ) R o s e n  博 士 の 家

外 観

カソレミ ツ シユパノレテ ン キ ル へ ン に め るo

Hans O;tl er 民 設 計 の 建 物の うちの一つ

でゐ る。

CDer  BaumeIster.  J une.  1937より 〉

2 階 平 面 圃

穆築家 H !l n邑 Ost le l'



銭 筋 コ ン ク リ ー ト 矩 形 梁 計 算 国 表

藤 田静 雄

去る 6 月21[3 市街地建築物法施工規則一部の改正に より各位材料の許容! 臨力度の鑓5だが

究施せられTこ結果、従来使用され$ f ( つに諸陸の計算表益に l前l表も材料の許容[ 控; 力度 {!:>1限定

して断面会決定する位鎮のものは 、共 の 一部に訂正を力11へなりればならな〈なつに。

筆者は王子辿之が布 ｉｬｩｅ｜ こ着手して今回取 Ｔ 女子銑筋コンクリ ー ト知 ｾｪ ｬ ヲ梁 の計拡ｼ組表を得 Ｗ こ ｯ

ＱＯ， Ｉ 此際貰用を Ａｉ 的として多少の工犬伝も試 み に 。 ＱＱ Ｑ｜案全提供して甚 ＱｾＧ 恐縮でゐるが御肖覧

並に御{ 兎肘 の栄{ f 得れば手= ひで みる。( 7 月 4 日〉

91 ，園表の構成樹設

銭あコンクリ ー ト短J j手提の断陶.計算には次式が片j ひ

られる。

A1= Cb，(! •. • •.. . ・・.( 1)  

C( = k(  f '  1  

Ct = μ f・' f . . …・. ( 2 )  

fi g. 1  

ふ=ぞ{ (1刊) (3- It ，) - y  ("，- Ｇｾ［ Ｉ＠ (3手川)) i (3)

μ =羽生ポ(I-n，)(

'1= 15P.仏1+ ，)ヨ+寸ふ1 +' Ｇｾ［＠ ) - (1 +y)}.  .. .  .. (  4 )  ( り

さて dcj O.1 と似定すれば ( 3) . ( 4) 削式より止は r 及び

p，に闘する画数で あり 、更に ( 2) 式より ζ は A と f によっ

て定るから之を組合せて No. 3 {! :>得る 。即 ち Pt より r {f 仮

定して A そ求め更に f を{限定して c 合得る 、又 此 の 逆 に

ι より Pt を求める事も出? j ( る 口

又 ( c 及び ( t が既安nの場合にはどは単tこF と Pt のみの幽

数となり fig.2. ( a) の如 < p，と c に闘する i画表が得られ る

事は周知の事である 。此の場合 。= IOOc mとすれば

( 1  ) 式より

c  =  .  Jl! 一 日

IOQd"'  

を?得、更に鍛筋比は

( 5 )  

( 1) 賓際の計算には K の似を諌む必要はな L、。

( c)  

fi g.2  

9 3  VII I  



At  

Pt =一一一一・ ・ー… . . . "・・ … ・・ ーー ・ ・・ ・・ーー・ ・ ・ ー( 6 )  

100" 

となって fig 2.  ( b) 及び (c) の如き l凶l表が得られる。 ( 1) 今 ρ = 1400止g /  C7が と し 兇 に

f c  = 40kg/  c m
2

- 7 0匂 fc m
2

として fi g. ( 2) の各を組合せて No.4- No.IO 岡表金得る。

本国表は有効成 ､ｾ 限定すれは Ｇｍ より匹に所要餓務主 ａｴ が得られるが勿論コンク リ

{ ト巾は上述の如く 1m でなければならない 、従って任立の rlJ ｢ を有する ｕｾ は ｲ ｬｬ 1mのも

のに換算して使用すべきである。それは鍛筋比成並に肱力紙態が全〈同じ二つの梁に於て

は共の作用する曲げモ ーメントはコンクリ ー ト111 ¥こ比例する故巾 b の梁に作用 するBendi ng

Moment  ｾ＠ m. 巾 1mの梁に作用する Bending Monent ｾ＠ M とすれば

( l ) 此葛合重苦童文目盛f ! ? 用ふ

m= Mb
1  

α1 =  At b
1 …・ー・ ・一一 一………… …・ーに7 )  

。，
= 1色2.

， 

I( m)  

なる閥係式が得られ之により共の換算は容易である、又ムは Meter ｾ単位として計つに

b の数値に外ならぬ。

次に或るl l i l ¥力に於げる Balance Reinforcement  以下に於ては

出= 烹
7

であり且 ; = % としても支附ないから ノt = ＱＴ ＰＰ 付 Ｏ ｣ｭｾ の場合には

at =

寸
3;

訂

(  8 )  

となって所要銀筋量は至極簡単に求まる放此の部分を| 剖表より除外して其の縮小を巡り

? こ。従っ て No.4 - No. IO I剖表使用に際し λ ;f
が同図表の範囲以下となる場合は ( 8) 式より

at ｾ求めるのであるが 、

J υ =  I. 2251..:苫/ ( " ，

2
( 11(( " ，2) =  Ｑ Ｎ ＲＲＵＱ Ｏ Ｈ Ｈｉｊ，ｾ Ｉ＠ Ｈｬ ｉ Ｈ μＨＯ ｾ ＩＮ＠ . . ー { 9 )

とすれば ｾＸＩ 式は

川
( 1m) =  A (J ( t ) d( 川〕 ー( 10)  

となり更に単純化 される。 即 ち (8) 式より at ｾ求める代りに Ｈ Ｑ Ｐ Ｉ 式よ り ａｯｾ 求め ｎｯＮ Ｑ

より所要餓筋を探せば よい。

S2. 勢 甑 カ

梁に於ける蕗断力闘係は今 ｴ 回の法規改正には闘係しないが ｬｴＩｉ ｊ ｾｕ 的と し て得 ｦ こ 私築会

も序に述 べて見 ょう 。

銭筋の肱滑力度 ( Bond Str ess) 

ｉ ｾ＠ =一立一

Ｇｾ ｪ､＠

でめ るから

V IlI 9 4  

は



中。= l bj中

とするならば

ο=中od . .... .. . .... ・・ ・・・ 1 ・0 ・・.. ..... •.•..•.•.•. ••.•.. • ( 11 )  

となる ｦ｢］Ｗ 止 ｧ Ｏ ｣ｭｾ］ＷＰｴ Ｏ Ｗｉｬｾ j = 7/8  e する主

IFρ ( t/  I/l) . 61. 25/ /川2 斗・(川〉 ー・一ー .••.• ー・・ 0 ・( 12)

となり め は No. l の通りであるから、先づ ( 11 ) 式より れ合計算し/ r i J 表より所必餓筋合

求め、叉は逆 ｴ これより ｑｾ 検定する 事も出来る。

三えに車i断胎: カ度 ( Sheari ng Stress) は

f i  =-fl. ， =一一一ーーーー。i; d

であるか ら

q =l sj  

とすれば

g =」L - … . ..，.. . .... ..... ... .一-・ 0 ・ー. • .  • • • • •• .  .ー ( 13)

。，{

となる。此 q は平均到断M{7j度 ( Mean Val ue of sheari ng stress) とも併す可きもので在米の

ρ 並 tこf s max ( 2. 5fs ) の代りにず及び ql l l ax ( 2. 5りなるものを{ 史川する。而して j = 7/8

とすれば

ヂ = +l
s
. 1  

}・ ・ e ・・ ・ φ ・・・ ( 14)  

ゲI/l ( / X = 2.5q，)  

を得る o fs ｾ許容勇断Ａ出力ｊｬｦＺとすれば ｱ は平均， ＱＱ ニ容切断ＱＮ ＱＯＱＮ｜力度となり 、 叉此の場合のん

は f c f l 0 であるから f<' にますする q 並に qma x は主化去のi l l ! である。

1，に潤す るv立主にず川仰のi$i

仙て

IJs 川 1l . J : = ゲI / l t / X od )  

トー・ ・・・・・・ー… ・・・・ ・・・・ ・ … ・・ ・・・ ( 15)

Qs  = q  b d  J  

主すれば

。S l I l a x < ο  なる場合[ 主断商事芝更

QSIIUIX 与 Q > Qs  なる場合は繋筋算定合要す

Q く Qs な る易・合はｾＡｬｬｉ ￭ｦｴ 悠力

lよ安全 聖書筋算定不要 ( 1)

主なって切断他力 l二闘する li 十33: も至極脊 g でめる。

9 5  VIII  



ＨＱＩ賀際には ｾ､ ｦｬｬｬ ｾ に甑 筋 すればよい

三えに例に就いて |白l表の使 川 法を説明しよ う。

例 l.

/( = 481.:・t/ CI J♂ JI = 13001. 'g/ 0/ l 守 o= . 311l d = .5叫

λ1=9t m.  r = O.4 なる誕のF斤要錨筋:h.: ｾ［Ｎ｝Ｇくな口

No. 2 に於て b= .3m d =. 5m より参考線上 lこ一見I宇佐求め M = 9t mより c = Ｑ Ｒｫｧ ｬ ｣ｭｾ を＿得

次に ｎｯＮＳ に 於て ｣］ Ｑ Ｒ 付 ｉ ｣ｭ ｾ ｲ｣ ］ ＴＸｫ ｧ Ｏ ｣ｭ ｾ の鮎 より水 平に診 勤して γ ］ Ｎ Ｔ なる ｫ｣ 紘と

の交黙よ り Pt を読みて Pt = 1. 5%  ｾ得。

同様に c = ＱＲｫ ｧ Ｏ ｣ｭｾ＠ fs =  ＱＳＰＰ ｫ ｬ｛ ｬ ｣ｭｾ の鈷より水平に ｫｴｦｦ ｊｬ ( r = .4 は円測に て) との交

型 ｾ￭ より

Pt =  Ｑ Ｐ ＮＴ ｾ話会得 、 ＨＩうて二 ［将の中んなるものを保ｊｩ ｪ して ｐｴ ］ ｉＮＵ Ｅ を得。

山 = 30(//， x  50c日 x 1. 5メ ー22.5 I /I !  

( U =  ＲＲ ＮＨＯ Ｏｬｾ＠ X  0.4 =  Ｙ ｣ ｬｉｬｾ＠

例2.

Ｏ ｣］ Ｕ ＲＡＺ ｧｪ ｃｬＯｬｾ＠ ｦ Ｏ ｾｾ＠ ＱＴＰＰ ＱＮＺｧＯＨＯＯｬｾ＠

6. = .45"， d = .501l l ア=. 5

nl = ＲＹ ＮＴ Ｕ Ｐ Ｏｬｾ＠ ( 6 - 25m山中〉

なる留TI 師の R 田 isting Moment  ｾ［ｋ＠ tr 。

ＲＹａＵ ｲｊ Ｏｬｾ＠
h 一一= 一一一一一= 1. 31 Y. 

。，1 45cIIl  X  50cI /I  

No. 3 に於て

Pt = I.3 I%  ｲ］ＰＮＵ なる ｫ｣ 紘上の貼より Ｗｋ ＭＧ ｆＧ に ［ 修勤しん ］ 刀法 ｧ Ｏ ｣ｭｾ の斜 ｴｊａ との交断よ

りc = ＱＲＮＸ ｫ ｬ｛ ｬ ｣ｭｾ を得 、 同様にれ曲線 ＱＭ Ｎ の Ｎ 対より β ］ 1400kl[ ，' ｃｬｬｬｾ に至りて ｣］ 16付I ｣ ｭ ｾ＠

を得。的て c はノj 、なる方を係り c = 12. 8kg ， c m:J とす o ..:j¥くに No.2 に於て b = .45 m d = . 5 m 

よ り 一 駄を求め ｣］ ＱＲ ＮＸｫｧ Ｇ ｣ｬｬｬ ｾ より ｍ ］ 14.4tm.  ｾ得。

向本! 品1.:友 に 於 て P t とc のド14 Jj より/ 会求める 44 も/:!' ，?! (る。

--' ) (に No.4 ｾ＠ No.IO に就い ては哨 ん のみ共にする外全 〈同様ーであるから No5 ( ρ =45 

匂I ｣ｭ ｾＩ に就 い て説明する 。

i.' ，J曲げモ ー メントはコンクリート IIJ 任意のものは m. I IJ ｉＮｭ のものは ｍｾ 以て表す事は

既 述の泊 りであ る口

例3

川 = 3.6t m o = .311l  ，/= .4"， ' = .2 

なる知; ; 11手製の鍛筋ー世を? 求u ' 。

IIJ 1m のものに換算して

3.61 

h γ =一行= 121m 

VI I 196 



ｼ樹表 ｾＺ " = .47f1 M =  12'711 の鮪 よ り水平 tこ移動して 1.= .2 の的訴 にあ? こり て下に折.tt

d = .4m の線との交響1にて At ぞ読め 1;[ A  t  =  29 ｣ｭｾ＠ { f 得る。

。I =At ｢ ｊ ］ ＲＹ ｮｬｬｾ ｸＮＳ ］ ＸＮＷ Ｈ 川 Ｒ

市 = r ｮｴ ｾ Ｘ ＮＷ ｮｬｬＮＱｸ ｏ ＮＲ ］ ＱＮ ＷＴ Ｂ，Ｂｾ＠

Jf 際の配I l JI は No.1 よ り怜ひトIJ
Jせば よい

例4.

/ J I = 2. l t lll /J = .3/J1 rI = .4川

なる梁の所要織自1i を求 tr 。

先-')

2.1/1. 

M= - 3ー= 7/ / J I

λ1=  7t 7l l .  rI = .4771 なる!:¥!li !主 li ，，( ¥表の範間以下となる 、 fたがって

f 丸 t 2. 1'  

，=ー一一= 一一一一 = 5.251 

d  .4" ， 

ｎｯ ， Ｑ よ り ａ ｯ ｻｦ わひ 什 ｬ せば究際の配 ｍｩ は求まる 。 例へば Ｒｾ 1971111l ゆとすれば A o= 6. 94t  

> 5. 25t  とな り安令でめる D

伊J5

げ= ＱＹＮＰＱ ＨＮ Ｂ， ｾＨ ＵＭＲＲ 川 川 ゆ Ｉ 1= 0.4  

" = .4川 t! = .6/J1

なる梁の Re別sti ng Mo ment をづくな

19.0  I  ＨＯｉ ｴｾ＠
IIJ 1m に換算 して .1t = ー- T 一 = ＴＷＮＵＳ ＨＱ ＱＱｾ＠

|同表 H こ d =  . 6m A f  ］Ｔ ＷＮＵＳ ｣ｭｾ なる黙より 上 丹・してＱＧ ］ Ｎ Ｔ なる ｲｊ Ａｊ線との 交駄 にて充

へ折れて d = ，6m との交黙にて M{f 読取り

A1=  30' "， ＧＢ， ｾ￣＠Ｇ･ｾ Ｎ号

川 ］ Ｓ ＱＩ Ｑ 川 ｸ ｏＮＴ ｾ 1211J 1 となる口

荒し d と A t より lii;; 1表 H こー黙を求められない場合即ち li ，;;1必の純間以下となるときは

111= A1 d よ り計算すれば よし 、。

仰J6.

川 =121/J1 !' - . 3/J1.  />= .8570 1= 0.6  

なるとき d Ｚ Ａￌｦｾに ｡ｴ ac {f :; Jくむ。

17. 1  

I一一ξ =ぬt

ｰ］ ， ＸＵ Ｅ なる縦械と ＱＧ ］ＮＶ なる曲線 と の交駅伝左へ 水平に診勤して ｍ ］ ＴＰｴｭ の斜 ｴ Ｚ，ｾＡ

との交黙にて d= ，66cm { f 得

右下の開表 よ り d = ，66 p = ，8 5 % なる黙にて At ｾ誠めば

バ ｊ て ＵＶ 川ｾ { f 得

9 7  VI I I  



nl ='" 56cm
2  
x .3 =  16.8ρぷ

町 = 16. 8c/ J l

2  
x .6 =  10.  I c叫 を得

以上で使用法も 大開設明 を終 へ?こが、本岡表は其のコ ンク リー ト巾は 1mを標準 にとっ

?こ防l係 上 L は既知であ る事 が望 ましい 、導 線に c の '=11. 差金共のま〉 使つにのも 賞 は 0 が

未知数なる場合を も考慮し? こか らでゐ るが、 これは本防l表の 目的ではない 、原則 として コ

ンク リー ト断商が既知である事そ必要 とすろ 。

叉コンク リート巾 は 1m 営標準 とせるが i枚に床 版、防火培、擁 破、連 続犠礎等 に肱用する

時 は Ｔ ｾ の 特性を充分利用し得るも 、 之 等肱用方商 は 他 の 機 千＿に ゆづ り 之を割愛し＿ こ。

八ら. I 伶画 決中P とあ るはl ' tの訣でゐ るo こ、に訂正しておく。
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- 時 報・

市 域 内 及 そ の 周 固 に 於 げ る 生 産 緑詫地

( 棋朕生 産紘地の提案)

タ マ ス ア ダ ム ス

本稿浮出にあ? こり京大助教授横 IJI 尋雄氏の親切なるタイプラ イチ ングによる原文の鋭

供がゐりましに事をお断りし同氏の好意を葱に深〈謝す次第でゐる 。( 草草者〕

"者R市はその同国 に良耕地を持つべし '1 といふ 1898年、 ェベネツツア ハソ ー F によるこの原則は、

米国建築雑誌 ( T he J ournal  01 the Ameri can Insti tut e  01 A 'chit 目 ti.) の4Ｉｾ放に霊堂表しに ｊ ｯ ｨｮ Irwi n 

Bri ght 氏による報告の結果と して新しい意味と適用範囲とが奥へられる事になっ1: 0 . t ! i J ちハワ ー ド氏(:J : .

彼のこの原理を既存都市 に適用せんとはせ争率ろ後の著書に於てその電要部分の H 長なる問園都市計

主主への必要欽〈ベか ι 5る施設として重量表し1: のでゐる。

C oconut Gr ove への Bright 氏の汁jff は、既存都市の郊分として如何艇の距離にこの農耕地久は生産

緑地を持って来るかの問題佐原然と善人のぷIに提供しれしのでゐる 。法築家に委され1: ハワード民の

， ｩ 十Ｎｲｬｾｾの持徴に闘して誌に新しい解穣が奥へ られ ＱＺ 事ｦｴＧ考察するのは持別に興味める事である 。 Ｈ但し滋［

に建築家といふのは土地それ自身に直接閥係する蕗のせた ｅ 正念イ ｪ てす 巡 回ＺｾＨ 久Ｈま測量家 以外に建物に同 Ｎｬ ＱＺ系

を有す る者といふ意味でゐる。〕

Bri ght 民は只に都市計査の科準 U 甲'.11命の上 lこiri fill ゐる頁献金 74 し1: のみでなく又雄築家は都市霊堂注に

糊するその構築問題に附して土地闘をま問題全考察すべきＺ｝ｾが如何に望 土し き本でゐるかを吾人に 示し

? このでめ る。

Bri ght 民によって奥へもれ1: Howard 氏の塊論へのこの新しい動向は筆者くアダムス〉をしてこの提

議を稜表すべく勇気づVJ 1: 、I! il ち既存の、久は新設の 雨都市に制して、 吾々は、 都市がJ f J . に農耕地帯

で取園まれてゐる代りに者ｾ市の中心郎より放射するｾの段形の農耕地 ｸＧ Ｈｪ 生 産総地の聖堂主主を求めてゐ

るのであると 。か、る提案がな される前までは、筆者( ア〆ム λ 〉はレツチワスに具骨量化しれやうな

股耕地 合都市の周囲に持1: しめ るH 的でハワ ー ド. Ji ; の王町命を簡単に 、むしろ押進めて) 舌つ 1: のでゐる 。

都 市 及 田 園 の 組 み 合 せ

ノ、ワ ード氏 lま農村の孤立 と都市混雑 ( Rural  isoI.t: on  and  city congesti on) のこの 2 つの問題の解決は

技術約方法会以て農村のをま途を闘つれり又は都市の霊堂這を抑制し? こりする :事でなく寧ろ 、同園の魅力

会都市にそして都市の魅力を閉閣に取り入れる事の上に存するさjはJ 示してゐ る。 で、彼l主、経理軍祭に

於げ る最後の言葉の如〈緋j待j し1: 不健康な都市を認め 1: f J 農業と製造 ( A griculture and manul acture) と

の分測を持綴 させる 様な雨者自? 剣然と阪別し件る境界線 を認めるといふ: t j j : は不合理でめると 、 云って

，:t I  1921. 10; “ J ournal  01  the  A meri can Institute 01 Archit ect s"  

VIII 1 0 8  



ー困層式ー田園都市 -

ゐる 。ノ、 '7 - F' . . EI: ;は自然

の美しさが社交的機 舎 と

混然 と融合する見の

T  own. Country の謝照営求

む る事により 、都市生活

を問園の美し さに結びつ

げる或る方法を後見すべ

く探求して居つれのでゐ

る。吾人の商I に提案され

れ、Bri ，ht 民及その他の

人々による計董を以て、

膏々は新しい都市同様に

既存都市の膨脹にもノ、ワ

ー ド民のこ の理想を遁用

し得るといふ考ヘカを表展さす事が出来るでゐもうか? 屡々指摘されれ如J < 、か〉る考へ方 に主主する

国総といふものは土地の組織に就て生来から備つ i: 慮の国産量から惹起して来るものでめると認められ

てゐる。知新困難を如何に克服するやは将来の政治上の大問題でゐ ι ぅ、が然しそれが克服さへ、 され

るならば更に多〈の根本的事業が一一様築物叉は自然の美、建吻及田園、工業叉は農業 一一互に依積

する必然性のにめ に彼等の専門的 な責任のめ る固ゐー的 な意見とそれ に倒臭し件る能力を持つれ建築家

並に遊園家等によって途行 されねばならねものでゐ ι ぅ。

ハワード氏は、都市ーと田園が互に融合するでゐらうｾの 一 つのモヂルとして新しい都市色創造 する彼

の計荒即ち この所謂 T own-Country のをま逮に就ての原理を遁滋に既設叉は 特集都市に舷用すると L 、ふ

復合的問題に! M，j しては絢れゃうとはしてなかっ7このでみる 。 で、彼のこのモヂノレのにめに必要なる敷

地とし ては6.000英町の土地で、 1.000英町が都市自穏に 5. 000英町が舟l園の農耕地帯と いふや うに構成

されてあっ7二のでゐる。

R{ l ち第 l厨は彼の提案の一般的 l銃念を示す L のでゐる 。彼は、都市及問閣の結合による原理は彼の濁

剣である事堂主張 し?こ り或( ま彼の計予定が先輩の染者・. . . . Wahfidd， Marshal l. Spence，及 Bucki ngham民 ・

・・等の提案の組み合せでゐる事の説明ししてなかっ1: 0

都市重量; きに就てより料接的な力法を今なは 一仁践する斉々 にと って、]. S. Mi l l によ る りEI ，ments 01 

Political Economy" の第 l巻第8主主の3頁 にιc3:
Jff してゐる植民に mHする論述U: WaiceふId の従集合想、ひ rHさ

れて興味 あるものでゐ- 3' 0 ' Hj J ち之れはその著に於て " 各植民郁子!日立最初の者Rrh人 μ が農耕地に比例す

るやうな構成を確保する 1: めに組織 さるべ きで あ る" と云ってゐる のでめ る。Thomas Spence 及 Henry

C ，oge氏による他の異なる主張 といふのは、救貧及スラム問題の解決{ ま様h な方法によって批舎を利金

し、且つ地{ 質の増準 fe確保する上に存する事を提議して ゐる 。 然るにー吃の原則 に闘し て彼の言十主主の

基 礎(ま Wahf i i ld，Spence  及 Buckingham等により をを表さ れ1: のでめ るがハ ワー ト( ま是等の提案 に就て社

合中 義的要素の錫駄を若破し1:のであ る。彼1:1: t:地 の組織を地夜し: e X1:1: ヘ' .I-: J也を' 管・子宮する習に( J : 反主主

10 9  VI I I  



土 地 を? 合理的 に所; ( ，j ' せ然し彼lま、しなかっ fこが、 彼の言十重は、宮Eに土地 管理の根本的言十重であ るが、

ん とする 人々 を慮置する 事によ る反針金政て求めゃうとはしなかっ1: 。

社奮主義的都市 CSocial cities) 

Ｑ Ｎ Ｐ Ｐ Ｐ 染 問 ｲ ｾ 都市自鐙と し Ｕ Ｎ ＰＰＳ 英町 を 段 耕 地 械と規定しに ハ ワ ード 氏の計 Ｒ 症の同的力ーは都市習を這］

彼 l立、若しも産業と農業とが遁蛍 に組み合つ1: ならば段AEの目的の 1:を人工的に抑制寸るに めっ1: 。

めの土地 を市街地からそんなに越くへ移動する司王なく遁首の慮に限定しておかねばな乙ぬ事は必然的

な事 でゐ る と笈際的に認め ? : からでゐつ1: 。都市 CCo-nmunit y) の規範的たさと して 1 000英町の土地内

上に 32. 000の人口 を漁想 し且つ若しもその都市が この大さより溢かに大 きく霊堂途し1: 場合 には この良

耕地帯 ｾｭ ぴ越え て夏に他 の都 市 を霊堂 ｩ きさ す べ き でゐ る 事 を想 像 し てゐ る のでめ る 。が然し彼は都 市

の霊堂塗は停止 する事は出来 さ' る司王そして叉若しも 農耕地帯が個 人的 に 所ゐーされてゐつ 1: ならば主主築 物

が 建つか も知 れない とし、 i 、事を認めて居つ 7このでゐ る。

若しもノ 、 ワ ー， ＮＮＮ ｟ｅ￭［ の提 案 の凶 的 が 回図都 市を人口 ＳＲＮ ＰＰＰ 以上 に章者逮するＺｭＺｾ妨ぐものとす る ならば

(ii J放 なれば霊堂達( 音量展〉と いふのは 白書名の一法則なんで彼の百十1IIは健全なものでなかっ1: でめらう。

静 ＱｉＺせる昔ｾ市と い ふのは ｄ ｾ ｡ ､ ｣ｩ ｴ ｩｹ になっ ＱＺ ミ ｾ 合意味 する からでめ る 。 が然し彼は ｕ として後主主の停止

ｾｾんでゐ る のではなく寧ろ只単に 段 耕 地 ｴ ，Ｇｪｬ が建築に旋 さ れ る 事を妨ぐのみ の 手段として そ れをタ ヘ

れのでめ る。でゐ るから彼の提案{ ま，. - - λ トラリアの Adclaide 市に於げると同桜な原理を開園都市の

上に押 しmめゃうとしれのでゐつ1: 0 Cオー λ トラリアの Adelaide 市例は〆イ アグラ ム第21こ示す虫11 <  

目つJ占l陸lにi悶滞な *:1<地帯主で閣ま中間に段耕地帯を 介在し五 に接近し合って新し い都 il iが述築され て、

れ てをま達し1:のでゐ る。) C第2底解参照〉

に も拘らすＧ 、 農 耕 地 帯ｾ待状叉｛立 地 検の形で持つといふ事ｻ主食主主を妨げ る と い ふ結果にな る のであ

- A O E L A I OE. 市一

都市y 益義終地帝千回続

せら仇 且つ干の t 達司型

t 示す。

北却緑地 F

らう。全然 、 新し ｌ 、 田園地 に悶図都 ￯ ｬｪ ｾ 建築する事

[ ま古い開会 に於り るより容易の放に凡 えるので、 ノ、

ワー ド氏 lま彼の著書 ‘ ' To・mor，O'N " の吹，iT版 の 1331:(

そして彼はに於で この事賞金選んでゐるので め る

その若ーの批許に謝して有企k よりの既存: 決村地域に !: !.

幾らでも無数に都 市 営建築す るi絵地 1: : 1 : 充分めるがこ

の従 来の所調都市に 11. 永久性がな L、から やj 等かの形

で漸次 置 き鑓へら れる べ きでゐ る事堂指摘してゐ る

最後 の平に於 て ロ ン F' ンの将来 に就て論及して彼

は衣の如〈官民怨 してゐ るo .epち産業が経済的に主主行

出来且つ生活状態がより衛生的 に行へ る、 この新1:

〆 ト ｵ Ｂ＾ｪｾリ ｊ ス

なる悶 園都市 へ人口が移住する 結果として、大都市

品

世

帯

殺

者

四

に於げ る地1試の漸次的下 落(まも象想、し作る のであ ると

南部 緑地帯

|前12  
J 会、
汎，

ｻｉ Ａｩ ｬ ＺＺｬＺ 、 ロ ン ド ・ ン Ｑ ＺＱ懲イ七されねばなら ｾ ｈ のでゐり

ILつ {i1J滋の者!li h で L 都 j li1J ql l闘を役得 しt ゐ るの で
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ゐるが比島では閃闘が都市に侵入するのではなげればならぬo " と云ってゐ る。

然し乍らロ Y ドンが完全に改造 される時一一それはノごリー 、 ベルリン、 グラ λ ゴー、 パー ミンガム

或はウイン等に於て呈示されにより以上の更に合理的規模のものとに取って代るべき所官官最後の時代

には米fご途してないのである。 が然し最初は- Y 1 ! 純な間短より決めてか、らねばならな し、。 即 ち小規模

の回国都市が一つの規範的事業として主主殺され、然る後 l群の都市が建設されねばならな L、。是等の事

が途行され、而も好都合に賀行され〉ぱ ロ Y ドンの改造といム事が必然的に這従して* ねばならぬ。

そしてこの方法の妨害となるべき 、 付失されがちでゐる利筈関係の磁力全全然と云はないまでも 、殆

んど除〈事が出来るのでゐる。

COCODut  Grove の 計 壷

Bright氏の提案に於ては、若し吾々に大都市 T:i 斬次尉援して行〈のを救済せんとする意志さへあるな

らば、例へば ロンドンの虫11 t < 既存の都市でさへ改造の企聞に附する原理を持ってゐると云って、彼は

都市の生命、習を達及その永i質性的雀保せしめ 、 そしてその後展に闘する現代的方法の結果である蕗の

工業集合地でさへ改造し偽ると レム希菖ゐる方法を紹介してゐるのでゐる。生産総地( Prcductivc 

Park)  l : いふ言葉はそれ白身ハワード・民及他の人々による原理に劃して新しい意義を魯示せしめてゐ

るのでゐる。 Bright 氏はノ、ッード氏と彼自身との計査に於げる限界を認識してゐるので、理論的大い

さを遜嘗に決定する事 L重要事賓のーでゐるが 、又一方か、る理想、を質際化すべき笈際的な方法を見出

す: [ J i . l ，イ也の重要事須のーでゐると云ってゐる。彼は周固には生産総地を持つ1: ( C民 onut Grove) 都市を

提案し且つ彼の計量U: 地割 〈叉は函面〕の上に箇解約形式を以て生産緑地のアイデアを示してゐるの

である o この生産緑地は総計2.500英町の土地から約1.345 共同I までの土地より成立してゐる事を参考

に示してゐる。

農務地域め代 りに模形農耕地

如何なる方向への膨版に華社しでも者s市を総池で完全に取り囲むといふ重量耕地成への提案に就ては鉄

駄のあるやうにな( ア〆ムス〉は常に忠、ってゐ 1: 。 吾 4 が理解してゐる刻I <ノ、ワ ー ド氏はこの農耕地

減i : ' 飛び越え且つ最初の衛星都市 t して新しい都市を創造する事によりこの反望考古? 征服すべ〈提案し

1: のである。

農耕地帯又は地域の力法により都市の務違を人口的に抑制せんとするのは St raight -J acl 日 1 に於て都巾

会束縛し過ぎるやうに忠へる。耕作のにめに等しく嫌々としれ抜大な土地全保存し且つ所h を放射的

に膨股する市街地で中断するといふ事による収穫程、偉大なる利益をはないのである。

若しい苔々が言者村吉年及言者都市の袋逢の歴史を調べるならば、 その傾向は必十しも筒i' ! i ! . に閲*' や又

は 4 角形にをま己主する L のでない事を後見する。彼等は中心部より出をまして一群の侠形に叉は交遁機に沿

ふれ腕状に 、 i況は叉産染叉は住居の膨日! { に影響、する民主の或る自然の形視と共鳴して燐張して行〈もの

でゐる。 封建時代の村経営頼るならば、村落の敷地の形程( 又は位置〉は、水に奥へもれ1: 運動カに

，::1， 2  I 1 X ; る英閣の村総は レ Y チワスの附近 L 色合するのであるカ; ー・半日焼から I ｮｾ Ａ 以 ｼ 二 ｌ

あり 、民っそれは 2 U  ' / ト( 止の成さに過ぎなレのでゐる。
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よって創設され旦その膨阪は中心部よりの欽射 的

では尽く 寧 ろ 幹線 道路 等に 沿ふて直 線状 の形骨 ｾ ｦ･
一回 国都市圏 解一

高 ｾｮ 持続地普に持 ｌ 且 Ｗ 品並
度交通為市その I H敏速に建絡す吾

都市発達の正しい原則.

取って ゐ るのでめ る。( 注2) 村 務かも都市へ の革

新に追従すべき 企 闘 なく若しも苔 〆々 がノ、ートフオ

一F ' ( 賀n 回 参照〉の虫日き }ff央 闘 都 市 の後達状 態

を ｾ ｾ寺 ｪ もするな らば 、 都市 の主骨 Ｇ ｦ ｊＮＱ Ｚ る 白 Ｑ［ 分は コン バ

クトに阿形 状 を? なし、然 るに そのー務の高音声1状 に

績がって行っ てゐるのを? 理解する でめら う。

大 抵の都市 の! 日図には建築の目的以上に農耕地

としての利用が夏 に多くの』枚金 をも 1: らし得る !1Ji
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Ltft' 見込 まねばな らないといふ低地は、排 水を経

済的になし得る 高地で拠i状 の土地 の聞 に 介在さ す

のが普: l l ! i でゐる。 主主築敷地と しては 艇身遁せぬ 土邸3  第

地 は、大抵の衛合耕作用地 として肥沃 なものが多L、。或は 叉多〈の都市に隣接 してゐる 峡谷や丘は例 へ

全世の要素f t ' 閲重苦す べ く、勘定に 入れれ としても倫 l. f且 つ有効に利用し得 る 島 L 亦 ゐる認でゐ る。 者し

も吾 4 が土地を? 管理し 且 つ 都市 の範囲又は近 くに良毒)1保 留地 を助成 し得 るや うな評僚 の調sI i ft' なし得

る つ 方 法 をｾ ［ｻＮｪし て居 り さへ する なれば 、 凡 ゆ るｩｎ［ Ｍ ｻｦＺ都市を して 回 図書 ｾ ￯ｬｪ とＺｪＮす事はそんなに ｬ 忍維な ｉＮ ｕ Ｚ で

はない答 で める o 然 し乍 ι それ 等 を最 も よ く 行はんとせば 図形状 のJ也併でゐ るより侠形 の j j 点、自然 的

な{ 燦f牛で ゐ る。

第 Ｔ ｾ 首 ｬ ま 産 業 並に農 業の｛ 非 ｈ を に 陣 却 し 惚 形の原 理をレツナ ワ λ のも ｨＭ 合に ｊ 虫 剤しれもの会示 す 。 こ の白 ｩ 解

を検討 する ｾ ｊｊＺよ り 、 現住の レ ツチワ λ の 市 街地は経 ｴ 基 地 の Ｓ つの鮎に鯛れんとしてゐ る か 、 ｝ｩ ￄ は叉 ｬ ま殆

んど鯖れ て ゐる のでめ る。 然 るに 良品) ) llii u'd主地帯 ぐる ne) として .J5- jlIi さunっ そ れ は 都市 の半分を i雨

ｾす べ き 脳 Ｎｌ Ｑ ft' 以 て困総し 他 の牟分の[ . ' ，)図 が レツチワス経替地 の抗体に 、市域と該境界の外在日 にゐる

松 平 ｾ Ｍ 地と の ｩ 尚に充 分 なる ＴＱＯｾ 状 地 域Ｈ Bdl  land) を留保するに はi絵 りに接近し過 ぎてゐ る状態にゐ るので

ゐ る 。 レツチ ワスが完全 に ｾｩｉ 立 されれ ｬ 侍 ヒツ チン及 パ ノ レトツ ク Ｉ Ｉ Ｑ 何の ｬ Ｚ ｪ 血 Ｈｩ｛ ｬ ｬ｛ 週土 地 合枇によ り 改め

畿 の してお くに非十ん( .f !込耕地成が殆んど凡 えなくな る税 レツ チワ λ に抜近して往築のにめのをまi主を

ＧｴＨ Ｑ￭ｦ，ｾ 問 題としては 市 街 地 と ｊ ［ ｾ Ｎ ｩ［ｊ ｉ 地 の剖合公定め Ｎｮ ｊＺＨｩハソ ート ｪ 壬の地ＺｴＡ ｈ ・ Ｔ 央倣すベ＼ dj  なす でゐらう 。

街地 の凡ゆ るft[ 1) に沿 J 、て充分な る;架 o ｻＡＮ持つ ＱＺ 公 開絵 地 主事ｾＮ }11;1まする す

でゐるカ ーら者s ｦ ｬＱ 適地として Ｑｾｴｬｾ ｽ し ＱＺ 如何な る 経替 地 の中心 ｉ Ｇ ｭ に於てＨ， u1iilt に略想、J 函りでゐる jみーイ「がめ

ん どないとい ふ事 (:J:.全く 常 然の事でめ る。

第 4凋 に示 す刻I < レツ チワ λ から導力、れ てゐ る政射 状 地域 lまレ Y チソスの償必のJ 二1: る) j [，;)  'tf品 tB し

てゐ るやう に常者 ( ア〆ム λ 〉には足、へ る。者R市を貫通 してゐ る幹線鍛造11. 2つの産業地へ通じ 、Eil ち

その 一つは ヒツチ y とレ ツチワ λ を記長絡し他 の一つは ハソレト・ツ クと レツチワスを? 聖書いでゐ るのでめ る、

壬し ｔＩ ｔｾ に この鍛滋 ｌＱｊｴ Ｎ ａ 干 の 郁 ｲｬｩ {! ' J sえ t 泣 く延長ミ Jl T ，ち るのでゐ るu
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-It ｩＧＡの カ ｬｴ に Ｑ たげるご士Ｎ 地 ｾｴ Ar bey の主主六工婆及イ也0 J ;!ii 工 惑によ っ て占め られてゐる ::>"f..，. .!!七感 を又

他の倹形のーっ と す る ｾ ｊ ＩＺ Ｏｬ Ｚ 出来 る 。 主要鍛造幹線及幹線交泡路線のゐ る是等の 市街地に 取っては興味

るゐア イダ アでめ るo 1; ; 久一力、ごIt カ にゐる St <.tofold. 西) ] にめ る Icke!tford J. 正南東に ゐ る Gravelcy ｾ＠

の村落の府l函 に{式決耕地 t して最適の土地が存在してゐるのでめ る。 図解 は単なる〆 イア グラムに 過

さ'な いが賞際に 1t. ':  ＮｊＱＮ ｾＺＱ 干 、 こり 惚 形 ｬｴｊ 郎 、 Ｏｊ Ｇ fi くは位慌がi l l : : ってゐ るか1， 1:11h なL、。 JI'b慮に悦' ダし 1:

11的 (主将来生産線地 を保fll すべき悦泌 に糊する 原員Jj {e桁示しれ に過 ぎないのである 。 筆者 〈ア〆ム ス〉

11. 回園都 市に於け る股耕地械 に到する 、 大 多数の反狩l 土地帯'? ( Zone) の代 りに喫形 ( Wedge) を承認 す

る 事 に上 り克服し ｒ っそれは厳重 ｅ に 既ＨＺｽ都 市に ｾｦ し更に務局に牲を線 地 を得 保 し 作る原ｬｬＮｩ｟ｉ ｻ･ｩＺ宣 る Ｚ＼ ｊ ｪＺに

なるでめらう と信すe る L のでめ る。

生 産車基地の縦突に.1itして形惚合姥へ る示唆に就 て( 土、 竹て公明に断l して論At Z れ に事力: ゐ つ 1: 。 そ

れは イルリン のエペノレシタツ ト教 授 は パ ー タンステム ( 公団系 統 ) 1ま都市の周囲 に阿形状 で闘紛する

代りに喫状で OM習をす べ き本 を提案 してゐる 。 彼の論財 [立、{). 1状の公園 l立、者s 市 をして周悶の 問団地へ

開放さ れ 1:肺臓を保仰せ しめる司王で 且っ か、る 形状の公明 {e.. Jl"投する司王[ま 市民にと って阿形状 の筋合

よりI ) ! : に，_ t >' ，、要欽〈べからさ' る L のでめ ると 、云ふのでめ る。

者 ￟ ｲｉ￯と接近し叉｛工 ｲｬＧ ｦＮｬｉ ｩ して＼Ｇｬ］Ｎｾ線 地 的公 園地 械を＿間保 す ベ〈 この'J !"i lf: ( 企悶〉のE差別 に防! して( 士 、

; -1; 築の 1: めには不湿地 でめるが耕作には遁蛍な る 土 地 を i盤保す るとい ふ事 は俺め て竜 要 な事情でみ

ると桁」消してゐる。 力、、 るilll: r平によ るならば、評 i貨又l士課税の 方法 11、耕地 の 同的と して留イ呆す ペ〈

提案さ れ 1: 士地 の} 針作者へ {.f 利のやうに調節されねばなら山のでめらう。 建築の目 的 の1: めの必要 な

る公共的サ ービスの経費 11全然: { . s: 築敷地に 斡して気U脅さ るべきで 且つ注築 目的への用途ぞ妨 ぐの に彼

等の七地 用途へ永久的1i リ双を段屯す る事合計ー容する司王1:1， ｦｬ 民地 及圧 地 の場合 に於 げ る Ｑ 日 ｉ ｾ .)にな る開聖堂授

を節約する 事 と相決って、 j込耕地 に宍へら るべ き補助 ( R ，J ief ) は多数 の土地 所有者 全充 分焚働するに

足 るも のであらう。( 亀井孝次 郎〕

員邦地域

第 4 圃
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防 空 建 築
二L ス

濁 i盤 以 外 の 欧 洲 諸 闘 の 近 況

力 ｮ 藤 得 ｾ 郎

5資i皇の防空については、 これ士で講演や雄誌で j是々紹介 されてゐるカヘ 濁滋以外の獄i州諸閣に於げ

る故近の防空 については繰 り虫色べ られてゐな L 、。 それは lih字ーに附する専門の雑誌は獄逸以外のしのか :

手に入 らなL 、かじでめ ι ぅ。 白分の手許に L 濁; 釜山文献以8 トグ') L ので沌 同に値する L のは ないが その

こ 品 ー ス 犠jや所々に散見する各闘 の悩ー報{ t > 扮ひ集め ると 大憾の動向が例j る。 係めて断片的 な L ので対:

盲の象を7探る憾める を免れま L、がfnJ かの御参考になれば幸と忠ひ 、次にその大要を御紹介して見ゃう。

イ弗 蘭 西

t略目駅西は千七撃約方面の研究にかげではf也の何れの 同より Uj t l ，でゐるや うに見へる o 1t 喜界兵器に跡I

する文献中毒瓦斯に制する L のは併r闘丙に最も多L 、o .llt 界大戦常時に空襲の↑ 怒号唱をまのめ t: り凡1: 人

身カ: 、最近の闘際清勢に施するおに防空に斡し如何に. ) j ; iiUでめる か l士、 t: 、、、に寄1' ( 斯に1#1する研究の

- IIii tごげでなく 、都rI i 言十司::-1J 師に L漣宇ft 所計謀の }11釘に もりLI まれてゐ る。 彼の コル ピシエ 一氏の l均宅

都市計君主に劃する提案い その件失は別とし て、 新し い都市の形沼として注目に値するものである 。

研究や計叢ばかりでなくそ‘ のまE施 に 於 て い を さをさ怠 りない事は女の一事を見て し明かでめ ι ぅ。

巴里市中には 1935年 10 月迄に 27. 000箇所の空襲逸脱所が殺げ られ1: 。 同市警戒聡の習を表に よれば、

この遊間所に収容 し得る 人員は合計 170 ( J ' [ ，人で巴里全市民の 3分の 2 に常ると いふ。

36年の春から巴里及びそのl . . 1i : 郊の家電所有者は、 自己所有家庭 の人口 に宅提符の行動を示しれ防空

沌意草寺をァ掲げて置くやうになっ1: 。

防; 議室或』ま選総所の逮設に ついては政府 L、民河 L 多人; の吹用金投じてゐ るゃうでめる 。 巴! [ 地 1:-

鍛造の停王室境内に殺げ t，れ に Place des ｆ ￩ ｴ ｾｳ や ｍ ニ ｩ ｳｯｮ dl ancf日 の策因坊議室はj l ( に大規模な素晴しい

もので、 市i者 は4. 000人公、後者は8. 000人を収容する事がI i H!否、 投下電燐慢 に濁しでも 4安全でゐるや

うに道路面より 17- 25米の深さ に殺げられてゐる 。 その他の殺備は推して知 るべきでゐ るコ地 F鍛の

停車務は この外に 130箇 所得ーゐ るが線、てが前渡のもの〉やうに深くはずn 、が う- 12 米の深月Ir に投げ ら

れ何れ L 防空的考慮{ t > : 例はれてゐる 3

そのイ也焼夷践についてはその作用と防禦7i 法 につ きー般市民の，111階、がよく fr z. ; 届い てゐ るつ

沢斯訪議の局めに は、 巴里及びその附 ;Ii:の 住民 lま防毒 IAi ｾￍ ｲＺ昔日から ｴｇｾ で交付されて家々に ｩ 市Ｚへ ￭ｴ

Ｑ 毛 ｉ ＭＢ ｲ［ Ｍには 凶家 又は都市の自治飽が費用を支出してＮｾ［ｲＮｾ・でｾ奥し 、 ヰ Ｚｈ￯ 防 一 言 ｾＺ ｉ 町の効力試験及コ ｴ 修縫 ｬ こは

軍部の工廠が常つてゐる 。

一 般 訪 議室に技術する さ ｾｾ Ｑ 清涼 ｉｊＮ ｾ ｟ 過器に つ い て ＱＱ 、 最近 に 隣ｊｪ￬Ｚ 省 から 「防寝室の技術の検査及び使

用に腕する規準」 が公表され1: 。それによれば空襲時 lこI:t.防諮室内の気墜を氷柱で 5 - 10粍に高めて
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第 1[問 ・巴 里 地 下 鍛 造 の 防 毒 的 訪 議 室 に 外 気 を

吸 入 す る 篤 iこ街路に設けられれ阿筒形関口

1r され れ とかいっ てゐ る が、詳しい事/ 1 列じ

ない

閥 的 Ｂ 的なｾｾ紙の報やる庖によれば、や ｬ 唱の

ｬ 剰 で Ｑ 同 じ ｾ ｉｾ :: の るが、 英吉 利 丙 に 於 て し防

Ｇ 告とい ふ 重大 ｦｦ 的遂行 の 前 ｬ こ ｛ ま 一 大ｾ鈴が械

はってゐ るっ それ l i 1i 命教や Manche ter の 「λ

ラム」 で ゐる 。 これ らの地 域 に め る 家 々 は 毒

ス ｬ 町や燐 ｾ ｲｬＡ の防禦たど ＱＱ 論外で 、今 のところ

雨 漏 り さ へ防 ぎ4砕ない現状にゐる の を> ¥. ' うす

るかと

fヂ 太 利

「一 人も疲ら す・備へよマスク j は 19351，ドの

Ａｦ［ Ｓ 鼠 ・ 巴恩地下城 ｅ 進退内 に Ｉ，Ｆｪ，ｾ殺げられ ＱＺｾｪ

lぽ 防 謎 室 の 入 口 。 も し この| 坊議室が開 ぢ られれ

時は外* ，a ' 消毒する 大滅過袋置が働〈。

外者sのZE穴斯を? 念んだ空: 4 ¥¥の侵入を防! とすべ

きでゐると去ってゐる。

英 吉 利 西

ＱＹ Ｓ Ｖ 年ｼ坊宅賓が寄託 ＱＺ にＯｉｾ来 て ｬ 均笠事務伝統

一 しその質施の均に積事量的 に 乗 り 出 し れ。 iFX

} ( . f ( 士市民周防毒 i! n 調製に闘し851¥:¥祷 の 支出 を

承認、し、 Jt 筋 の 防 空 闘 係 官lま口を揃へて! 坊主81

tflI の 製 作 と 防 議 室 の 構 築 は、 現在 の と こ ろ 紹

狩 に 必 要 で あ る 事 を 注 べ て ゐ る。 最 近 にl坊官確

定 ｾｬｲ 築焼却 ｴ を公表され る であらうとか 、 ｷ［予｜

斯 訪 譲 住 宅 構 造 法 と い っ1: バ ン フ レ ツ 卜 が 務

第 2 闘 ・l坊君主的1議選に吸牧され 1: 空 気 の 泉 筒、

外主主はこの焚置内の大i婚、過装置を遜って消君臨さ

れる o I! Pち; とが大規模な主主! t f l ' マスクであ る。

者 か らこのか t: 伊大利で高日目 され て ゐ る 防 空

際活でゐる 。最近事R } に斗ーす，る 劉 英 の 紛 争 l::t

者 し い 緊張 隊 舎 見 せ 1: l ，のであらうか、 ji}j 2苧.

全般長年に| 坊議主問題には非常な努力が扮はれ

てゐる 。

伊大利に於て{ 主任に i932 1，[-'- 12 刀に 地 下 道

に潤する i政府 の方針a ' 決定し命令a ' 獲してゐ

る吋 ぞれ P士交誼に用ひられて凡 ゆ る地ード道 l i

ｪ ｩ ｩ［宅の民的に従ふやう に攻 迭 す べしと 、 ｸＮＡＡＧｾ

に 今 後 携 築 す べ き 地 F道路主道 L 問機訪議室に

; 菌ふやうに すべ し と。最近に継馬と Mail and 

との聞に 百十鼓されれ地 下 餓 溢 も官民め集閣防護
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重を? と i 事正考慮し? 色Z なE十烹を

決 定 し1: といふ Jfj:で ゐ る。叉練馬E

|伎の Avent in と MO:l te M.r io の!日!

に も地下道o設げて、平時( ; J : 合I車、

阪E室内f戎 li 自動草原などに使用 l，、

「i院時には l的議室に充てゃうと L づ、 'Jf

ｌ 三 ｬｾｦ されてゐ るとい ふＡ ｦｪＺ : : ゐる ο

第 Ｔ 闘 Ｎ ｦ｛ 馬 ｋ｡ｾｩｴｯ ｬ の圧Ｈ七庄の一つ〉のを号 窟

同 じく縦一馬の来工場に於ては故近

大規模な l妨謎室が完成 され 7‘ と。そ

の内容は 19安に 分れ、収容人員総計

60J 人で、収容室の換気に必要な空

jI. は40米のトー空か ら新鮮な空気自?導

管によって導入 する事に なってゐる

といふ事でゐる 。

伊太; 1' IJ に於ては 古い康史的 改築物

をも都市 ｉ￐ｪｾ の 目的に利用しゃうと

百十31してゐ る。

襖 太 利

この固に於ては維納 の古都に ある

水道の暗渠で現在水運に利用 してゐ

第 6 闘 ・維納に於げる 防毒訓練

YIII 1  1  6  

第 5 悶 ・蒋: 馬 Qui ri nal 隊道

ない ものを防空上の周塗に車専用しゃうとい J 、議が持 ち_I .. 

つにと。

又ザノレツプルグに於 ては 市の外廓を絞る丘陵に横穴金

掘 って防議室として、 空襲のめつ t: 時に市民をその中に

泣一難せしめゃうとい」、従努力 ;ゐ つ1: と。

葡 萄 牙

Lissadon に於てはrl ' llt 犯に l二水月として構築 され1: 附

渠が 1755年の大地震に7 i f々 i i ，it哀してその僚になっ てゐ る

ものを?手入れをして役になちそうな部分営改造して架l姻

防護室を設げ 1: との事で める。

瑞 西

この 闘に於 ては 1936年に防空建築焚聞に到する補助金



として ＵＰ Ｐ Ｍ￯ｬ ｾ 端函フランのク炉ヂツトが成 立し、 共 5 分の 3 は公共用、残¥> ! ま個人周防護室に補助す

る事になっ1: 。

吹いで 1936年 12月29 日工場防空組織に附す る命令が唆せられ 、 工場は この命令により 持 に防 空賓 施

について義務を質強せしめられ 、 自衛泡殺をなし、従業員に約しては常に防空訓練会行ばねばならね

事になってゐる 。

白 耳 義

若し ｩ 当 ［ 尽義政府が↑ ｌｴ 界大駁官 ￭ｲ の ｲｬｬ ｾｲ 状 Ａｬ Ｎｾ 空に還元すれば 、 猫遜空率の興基主 に 狩し 、 英国参謀本 i泌が|坊

禦陣営完成するには少〈と1 ， 40 分の煎告時間1を喜ぎするが、 それが士号には白耳護衛逸雨閣情1の国境に針

ZE取fft!1}i !i : 0唯 言EEせねばな C なL、。その施設

がない[ 浪り濁逸空軍燦滋機は自由に倫主主rfi

￦ｾ 哩し ＱＺｽ 亡 、 事Ｍｵ上殆んどＺｴｩｾ傷をうげすユ

して桜1京地にE言語Z し件るでめ らう と去はれ

てゐる 。 故に白耳義自身として防空に ｾｴ し

挺: i ilf なら F るを引上す士 、 その ｬ 切Ａとして防 ［ｾＺｦｊｴ

ヰri ' 殺り仁アパ ー トの貸間磁告 o正主に婦げ

ておく。

ブ) f . ，ガリヤ

パノレカン地 j J の誇凶に蕊先してプノレガリ

ャ 閣は ＱＹＳＶｾ 7 月 18H に311留保よりなる防

空法を公布し 1: 。その内容は防波閣の組燃

に関する事須カ ;最 L 多L 、。 同闘の防護関は

園防相に従喝する rl : t 央委員舎に 枕有され防

空のi t 施に常つてゐる 。 その費用の気掠に

附しては 、 岡家的ｾｾ手段に直接関係ゐる

第 7 悶 ・γ パート の貸間肢告

前jf Jj屯!諸説。コ注総戸ii ゐり

L のは凶1方トah:j主権し、虫食這工場、の如l き重要 施設 には夫々 持殺防泌郊を編成せしめ 、 その費用は各自

の賞。骨としてゐる。

向はこの元空J去により 防空針Jf * の注反に事せするT M，罰規定も出来てゐる。
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防 凸
全 的 工 場

4

1

 

2

=

ロ

重

( 部 課 〉

首長 井 安 義

G 詰 schulz und Luft schut z  1937年 4 刃務所殺の猫逸航空省参事官. L iif ken  ｦ￭Ｚの「工場計裁と ｬ 耳 ｊｾｊ の

大要を? 紹介し1: bのでめる。

目 次

!  工業生産の統市U 2 工場の依院選定

3  施設の大さ及び敷地内総築物の太さ 4  操業の安全

5  注築物の機逃及び材料 6  作業務内主主要 Ｑｪ 包投の ｜ｾｬｩｊｬｴ 見所とｻ時袋

7  苦手働者ジ 一 ドルングの防J ! . 1f 8  華苦言

1. 工業生産の統制

Z局逸脳内に於げる工業の生産及び供給の筒戸;}r (主大百日分凶境近〈に{ 扇ギヒし、 ぞれがI君に1t J ?，地と斜務

地とが混合してゐる。放に闘士訂定的見地点、ら 、 居住と経済の双 }j に隙l聯して全謝逸捌民的安全を阿

る7こめ 、 工業迩校全般に買ってIめZF. 技術的事頃を賀施する伐に努力せねばならな L 、。

従 来 lま純粋の経済的根抜からのみ工務新設計家及び質施、湾施殺の抜張等が考贈されてゐ7功; 、 今

後 lま之に防空といふ 4J j : 噴射J日へねば、完全な る解決を作 る事( ま 11 ｾ来な ｌ 、 。 それ自主に工業生産の根本的

分担及び各作業箇所に 於げ る生産制首の量的市IJi裂 によって、 全猫逸を? 遜じて均等に分間され1: 生産と

いふ ものを? 賀現せねばならなし 、。

この設な言十重を 、官公の正しい指導のドに行へは' 、渇逸の企業情紳を? 弱める事なじ むしろ企業の

健全な安達を主主げる事になるでゐ C う。貨に工場に於て[ 士、苦手働力及び原料の供給、 製 t志的資捌きl ' l l :

!i 交活等の必要から 、更に現伐の純痴現象とジ 一 ドルング政策、 それから防空 ｬ 角 ｾｲｲ｡ し て安全全 保 ＱＺ

んが鍔に! 士、 その; i t j建設に終i努隙H系1J:. 2つ乍ら非常に考究検討を要するものでゐ る。そ の中 、防空の要

求 11現庄の猫j笠岡内に於げる工業のをま展に非常' に影響会及 If す L のであるが、 生産の安全合間 る伐 に

努力するい決して経済力の向然的活動公無意味に制限するしのではない まjl って経済o保; だし、J l

d最大にな るやうに育て る しので、 卒 I号1: ると較時?: るとを問 [ 士子、全凶民の秘，plf :: l ( 1主主の絡に fi; に考慮

されねばな らぬ問題でめる 。

2. 工場の位置撰定

従来 、 工 Ａ ｾの位鐙選定に際しでは 、 ｬＧｖ ＮＱ こ原料力作缶 、 そのイ也経線的必然l ' E ! l ¥l . に可能性、交遜{傑11等

に従って決定されてゐ: ; 力、 防空が JJ I l ばってかt ' ; Il 、 工 場 f!:' 新設するときの位置決定及ぶ持紘殺の府

没 収張を 行ふ前に 、問図の地形及び附近の機築物 f!:' 誠 査する必要がめる o 工場権誌を' 新しく 投げ 1: 潟

に、既存施設及び設 備 の空健のfι 骨量皮が上骨太されではならな し、。 放に機上から識7 ) 11 され 易い.f.ゑな待i皇I

{ f 持つ 1: 地 対?立、工場の位置として不遡常であり 、 是非とも 機 J こからを費凡され総い議員別! 忍縦な筒J i J rに
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［没 η ねばなら Ｑｾｾ 、 。

同様に総ての一般生活必、q ; ; : 'iIf. 設は、イ也の建設箇所ーから離して投げ、 新し〈設くべ きジー ドルシグは

既存の重要工業権設に接近させぬ事が必要で、 工務と住宅地との l前は確然主分離されて居らねばなら

ない。

要するに閣内全般に下〔って特徴のない地形を持つれ所に工業地以が分散すればする税、 線、でのさ主権

? より多くう笠宮里かも l物製し得る Zj ] : になるでめらう。

3. 施設の大さ及び敷地内建築物の大き

工業地殺の新築、 改築、精築の計J r : 及び' J { 施の際に lニ空から殺到同れ耀くする錫に 、 先づ防空上の

要求に十1: ;¥まを J弗ばねばな らなL 、。 その防空上の防護手投 l主主E築技術的事項に附1系す る もので、 工場の

新築或｛主吹 雪量 等ｾ五 Ｑ ［ ＱＱ する時 ｬ 計百に防空に就ての技術の専門家の意見ｾｬＡ意向すべきでゐる。

工場: の大九位置、形式、 作業方法等の如何によってZF. 現による被害を減少せしめる事が: 1

1

1来る C

ll iJ l) ，敷地内の施設の大 さ、個# の建築物の大さの制限、 並にその防空的考胞から分割等を均して全

経後と生産の防護が逮せられるのでゐる。

工宮内の個々の主築物の:1目立位置は、空需の感受性 と除!1系が深く 、 調淑的に笠領しに併行に並べ ら

れ1:両日宣伝採る事l主滋げねばな らなし 、。 施設E主張の際は喰大きくする Tごげでなく 、多くの小孤立建 築

を作ってl防空 目的に従はしめ、 工傷注築泊庄の｛前傾 ｛ 土 Ｚ ｉ ｾＪ るだげ大き〈採って分散伝達成せしめねば

3 らなL 、。 以 k の防空的要求{ 士、経 i努的可能性及び経後技術約保全と調和金保れねばならぬ民主に 、工

場技術者の先任める使命が11=ずにする。1 ! i J ち今後は絡済的ばかりでないむしろ空軍埋に型せする保全とい

ふ事公考へ て行くべきでめる。

4. 操 業 の 安 全

工 軍事の秩序 と安全 の保持を、防空の要求に適舷 させ る事は工場技師の重要な使命である 。 工客室築

物の分散は操業を分1: しめる事によって、空襲され7こ時、 唯工務の ー 涼分のみに被筈ｾ局限せしめて

金工芸に ｩ｜ＺＺｉ Ｇ￵ｾｾ 奥 へ さ ぜないおである 。 操業 η 安全に就て各施 ｩ ｅ は友々経算約に利金ｾ僚 ら す方法

がゐるが 、 一 役 ｩ Ｏ ｾ には用ひる事 ｉ 主出来なし、 。 その個々の形式や位置の 除殊 性によって考究すべきでゐ

る。倫 li 防空的凡地か ら、完全に長好と認め C，れ 1: ¥，のは、 イ也の側1糸からも ｩ ｾ して不都合はな い もの

である。

大規模な重要工務では 、 待に笠襲の危険のｾめる 地 帯から離れて ｩ 間々の操業に分げて 、 技術的並に

経湊均管理と同様に精紳約，ill 師、合施しておく事が出来る。 之によって生産に謝して技術的並に経済的

方面が確保され、一工場の各分伎が全作業に封して重要な存在 としての安全性が保1: れる。

既存施設では 一定金の操業式[ま;:1 " 築的笠原の尽に 、一般に同 一務所の j町長が可能なるや否や、 1[ に

新 しい操業:こより 、 或1 i tt武張によって空への感受性が高め られるか否かを常に調査しておくべきであ

る。然る時、 空への感受注がお まれば生 産の安全を保つ J j } : は疑問となり 、 この場合には同 一務所に於

て披張する事を断念して、イ也の場所に防空技術的に完全な施設を? 設げるのが件策である。

官 ｚ 紙、 主ｾ斯 、水 道施殺の Ａｴｴ ￯￱ 斐｛ま勿論忽せ に は ｴ ｬ Ｚ ｜ｐ ｬ とな し、 。 之 ｃ ， は ｬ 箇 ｲｾｲ が破滋Ａされるとき 、 ｚ 象的施設

と連絡し得て金工場への供給に 文降雪来す事のな い様に設げられてめらねばならな L 、。
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5. 建築物の構造及び材料

従来の官築方法で[ 立、 爆1毘やt秀夫現等の作用にキ自営する絞な待，8IJ の荷重 に就 ては考へられて居らな

かっ1: c
それ故、燥獲の破製作用〈爆破、衝動波、破砕、破片、震動の各作用〉と 焼夷認によって起

ｾ＠ 1斗ベ き作用に針し て安全な格訟 を採用せねばな らなL 、。 それが潟に! . i 多府或 !:!'II: 構造が上〈 、十ト係

建築刀法ＯＩ Ｚ 有効な防護ｾｾしてゐる司王はよく Ｒ 忍められてゐる ｯ 煉 ス訟の工事で !1特別J f. I，'f'r (1) モルタ ノレ

公開ひ、優秀な職工によって織T J : に宇佐怠深〈施工 されねばならな L、。

t車ヲミ現に労する 防空1としては、先づロI燃 1' 1材料を7使用しではならな L 、。 屋根} : ; !よ全部 見波せて、 向

11. 隅 主々 でl互に行げるやうに整領 されて芦じなげればなじな L、。 飛火に劃しては不燃1t の段根i l ' . 材料

を用ひ、 俄 構 造'!!l! に木構巡 では if¥及 ひ: 'I ( 熱の作用に封し、充分な手在者i或は之に代るべき J n去を以て防

i: 援すべきでめる o 引勺雪聖火ＱＧＱＺ材料ｾ｝ｬＧ ｔ 敵する戸 ［ｽｲ 、 或はその伐な材料を用ひて作業がｲｔＡまれ る 碓築物

にゐつては 、 全 Ｑ Ｇｦ ｜ｾ 耐火構 ｩｬｬ とし 、 叉 ｭ Ｊ るだげイ也 の施設とは阿南 ｉｴ して殺置 す べきでめ る 。

紙、て工場では、消火の用意として消火水を手許 l二mr . へて、 更に手動消火器色 、 消火ＱＮｴ｣ ￬ 留等ｾ投げて量 Ｑ ，

常に充分間に合ふ捻に fiiil へて詑〈べきでゐる 。

6. 作業場内重要設備の監視所と傷装

セ Ｑ 漫に到し苦手 働 者 を め ｊ 泌 す べき ｉ 坊 ［巡ｾＡ立 、 工場新築の際は特に経済的に作り伶る。 その際1均; 設省! . i

/I '，pfそるだげ fド業務に接近して殺げるのがよ し、。 椛場に於 て兵士が主張E哀その他のものによって純潔 され

てゐ る械に 、 職場 Ｑ Ｚ 照る従業員 の 精市 ｉ ｪｉ ｾｔｉ 革関にし 、 敗 総 心を保持 せ しめ る銭に は完全な防護手段が必

要でめる 。 而してその防護 !1、武袋しれ兵士の刻 I < 、 毎々 その| 坊認に安心し得る桜な完全な る L ので

なげればならな し、。 伶 lま防議室を卒時に熊笹上使用す る 事 い その工場の性質により 、;又建築質施の

節に考慮すれば 出来る事でめる 。

工場 内の機械や計量装置或はそれと 同様なもの、監械の目 的で、 是非 とL 幾 人かの従業員が作業事

内に舟洩って居 られる設に 、 場内の見惑しの対! < 所に耐現的初日住居立競所といふべきものを? 待設 すべ き

でゐる 。作業語新築の場合[ 工高iJ ｾ 己 京 税Ｉｩ ｊｲ Ｈ 士 、 確際 、 階段の傍或!主主の一隅に竪聞な墜で悶まれ1: もの

を改め殺げ る事がi出来 る。

従業民の防;位以外に持に関間際、電話 その他の設備も錦、て秩序 よ い 往築的に も巧み に抵抗力全持

つれ防;巡がお される事が望 ましL 、。 大規模な機械袋置や汽統計には、1必要な エネルギ ーをら、へ、少〈

とし そ の Ｍ￬ ＧＨＺｦ｜ 分 ｔ ごげＡ土常に迩時五ヶ椴行し ｩ ｾｾ る 伐に袋理￯｟ｾ分前 ｴ し得 る 絞 に 、 ｔ 泉め侃へておくべきでめ る 。

電然 、 ｔ｜ 斯 、 水 道 、 楽 汽 等の供給向 ｅ 線西 ｻ｜ｾｹ Ａ ま往物外 ｩ こ ｮｾ る 昔 日分Ａ士 、 竪府! な構3f t による地下旬設とし、

爆破の破片作用に抗して可及的被害を免れしめる様に工夫すべ きでめ るo 故に商{¥W間線の絶縁或は匂j

換の翁 ｩ こ 、 試粉、 演 の遮断装置を＿取 ｈ ｴＱ 、 い つで ｌ 利 用出来 る 様 に して置かねばならず ｾＮ Ｇ ｾ、 。

次に さ主唆に型せする補助的』拘禁手段としての白書炎に 就て考ふ るに 、 工ｦｴＱＺ ｾ 金築施設は ［ 燦准同僚或は誘導

同僚となり易い L のでゐる故、 出来るにげ 除機から認められぬ擦に作ら ねばな らな し、o ｾｪｊ ち自然の 地

形 ぞ刺用し て周園に遁合し、土地 の自然的状態に JI国際する事によっ て、工場院に 育設備を防認し件る o

その周囲との遁合は、建築物各部の形態及び色彩 を正しく選爆し、 窓面壁面の反射 を消滅せしめ 、主主

築物の陰影 を解消せ しめ る事によって達成し得る。 倫 ｬ ま 主 主築物 の 相互関係 は 樹木 ｾ 用 ひて完 全 に不 明
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にする 本が出来 る。

ヌ、毛主築物の大さい上空よりの議5 J 1J皮にI #. li:糸する故、小遣築物の分立が認ましい。 故に識別皮の低

減に闘しでは、建築的、 進国的、塗料技術的等の各手設を恨重に併用して、 始めて達成せられ るも の

でめる。

更にｾ間は全工場に完全な燈火管制 ｾ ｩ 泡行して 、 線、てのものを暗黒イ七して 、 工務及びその周囲を防

E益する 。

終に注築材料に就ては、例へば滋材のf . ( 11 きも のも 、 防護主主及びその他の'ill 築的，>与; 波賀行に際しτ は

節約する事は出来なし 、。 一般には節約すべきものでゐるが、防空上からは凶l均的凡地に 立脚 して、凡

ゆ る手設を 以 て強力に促進すべきでゐる。 その他一般の途築材料に就てい空襲におす る防護を よく

緋へて材料を選揮し、各 iせ料の飲黙を悉〈知っておらねばならな し、。 放に現在の建築材料が防空目 的

に遁するや否や、 又j盤ばれれる 建築材料タワ賞際の施工に封して い常に調査吟味する必要がめる。

7  労働者ジードルングの訪謹

勢 (制 哲ジ ード，J レングを新設する 日寺は、先づ; J j 空i支術」包鋭黒占に立って注意を扮ふべきでゐ る。 現今都

市近郊グコｾｊＮ民によって 小 ジ ーＡＭＢ ノ レング の建設が盛でゐ る が 、 その際空猿の;!fL自主の lit ある工場の附近に

ジー Ｑ ， Ｂノ レン グｾ投げ る事 法遜〈べ き でゐ る 。 叉簿じて府 Ａ 亙 ｩ に ｦ 白荷量ｾ ＩＮ 走 ｼま すが立｛Ｑき工療をジ ート ボノレング

の近く に殺 りではならぬと いふ事 L笛然でゐ る。 放に 11広部分 と作業郎分を 、充分のE貸さのめる防諮

緩 衝刊 Ｇｦｾ 以て分泌し 、 住居郎分と重工業及び供給均投点! の最小距離〈往築禁止範図〉公定めて之を絡

謝に保守する 必要がめる 。

小ジ ー l ルング. ! ' x; は勢s働者ジ ー ド、ルングに於て l士、 地 l' 物置成 lま之 に類する ものを空襲! 尽に防諮室

として使用す べ きでめる 。 然 るとき地 l、一室天井は常 に仮l戸11.: 構造でめら ねばな らな いが、 その建築物

の上清昔日が破桜 され、嵐援物の術霊堂地j - ' 室天井が受げ る時、 小述築にゐつてはその尉組物; 荷重は問

題とするに足らぬものでゐる故、 地下室天井の棒迭に杭て深〈考へる必要はないであらう。 地 下室の

［Ｚｴｻその他の防 ｪ 口 部の武斯並 に燦磁の破 片 に 針 する臆 念Ｚ的 ｩ 妨設子段として 、 砂袋 、 砂 ｾＺｦ ｩ 、 右政み 、 戸の

狗ｼ羽等 ｾｩ 号 す べきであ る ｯ ￭ｾ ｽｉ土空稜の危険ゐる施設の近〈に勢 納 者住宅自＿投げる際は 、 その防; 進室は

公定規準に主主 らなげればならなし、。

8. 結 百

以 ! こまA; ベ1: 8怠によ って、 工場施設の防空は述築的誌に技術的古 Ｑ｜ 門に於げるゐ効な ｔ 泉防手段ｾ探期す

る事によ って虐成せられ る事 力 ・ チ ｾｊ る。 若 しも軍需品 ｪ並に ｴｕ￰Ａ 必需品の ＮＧｵｾ が ｉ ｬｽ ｪ 空技術 的に巧 みに 質 泌

され1: 施殺に分j取し て五月 JLば、 空襲によっては工場ｾｇＧ Ｉｦ ＼ｬｅ Ｏ ｊ 、 ｬＧ｡ｾ 分しか被 ｾｴｾ 受げ ｾｬ 故 、 そ れな以て猫滋

の経 痴 を行 ｊｩ ら す ｾｊｩｌｴ 不可能であ る 。

前: ( i l ! ; の各防空手設によって、 告すに抵抗力全出 Ｑ ，へて凶土ｼ 坊街 に泌する経理野 ｾｊ ｊ /i' 往投せられ るの でめ る

放に之カ: 準備を行ム j0には、 その後牧 lよ或程度忍ばねばならな L、。 今や部逸技術界l士i間足な経済的方

法を以て防空 に 関する任務ｾ果し得 る 様に充分進歩してゐる。 工場指導者、建築家、技師、絞術家カ :

全力を悲して凶防 と国民 の安全の !'i;に 貢献する事はそのま是務でゐ る。 c昭 和 121，ド6)1)
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ソ 蛍 議

都 市 計 重 委 員 曾 ( 第 I IIlli )  

時 7月 l 日午後7時 - 9符 30分

所 建築材料凍列与制1) 室

出 席 者 委 員 長 烏 井

幹 事 福 知 村 井

委 員 亀 井 吉田 匂坂

l 、注 築舎前土及住宅法案に 闘するイ牛

l、復興宝築助成合社定駄に附するイヰ

常 務 曾 ( 第 14回〉

時 7刃5 日午後6時 15分- 8時

所 建 築材料陳列場jJ 1) 室

出 席 者 理 事 竹腰高11令長 松本則合長

時

所

委 只 伊 東 黒 海 坂 本 鈴 木 的 関

1、建築講座 に附する f牛

l 、郷 土古池築調査に制するイ牛

l 、池築定員3調査に附するイキ

l 、述築教員E堅議合開飽に闘する件

材 料 委 量 曾 ( 第 13回〉

7刃12 日午後 ! 日寺ー2時

述築材料陳列場: 別室

出席者 委員長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 秋 岡 小 川 楠頼

床利令横山ｾ

l 、床板規絡案に附する件

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 7 回〉

常 務 井 上 主 記 小 川主紀 中西主記

樋口 主 記 清水主計 中村主計 。

堀口 編 鴇 吉 田 編 暢

: 時 7月 13 日午後6時 30分- 8時 30分

援 事

l 、建噴鋸屋根に書きす る風匿の分布状況調査1 l :

に除iする i*

2、七刃 例合}lj i_建築整合申 越 しの講演合の件

3、都市計輩委員合より 都市計輩協議合に代表

出席要求の件

Ｔ 、 住宅委員舎より参考書ｾｾ入力諸求の件

う、都市武装促進委員令より委員増員依強方要

求の件

6、日本 ポノレトランドセメント同 業合申主主に係

るコンクリ ー トf { 開講習令後援Jtf也のf斗

7、トー キー映笛「愛の設J十闘 」貸奥の件

Ｘ 、 給 Ｑ 士続税ｾ出及補飲者保用 の件

9、職員増俸 に附するイ4ニ

10、台員詮衡

報 告

l 、京都 電燈株式合社見事終了報告

2、南海地動研究所現況報告

激 化 蚤 員 曾 ( 第 6 回〉

I碍 7月8 日午後6時 40分一8時 30分

所 協曾倶楽部室

/1.'， 席 者 委 員 長 永 諜

持 事 篠 原

VIII  1  2 2  

所 協合f具築部室

出席者 幹 事 rl ' 弁

委 瓜 谷 内 藤 捌 口 矢 岡 山岡

償 問 大 隅 竹 花 関 川 商 品

日 野ｾＲｦｓ野藤 岡

l 、地質調査に附する件

l 、f限枠に附ずるイヰ

都市武滋促進委員曾 〈第 6 同〉

時
7月 141J 午後6時 30分- 8時40分

所 住築材料陳列場別室

出席者 委只長 竹 股

幹 事 rl 'l 軍

委 只 清水 村 野 吉 田 松 井 横山

l 、阪市111;坊さE演習 に附する件

住 宅 委 員 曾 〈第 9 回〕

時 7刃16 日午後7時 一 10時

所 協合倶集部家

出席者 幹 事 欠同

委 員 皮木 小林 新名 中野'

l 、住宅言資本懐御に l、j 泡覧並に整理{ f な す

常 務 曾 ( 第 l う同〉



E寺
7月19 日午後 うl!;'f l0分 - 71時

断 法築材料陳列場別窓

出 席 者 理 事 竹 腹 話IJ 合 長

常務弁上主記小川ＺＱ］ＮＢ日中漆 ｴ ｾ ｦＺＡ

議 事

中西主記 樋口 ー七日日 清水七百十

伊 藤 編 ほ 新 名 編 向 堀 口 編 制I

吉田編待

ｬ 、 コンクリ ー卜 講習台間 ＱｾＭ に際し後援者とし

て挨拶の匁役員出張のイ4

2、主主彼鋸屋根に到する 風医の分布状況調査 'fJ1.

に関するイ4

3、都市武装促進委員合より委員依喝方の件

4、数千七委員合より 食妻子要求の件

5、材料委員合より自動車賃要求のイ4

6、合員詮 衡

報 告
時

l 、次て司令者より来京市倒大準教授武藤橋氏

全紹介し品 ［ ｊ ｦｉＺ［ Ｑｾ 凶 ＱＺ 日己組 ｬ ‘にて約 ＼Ｐ 分の講

演めり「銭骨及俄筋の許容際、力皮に就いて J

l 、10分間休怠の後

伊 藤75太郎氏再反登i笠 ド，'i l 1 題ドにて講演

「木材の許容? 底力皮に就いて J

l 、次て民事長博士再度笠l f L f 記l l i 1 ドにて講演

「木造 2階選小泉校の総泡規準に就し 、て」

ｬ 、 司合者ＴＧ￬率七記笠痘講演者に到し ､ｑｾｴｦ 遊関 ｬ

合菌 卒ゐ り聴衆拍手 の ｾＧｈ に ｮｾ 曾時に Ｙ ｾ 幸 ＳＰ 分

l 、本タは暑気最も厳しきにも拘 ら十聴衆場外

に溢る、の盛況全長しすこ るは淘に欣幸とす

る所なり

神戸に於ける市街地建築物法菌室行規則改

正、木造ニ陸連小畢校め構造規準講演曾

7月21日( J1c ) 午後61時30分 - 9時2う分

l 、材料委員合より注築材料暴騰に附する 鞠策 : 所 紳戸尋常小皐佼2階講堂

研究の件答申 。主 催 枇 図 法 人主主築事曾

2、i ' tt築皐合より再度依績のイヰ報告 : 後 援 社l盟法人日本1 ' k 築協合

3、遺築講座に附する件報告 1、蛍日天気決哨附暑i甚へ量監さに杓( 士らす，聴衆

350名にして大阪に於げる講演舎と殆ん

4、六 月分曾百十報告

法 制 委 員 曾 ( 第 7 回〕

時 7  f:l 20 日午後6時一 6時30分

月f 協 合1具書籍昔¥1主主

出 席 者 幹 事 松 井 111μ

委員板井今林本日ｾ ｾ ｾ［Ｉ多村

人 各駅周 -gイ良質作成に1 #1す る1' ¥

l 、質疑際答に附する件

大阪に於lナる市街地建築猪法絡行規則改

正、木造ニ階 建小撃校の構造規準講演曾

時 7月20 lJ ( 火〉午後61待30分 - 91侍30分

所 大阪朝日新聞社3階講堂

三ドー 催 i d : . 閣法人建築祭合

後援i d : . 閣法人円本立築協令

ｬ 、 Ｇ［ｾｾＧ日天気 ｩ Ｇｫ ｬｬｪＱｩ にして炎 ー 盛岡［Ｇ［Ｇ烈なるも聴衆 Ｓ

50名 古? 算しれり

ｬ 、 定 事 ｉ ｊｾ 過ぐる Ｕ 分に して中浮上 ､ ｌＮＡ司 令のド

に日司令先つ同氏側合の挨拶 b 必、次て講演

￮Ａ［ ＭＧｦｊ ｩｪ ｩＡＢ Ａ財投 ｈ 市伊政 ［ぷ大 ｪ ｈＨ ｊ￭［合弁 ｻＱ 介して日午ｾｪｽ

l 、伊日余ぷ大目¥; ) も干r)JY!' " ，icJI白11: にで" 昨;抗するニ

と40分 rta.隊I:J 竜; に就いて」

ど間散のｾ主舎者 ｻ･ Ｔ 射Ｚる次第なり

ｬ 、 ｩ ｬ ｾ［［ 地は迷・力よｾ *1聖者多数の側( 系上止 むな

〈待合せし? こめ定刻より湿る、こと 20分に

して註糠地方委員司令のトに 1m合先づ同氏

より開舎の挨拶を主主べ次で講演者警視際技

師伊藤憲太郎氏自? 紹介して怖現

l 、伊! 族定、太郎氏笠沼下記題ドにて講演するこ

とお140分「依我荷重に就い てJ

l 、女て司令者より東京悩倒大準教授止と際法氏

を紹介し同氏受皮下記題 1: にてが，140分の講

演あり「銭 ＧｪｾＧ ，Ｆ級筋の許容際力皮に就 ｌ 、て」

i 、休 憩 10分! 日] の後

伊旅滋太郎氏再度登喧 ne題 F にて講演す

ること約40分「木材の許容際、力皮に就L、てJ

l 、女て武藤清氏再皮登羽下; 18題 F にて講演

「木逃2階宮小型努佼の構造規準に就いて」

l 、司令7哲也臨地方委只宣車講演哲に到しi射能

並に閉舎の鮮を注べ Ｚｮ ＸＮｩ衆拍手の ｾＧｉＡＭ に Ｚ ￬ ｜ｩ 台市 ｦ

に91時15分

l 、本タ i. : t.大|民主 1，;1:ほ炎暑 r' i;' ;烈に L Ji リ- ，守点千T

f' l!に終了し 1: るl i i 't lj にiik"l" とする) 引なり
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*  
北 支事鑓はま すます ￬Ｑｉｾたして 、 我ｾｾの南苑

爆喰、宋哲元保定へ、逃亡 a 二十九軍全滅、我0

0 部隊長苧右占按等の報が次々と来る。

4巨

大阪師園管下では非常' 召集の' i I I 人と見送る人

身がトラックで持哉の歓呼と共に行〈。

*  
街 には千人針の女性の群がゐり 、四五 H 前よ

りは千人カの新し い. J I : てが況はれに。

*  
そして二十六日からは京阪紳地方の防空演習

が始まり模様爆弾様々? こる煩と防護国民の治

動 、高射砲の響。

*  
伎となれば燈火管1(，IJ が厳守 され、編怜三宮の完誌

にも黒いカー テンが Fげられて帰 る。

*  
正にn : rl践 と演習の交錯しれ新しい非常時の感

カ斗架い。

女

我日本の生長する胎動でもあらう。

女

今月は主 として住宅に附する執筆? 各方面 に

お願し7こ。

女

暑さの折柄御執筆 F さつれ各位に深く感謝す

る次第でめる。

編1悌治営 加 藤 善 吉

問 問 孝 男

建 築 と 社 曾

第 ＲＰ 斡第 Ｘｾ 成

1flJ]- 50銭〈郵' Ol ; 3銭〉

毎月 l 回 l 日 夜 行 定 償 12加 6 回 ( ? 36銭〉

昭 初 12年 7月25 日印刷j 昭 和 12{p 8 月! 日夜行

琶を行 ・編 鴨

印 刷 人

大阪市北区朝日ピノレ日本主s : 築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 『 止

‘  大阪市西|墨江戸掘南遜2了目 32養 地

後 行 所 喜 噴 日 本 建 築 協 併

大 阪 市 北 院 中 之 島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話長ｾｴＺ 漬 Ｈ ＲＳＩ ＴＵＰＱ 蕃 Ｈ Ｙ Ｉ

接 答 ロ 慶 大 阪 39975番

待約販資庖 柳 々 堂 書 I; Jj

大 阪 市 西 区 京 11fT 掘 現 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0番

振替口慶大阪2084番
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禁 轄 載

本盟主に掲殺せる L のは、 一切これを? 無断にで

特載し又は恩行本に上梓そのイ也の複製行絡を

なすことを? 禁す o

慶 告 掲 載 料 金

普 活 I 1 頁 I 1 回 15. 00 

普 主lil メ頁 I  1 回 8. 00 

男

山

一

山

一

山

一

山

一

一一一一一一一一
表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60.00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 図 I 45. ω 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80.00 

主主築事務所録 I 1 欄 I  1 回 1，50 

( 昼間羽峠染者集内) 1  1 欄 I  I  回 1  5.00 

成告掲絞御 申込は本舎へ直接願ひます。

本誌購言責御法文はすべて] iir 金で本曾直接又

は待約底へ、費量管貯金又は生害容で御j帰込を?

願ひます。郵券代用は一割J骨、代金引換は

お断り致します。

1  2 5  V lIr 
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